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1．序 文 

1.1 調査の目的 

(1)これまでのプロジェクトの活動について、進捗及び達成度を確認する。 

(2)プロジェクトの活動実績、実施プロセスを把握し、評価 5 項目に沿った評価を行う 

(3)プロジェクト後半の活動内容につき、調査結果を基に、プロジェクト関係者と意見交換を行い、 

方向性を提言にまとめる。 

(4)プロジェクトの活動を促進するため、必要な助言・提言を行う。 

 

 

1.2. 合同評価委員会の構成 

 ＜日本側＞ 

氏 名 所 属 
杉山 俊士 JICA 国際協力専門員 
本間 謙 JICA セネガル事務所            
赤羽 悦子 （株）日本開発サービス                    
春原 拓海 JICA 農村開発部 乾燥畑作地帯課 

 
 ＜セネガル側＞ 

氏 名 所 属 
Mr. Khalil Rakhmane NDIAYE Coordonnateur de la Cellule d’Etudes et de 

Planification (CEP) 
Mr. Camille Jean Pierre MANEL Chef de la Division Gestion et Amenagement des 

Peches Maritimes(DPM) 
Mr. Sidiya DIOUF Chef de la Division Peche Artisanale(DPM) 
Mr. Adama FAYE Chef de la Division de la Securite de la Peche 

Artisanale (DPSP)  
Mr. Famara NIASSY Direction des Airs Communautaires (DAC) 

 
 

1.3. 調査日程 

Annex1 を参照。 
 

2. プロジェクトの概要 

2.1. 背 景 

セネガルの水産業は、セネガルの社会経済の両面において重要な役割を担っている。水産

物は輸出総額の 32％、セネガル国民が摂取する全動物性たんぱく質の約 70％を占め、全就業

人口の 17％に当たる約 60 万人の直接・間接雇用を創出している。このうち、零細漁業によ

る漁獲高はセネガルでの全漁獲高の約 80～90％を占め、また零細漁業及び零細水産加工従事

者が全水産業従事者の約 3 分の 2 を占めるなど、セネガルの水産業にとって零細漁業の重要

性は高い。 
近年、セネガルの水産業は水産資源の枯渇の問題に直面している。1960 年代に 5 万 t 台/年
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であった漁獲高は 1997 年には 46 万 t/年と飛躍的に増加したが、その後、停滞あるいは減少

の傾向にあり、最近は 40 万 t/年前後を推移している。 
かかる状況の下、JICA はセネガル国政府の要請を受けて 2003 年から 2006 年にかけて開発

調査「漁業資源評価・管理計画調査」を実施した。同調査では主要 7 魚種に関する資源評価

を行い、あわせて資源管理に関するパイロットプロジェクトを展開した。パイロットプロジ

ェクトでは、漁民を主体としたボトムアップ・アプローチを活用して、行政と漁民とによる

水産資源の「Co-Gestion（共同管理）」を導入した。上記調査によって、水産資源管理の必要

性、とりわけその手法として零細漁民主導のボトムアップ・アプローチによる漁民と行政と

の協働による水産資源管理の重要性が認識された。しかし、水産資源管理を中心とした零細

漁業の課題について、漁民の声を集約し行政に対して発信していく組織と人材が十分には整

備・育成されていない。 
これら背景を踏まえ、海洋漁業局が主体となって主要な漁村を対象として、零細漁業地方

評議会（CLPA）及び地方漁民委員会（CLV）の設置を推進している。これまでセネガル各地

において 8 つの零細漁業地方評議会（CLPA）が設置されているが、いずれの組織についても

創成期にあり、運営経費、物理的な事務所の問題などさまざまな課題を抱え、現時点で当初

想定どおりの機能が十分に発揮されていない。 
本案件は、セネガルの零細漁業の主要課題である水産資源の枯渇に対して、漁民と行政と

の「Co-Gestion（共同管理）」を推進し、並行して水産資源管理を行う零細漁民組織として CLPA
及び CLV の組織的強化を図ることにより、零細漁村における漁民と行政とによる水産資源管

理の体制及び活動の持続性及び自立発展性を確保しようとするものである。 
 

2.2. プロジェクトの要約 
プロジェクト名称 
漁民リーダー・零細漁業組織強化プロジェクト 
 
相手国機関 
海洋経済省 
 
協力期間 
2009 年 6 月 1 日～2013 年 3 月 31 日 
 
対象地域 
ロンプール、カヤール、ジョアール、ジフェール 
 
上位目標 
零細漁民及び行政による水産資源の共同管理モデルが、漁民主体で沿岸漁村に普及される。  
 
プロジェクト目標 
零細漁民及び行政機関による水産資源の共同管理が対象漁村で確立する。 
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成果 
成果 1：各対象漁村において零細漁民の水産資源の持続的管理に係る意識が向上する 
成果 2：各対象漁村に零細漁業地方評議会（CLPA）及び地方漁民委員会（CLV）が設置され、各

会の組織が強化される 
成果 3： 零細漁民の地域レベルの水産資源管理能力及び漁場整備能力が強化される 
 

3．評価項目・評価方法 

日本側 4 名（調査団）、セネガル側 5 名によって構成される合同評価委員会によってプロジェク

トの評価が行われる。同委員会は海洋経済省及びプロジェクト対象地域に訪れ、プロジェクト・

デザイン・マトリックス（PDM）（Annex 2）、評価グリッド（Annex 4）を用いて調査・分析を行

う。評価分析は、下記の評価 5 項目に基づいて行われる。 
 

評価 5項目の定義 

項 目 定 義 

妥当性 プロジェクト目標や上位目標がセネガルの開発政策、わが国の援助方針、受益

者のニーズに合致しているかどうかを判断する。 

有効性 成果及びプロジェクト目標の現時点での達成状況、プロジェクト終了時での達

成見込み、及び成果の達成がプロジェクト目標の達成に貢献しているかを判断

する。 

効率性 投入の時期、質、量等により、成果にどう影響を与えたか、投入は成果の達成

のために貢献しているか、投入に不足はなかったか、または無駄な投入はなか

ったかを判断する。 

インパクト プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果を

みるものであり、プロジェクト計画時に予期された、あるいは予期されなかっ

たプラスまたはマイナスの波及効果を評価する。なお、上位目標は計画立案時

に「意図した」「プラスの」インパクトである。 

自立発展性 制度的側面、財政的側面、及び技術的側面から、協力終了後も相手国側により

プロジェクトの成果が継続して維持・発展する見込みがあるかどうかを判断す

る。 

 

4．プロジェクトの実績と実施プロセス 

4.1. プロジェクトの投入実績 

4.1.1. 日本側 

(1)日本人専門家派遣  
セネガルに派遣された日本人専門家のリストを Annex 5 に挙げる。2011 年 3 月末までで、

5 分野の日本人専門家（長期）、計 45.7MM が派遣される予定である。 
 

 (2) C/P の本邦研修への派遣 
本邦研修に送られた C/P のリストを Annex 6 に挙げる。中間レビューの時点までで、7

名が計 14MM、日本に送られた。 
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 (3) 資機材の供与 
  日本側により投入された資機材のリストを、 Annex 7 に挙げる。 

 
(4) プロジェクト経費  

中間レビュー時点までの JICA によるプロジェクト経費の概要は次のとおり。 
 

No. 種 別 小 計 
1 ローカルコスト ¥17,864,000 
2     資機材 5,686,300 FCFA 並びに 

¥559,000 

        1 FCFA  = ￥0.169 （2011 年 1 月の JICA レート） 
 

4.1.2 セネガル側 

(1) C/P の配置 
C/P のリストを Annex 9 に挙げる。 

 
(2) プロジェクト経費  

 中間レビュー時点までのセネガル側負担によるプロジェクト経費の概要は次表のとおり。              
                                                       （単位: FCFA） 

No. 種 別 小 計 

1 人件費 79,200,000 
2 資機材 1,300,000 
3 消耗品 3,600,000 
4 その他 400,000 

 合計 84,500,000 
 
 詳しくは、Annex 10 を参照のこと。 
 

(3) その他現物給付など 
   プロジェクト事務所（21 m²）並びに、倉庫（6 m²）がセネガル側から提供されている。 
  

4.2. 活動の実績  

プロジェクトは、対象地域における実際の問題やニーズをかんがみ、一部の活動に関して当初

の計画から変更して実施してきた。次表に、追加・変更された活動並びに、実施されなかった活

動を挙げる。   

   No 追加・変更された活動 備 考 

(1)  
 

プロジェクト活動に関する情報の発信 複数のメディアを活用して情報発

信している。当初計画には含まれ

ていない。 
  3-4  資源管理計画の実施を、共同漁業監

視、法制化を通し、法的・科学的・技
術的面から支援する。 
 

この活動は、いくつかのサブ・コ
ンポーネントに分かれている。多
くは、科学的・技術的な調査や支
援であり、現場レベルで変更・追
加されている。 
  

合計

－ 116 －



（仮訳） 

 

   No 実施されなかった活動 備 考 

  2-6 各漁村において、CLPA 及び CLV の機
能、活動状況を踏まえ、事務所を建設
する。 

プロジェクトでは、既存の建物を
利用することで CLPA や CLV は
機能すると考え、建設しなかっ
た。 

 
これらについての詳細は、Annex 4 の評価グリッドを参照のこと。 

 

4.3.  成果の達成  

PDM の見直しが必要であることが明らかになっていることを反映し、成果の達成度の検証には

PDM に挙げられているすべての指標を必ずしも用いていない。以下、各成果についての概要をボ

ックス内にまとめる際、用いた指標について 2 段目に記した。  
 

4.3.1. 成果 1 の検証 

 
 
 
 
 
 
 

プロジェクトの対象 4 村での CLPA や漁業関係者からの聞き取りの結果、次のように総括でき

る。 
(1) CLPA メンバーは、水産資源管理の地域での取り組みや活動の重要性について、理解している

といえる。 
一方、 

(2) CLPA のメンバーとなってはいない者若干名からは、共同資源管理の規則の意義について十分

に理解していないと考えられる発言もあった。 
 

4.3.2. 成果 2 の検証 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
2-A-1：CLPA の設立 
ロンプールとジフェールにおいて、それぞれ CLPA が設立され、法的に承認された。 

 

成果 1 各対象漁村において、水産資源の持続的管理の重要性について零細漁業関

係者の意識が向上する。 

成果 1 指標 開始時と比較した地域レベルの水産資源管理活動の重要性に関する零細
漁民の意識向上度 

成果 1 はある程度達成しつつあるといえる。しかしながら、CLPA メンバー以外の零細漁

業関係者に対してはこれについての水産資源管理活動の重要性についての理解を浸透さ

せるために、更にアクションをとっていく必要がある。 

成果 2 各対象漁村に零細漁業地方評議会（CLPA）及び地方漁民委員会（CLV）

が設置され、各会の組織が強化される。 

 
成果 2 指標 

2-A-1 新 CLPA の組織と定款が決定され、法的に承認が得られる。 
2-B-1 水産資源管理の少なくとも 1 つの課題について協議され、それに

かかわる活動が CLPA によって承認される。 

プロジェクトの介入により、CLPA の能力は強化され、成果 2 はほぼ達成しつつあるとい-
える。 
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2-B-1：水産資源管理の方法に関しての協議と承認 
プロジェクト支援の枠組みのなか、3 つの CLPA が水産資源管理に関して自分たちで規則を決

定するにいたった。 
 

4.3.3. 成果 3 の検証 

 
 
 
 
 
 
 

3-4：共同監視  
ロンプールの CLPA では、共同監視を行う小委員会の活動が活発である。一方、関係者間で監

視やそれに関する活動状況が違う村も見られる。  
 
3-5：地域での規定の策定  

ロンプールとジフェールでは、CLPA が規約について協議し決定した。規約に関しては、地域

により違いがある。 
 
3-6：規約の順守  

規約の順守状況は、地域により違いがある。CLPA、他の漁業関係者や行政関係者に対する聞き

取りにより、次が明らかになった。 
(1) ロンプール村では、CLPA 関係者によれば、CLPA が採択した規定は 100％の率で守られてい

る。規約に反する 30-32-36 のメッシュサイズの網は、漁民から放棄され、CLPA の監視小委員

会のメンバーにより集められた。 
(2) ジョアールでは、CLPA メンバーによれば、CLPA 設立前から漁民の間での取極めがあり、今

回の CLPA の規約順守に関して問題は一切なかった。問題があるとすれば、村外から来る漁民

や移動漁民であるとされている。 
(3) ジフェールでの聞き取りのための面談では、CLPA が採択した網目サイズに関する規定をすぐ

に守るべきという意見と、まだ 40mm の網が使える間は使いたいという意見を述べる 2 つの意

見に参加者が分かれた。 
 

4.4.プロジェクト目標の達成  

成果に対する指標同様、PDM 中にはたくさんの指標が書かれているが、成果の指標としては不

適切と判断された。成果同様、新たに設定された指標を 2 段目に記した。 

成果 3 零細漁業関係者の、地域レベルの水産資源管理能力及び漁業整備能力が強

化される。 

成果 3 指標 3-4 共同監視体制の構築 
3-5 地域のイニシアティブによりその地域に適した規定が策定されるか 
3-6 上記規定の順守状況 

関係者により違いはあるが、成果 3 はある程度達成しつつあるといえる。  

プロジェクト

目標 
対象漁村において、零細漁業関係者及び行政による水産資源の共同管理が

零細漁業関係者主体で確立される。 

プロジェクト

目標の指標 
(1)各対象漁村において、最低 1 つの資源管理が CLPA で承認され、零細

漁業関係者により実施される。 
(2)X％以上の零細漁業関係者が資源管理活動に（継続的に）参加している。 
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 (1) 共同資源管理の計画と実施 
中間レビューまでの時点で、プロジェクトの支援により資源管理活動を始めた CLPA は、次表

のように 3 つある（ロンプール、ジョアール、ジフェール）。 
 

対象村 Co-Management Activities supported by the Project  
ロンプール メッシュサイズの制限（40mm 以上）、刺し網の数の 10％削減

カヤール プロジェクトによる直接的な資源管理活動はなし カヤール プロジェクトによる直接的な資源管理活動はなし

ジョアール Biological Rest for Octopus、マダコの生物学的な禁漁期の設定 ジョアール Biological Rest for Octopus、マダコの生物学的な禁漁期の設定

ジフェール（パル

マラン） 
メッシュサイズの制限（46mm 以上） ジフェール（パル

マラン）

メッシュサイズの制限（46mm 以上）

注：カヤールでは、プロジェクトの介入がないうちに既に資源管理活動が開始されていた。プロジェクトでは、

そのイニシアティブを尊重し、カヤールでの資源管理活動に関しては介入しないこととした。 

 
(2) 共同資源管理活動に関する予測 
共同資源管理活動は開始されたばかりであり、今後計画どおり継続されるかについて現時点で

確証はない。しかしながら第 5 章で述べる有効性や自立発展性をかんがみると、継続性を予測で

きる。 
 

4.5. 実施プロセス 

プロジェクトは、期待どおりに進捗されてきた。実施プロセスの観点からは、次の 3 点に関し

て良いと判断できる。 
 
(1)技術移転 

末端の行政官である Chef de Poste を含む漁業関係者に対する能力強化が、現実的かつ具体的な

技術移転として現場レベルで実施されている。 
 
(2)現場関係者の意見の尊重   

プロジェクトでは、対象村で行われる会議などで参加者の意見を尊重して進めている。これに

より、共同資源管理で大切と考えられるボトムアップの方向性が浸透している。 
 

(3)広 報 

プロジェクトは、ワークショップや他の方法で、プロジェクトに関する情報を発信している。 
 
一方、次の点に関して今後十分に考慮し、プロジェクト実施を進める必要があると判断できる。 

 
(1)モニタリング 

プロジェクトでは、プロジェクトの活動をモニタリングするシステムをセネガル側と共有して

こなかった。例えば、中間レビューの時点まで、活動計画表（PO）を作成しなかった。また、PDM
やそこに記載のある活動や成果について、合同調整委員会（JCC）で活用して協議してこなかっ

た。 

プロジェクト目標は、プロジェクト期間中に達成できる可能性が高い。 
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 (2)JCC 

1) 構 成 
本プロジェクトで JCC に当たる、運営委員会（Comite de Pilotage）は、海洋漁業局（DPM）組

織のなかの国、州、県レベルでの C/P から成る、垂直構造といえる。共同水域局（DAC）を除き、

他の局は含まれていなかった。 
 

2) 活 動 
JCC は、プロジェクト活動についての情報の共有と承認のために機能してきた。また、現場レ

ベルでの事柄について協議が多くもたれる傾向にあった。 
一方、JCC は、海洋経済省（MEM）の法的、戦略的な観点、また他の開発パートナーとの調整

からプロジェクト活動に関してアドバイスをするために機能しなかった。例えば、収入創出活動

においてミル・プラントの計画が提案されたとき、MEM の戦略の観点から疑問が呈されていなか

った。また、広域資源管理の計画が出されたとき、JCC やその委員たちから、同じ地域で活動す

る開発パートナーとの調整を行うというイニシアティブが発現しなかった。 
 

5. 評価結果  

5.1. 妥当性 

次に挙げる各点から、プロジェクトは高い妥当性を有する。 
 
(1) ニーズ 

セネガルにおいて水産業は、①輸出のための産業、②国民へのたんぱく源の供給という両方の

観点から重要である。加えて、セネガル国民の約 20％は水産業と直接間接何らかの形で関係した

雇用を受けているとされている。 
零細漁業は、その生産がセネガルにおける漁業生産の約 90％を占めると推定されるように、同

国の水産業のなかで大きな役割を担っている。 
漁船の数は年々増加しており、それに従って水揚げ高も 1960 年代の約 5 万 t から 40 万 t へと増

加している。このような状況下、いくつかの魚種については、乱獲による資源の枯渇の可能性に

ついて警鐘を鳴らす報告書もある。 
 
(2) セネガルの政策や戦略との整合性 
1) CLPA  
セネガル国の海洋水産法を実施するための省令1のなかで、CLPA が水産資源管理で重要な役割

を果たすと位置づけられている。 
同法 9条ではCLPAが、異なる漁法を用いる漁民とコミュニティの間でのコンフリクトを軽減、

制御する役割をもつと明記されている。 
  
 
 

                                                  
1 « Décret fixant les modalités d’application de la loi portant code de la peche maritime » で、海洋水産法 

«Loi No° 98-32 du 14 avril 1998 portant Code de la Peche Maritime» に基づいて制定されたもの。ただし、

海洋水産法のなかでは、CLPA ではなく、CLP について述べられている。 
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2)共同管理  
共同管理については、「漁業・養殖セクターにおける政策の詳細計画」2のなかで、「漁業地域に

おいてコミュニティと漁民とともに漁業域の共同管理の地域のイニシアティブを発展、促進させ

る」3ために、アクションをとる、とある。 
 
(3) JICA の経験と方針 
本プロジェクトは、JICA により 2003 年から 2006 年に実施された「セネガル共和国漁業資源評

価・管理計画調査」に引き続き行われている。この調査により、上記の課題を解決するためには

零細漁民による共同資源管理が有効であると明らかになった。 
本プロジェクトによる水産資源の共同管理は、2005 年に出された JICA の水産開発戦略書のな

かで述べられている零細漁民が多数を占めるコミュニティで有効であるとされるボトムアップ・

アプローチの採択の推進とも一致している。 
 

5.2. 有効性 

次の観点から、本プロジェクトの有効性は高いといえる。 
 

(1) プロジェクトのデザイン  
1) 成果とプロジェクト目標の間の論理的な構成 
啓発活動、CLPA の能力強化、水産資源管理のための能力強化という 3 つの成果の産出を通し

て「零細漁民及び行政による水産資源の共同管理を確立する」というプロジェクト目標を達成さ

せるという構成は論理的である。加えて、これら 3 つの成果は相補的である。  
 
2) 3 つの成果それぞれが対象とするグループ 

3 つの成果は、漁業関係者のなかの、それぞれ違うレベルのグループを対象に、あるいは、巻

き込むようにデザインされている。具体的には、成果 1（啓もう活動）は、漁業コミュニティ一

般を、成果 2 は CLPA と CLV を、成果 3 は CLPA に代表を送っている同業者グループである経済

利益団体（GIE）を対象にしている。このようにして、プロジェクトは漁村コミュニティ全体にア

プローチしたうえで、漁業セクターで重要な約割を果たす関係者に対し支援を行うことができる。 
 
 (2) 成果の達成状況 

プロジェクトの成果は、良い達成状況を示している。 
 

5.3. 効率性 

プロジェクトの活動とプロジェクト目標達成までの効率性は、中程度であると判断できる。 
 

(1) 活動の追加 
本プロジェクトでは、現地の状況をかんがみて必要であるとして、当初のプロジェクト計画と

は別に一連の活動が追加されてきた。 

                                                  
2 « Plan d’Actions detaillées de la lettre de Politique Sectorielle des Peches et de l’Aquaculture » 
3 « developper et promouvoir les initiatives locales de congestion des pechieries arisanals avec les 

communautes de pecheurs de sites de peches » 
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これらの追加された活動に使われた費用を次表の下段に示す。 
 

活 動  出費合計（日本円） 
当初計画の 4 村での計画

どおりでの活動 19,612,000

4 村での追加された活動 1,525,400
 
(2)資機材の現地調達 

プロジェクトでは、現地で調達可能な資機材を利用するようにしてきた。このことで、日本で

調達するよりは、費用対効果が高くなっている。 
 
(3) 人的要因  

セネガル側による C/P の配置はほとんど良くできていた一方、次表に示すように、C/P やその

指導・監督にあたる人員の異動も多い。これは、技術移転という観点からは、低い効率性を示唆

する。 
 

Table: C/Ps and Administrative Posts 

 
 
 
 
 

 
 
5.4. インパクト  

現時点では、インパクトを測るに足るデータが得られない。 
 

5.5. 自立発展性 

次に述べる観点から、自立発展性は、比較的高いと判断できる。 
 
(1) CLPA の機能 

CLPA は、資源管理のアドバイスをする機能をもつキー・アクアターであることが確認された。

一方、CLPA の資金源としては、ピローグの登録料の漁民への払い戻し金があるが、実際には支

払われていない。このことから、CLPA 自身が何らかの活動を実施することは期待できない。 
 
(2) 行政のかかわり 
1) 行政による認識 

プロジェクトの活動と成果は、行政との整合性がとれているときに初めて効果を持続できると

考えられる。その点、水産局長が本プロジェクトに対して高い評価を示していることからも、明

らかとなっている。 
 
 

Inception
Report

Mid-Term
Eve Doc.

National X X 1 0
Regional X 3 3
Department 4 1(Absent)
Chef de Poste X X 4 3

Position
Recognised as C/P Total Number of Posts

concerning C/P and their
related positions

Number of Posts where
there was/ were changes in
personnel

Position
Recognised as C/P Total Number of Posts 

concerning C/P and their 
related positions

Total Number of Posts 
where there was/ were 
changes in personnel

Inception 
Report

Mid-Term 
Eve Doc

National X X 1 0
Regional X 3 3

Department 4 1（Absent）
Chef de Poste X X 4 3
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2) 地方行政の活用 
CLPA 構造は、末端の行政官 Chef de Poste を含んでいる。プロジェクトでは現在、現場レベル

での活動に重きを置き、彼らの能力強化を進めている。 
 
3)行政支援の重要性 
州、県レベルでの行政からのサポートが必要な項目として、法的な枠組みを守ることや他機関

との調整が挙げられる。 
 
(3) 現場のイニシアティブの尊重 

プロジェクトでは、会議やワークショップの参加者に対して日当などの支払いをしていない。

このことは、プロジェクト終了後の活動の自立発展性を考えるうえで、重要な鍵となっている。 
 
6．結 論 

現地調査の結果を踏まえ、合同評価委員会は、本プロジェクトに対して以下のような評価結果

を得た。 
 

(1)地理的にも分散した対象 4 サイトでの活動は多大な困難が伴うものの、プロジェクトはおおむ

ね良好にプロジェクト活動を進捗している。今後、現在と同等レベルの取り組みがセネガル側、

日本側双方で確保された場合、プロジェクト期間内での目的の達成が十分に期待できる。 

(2)セネガルにおける共同資源管理（co-management）の枠組みにおいて、CLPA は主要利害関係者

の意見を調整し、資源管理上の意思決定を行うという重要な役割を担っている。セネガル政府

は、今後 CLPA の機能を強化し、資源管理上の行政権限（例：漁業許認可権など）を徐々に CLPA

に委譲していく意向を示している。こうしたセネガル政府の政策的方向性は、CLPA の強化を

通じて実効性のある水産資源管理の実施をめざす本計画のアプローチと整合するものであり、

その意味において、本プロジェクトの実施妥当性は更に高まったと考えることができる。 

(3)本合同評価調査の過程において、プロジェクト活動の修正・改善の必要性がいくつか確認され

た。残りのプロジェクト期間において活動を効果的・効率的に実施するためにも、これら提言

に示された各項目への対処を適切かつ遅滞なく実施することが強く求められる。 

 

7. 提 言  

合同評価委員会は、プロジェクトに対し以下に述べる提言を行った。 
 
(1)計画的なプロジェクトの実施 

本計画では、プロジェクト開始初期に PO を策定していないが、PO は、プロジェクト活動の計

画的実施とその進捗管理に有益なプロジェクト運営管理ツールである。本計画でも早急に PO を

作成し、合同調整委員会での利用も含め、プロジェクトの円滑な実施に資する資料として利用す

ることを提言する。また、本計画は、4 つの対象サイトにおける活動が独立的に行われているが、

各サイトの関係者が自らのサイトで予定されている活動の全体像を正確に把握し、計画的に活動

が実施されることが望まれる。こうした観点からもサイトごとのサブ PO を作成し、プロジェク
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ト活動に対する理解を促すことが求められる。 
 
(2)各サイトにおける資源管理上の目的設定と支援方針（戦略）の策定 

セネガルの漁村では、さまざまな資源管理上の問題が存在するが、複数の課題に分散的に対応

していては、効率的なプロジェクト成果の発現にはつながらない。したがって、プロジェクトの

各サイトにおいて優先的に対応する資源管理上の課題を特定し、明確な支援方針（戦略）の下に

すべての活動を計画・実施していくことを提言する。例えば、プロジェクトとして、優先的に取

り扱う資源管理上の課題を「漁獲量の削減－reduction of fishing capacity」と定めたサイトで、支援

戦略を「刺し網の数量削減及び目合サイズの拡大」と設定したとすると、同サイトにおけるすべ

てのプロジェクト活動は、支援戦略に合致し、当課題の解決に直接的に寄与する活動に集約すべ

きである。これまで、プロジェクトではサイトごとの活動「テーマ」を設定しているが、「テーマ」

は必ずしも「資源管理上の課題」と同意ではない。 
このような視点でこれまでのプロジェクト活動を確認したところ、サイトごとの設定課題と直

接的な関連性が確認できない活動がいくつか認められた（例：①移動漁民と定住漁民による共同

管理が課題となっているサイトにおけるイカの人工産卵床設置試験、②底魚資源管理の地域展開

が課題となっているサイトにおける貝殻漁礁の設置）が、こうした活動はプロジェクト全体の効

率性に影響を及ぼす。プロジェクトの投入資源は限られているため、「やらなければいけない活動

－“need to do” activities 」と「やってみてもいい活動－ “nice to do” type of activities」は明確に区別

する必要がある。  
 
(3)共同水産資源管理における主要関係者の役割と機能の定義 

プロジェクトでは、共同資源管理体制を確立するために、主要関係者（例：水産行政機関－中

央・地方・研究所、漁民組織など）と彼らが意思決定を行う組織（例：CLPA）の機能強化に焦点

を当てた活動を行っている。こうした活動を行う際には、それぞれの関係者に求められる役割と

機能を明確に定義しておき、それとの対比において彼らの現状（すなわち、どのような機能の強

化が必要か）を確認しておくことが肝要である。このような情報の整理によって、それぞれの関

係者に対する適切な働きかけを検討することができ、また、活動の進捗をより正確にモニターす

ることができる。プロジェクトには、こうした情報を改めて整理しておくことを提言する。  
 
(4)漁村レベルの組織強化 

複数村 CLPA の場合は、CLPA で決定された事項が傘下にある村々で確実に伝達され、実施され

ることが求められる。こうした組織形態は、各村単位で資源管理活動の実施主体となる何らかの

グループ/組織の存在が必要であることを意味している。プロジェクトでは、これまで CLPA レベ

ルでの働きかけを中心に行ってきたが、今後は、漁村レベルの組織に対する働きかけを強化する

必要がある。調査の過程において CLPA の決定事項が村々の一般漁民に十分に伝わっていない事

例が確認されている。漁村レベルの組織強化は、個々の漁民の資源管理活動に対する理解と協力

を促すことにつながると考えられる 
 
(5)地域レベルの底魚資源管理（広域資源管理） 

プロジェクトサイトであるジョアールを含むンブール県では、同県に属する複数の CLPA 間で

の資源管理活動の調整及び調和化の試みがなされている。こうした地域レベルの資源管理活動は、
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意味のある資源管理上の「くくり」を検討するという観点においては、意義のある活動ではある

が、必然的にプロジェクト対象サイト外での関連活動を含むこととなる。地域的にも分散した 4
つのサイトを抱える当プロジェクトでは、ンブール県での拡大的な活動の実施によって、他の対

象サイトにおける活動への影響が懸念される（事実、ロンプールでの計画活動は他サイトでの活

動への影響を懸念して縮小を検討している－中間報告書 p.55,9-6-1 参照）。他方、地域レベルでの

資源管理活動は、プロジェクト活動の持続性を検討するうえで好適な機会を提供する。すなわち、

ンブール県の対象サイト以外の地域では、先方実施機関による主体的な活動を積極的に促すこと

によって、プロジェクト後の自立的な活動の展開可能性を見定めることができる。 
以上のような理由から、当地域における活動においては、プロジェクト資源の投入はジョアー

ルに集中し、その他のエリアにおいては先方実施機関の自助努力を促す取り組みを求める。 
 
(6)参加型研究 

当プロジェクトでは、情報に基づいた（資源管理上の）意思決定を促すため、研究活動の実施

を計画している。こうした研究活動の実施に際しては、セネガル側関係者と綿密な協議のうえ特

に慎重にテーマ設定を行うことを提言する。 
 
(7)製造プラントの規模設定 

セネガル政府は、国内低温流通網の整備によって浮魚類の鮮魚流通量の拡大をめざしている。

こうした政策の実施は、現在魚粉の主要原材料となっている浮魚の燻製品加工量の減少を引き起

こす可能性が高い。今後プロジェクトにおいて、魚粉製造プラントの規模拡大を計画する場合は、

原材料の調達状況など関連情報を十分に確認のうえ行うこと。 
 
(8)カヤールにおける｢自主管理｣分析の参加型実施 
カヤールにおいては、「漁民による自主管理」の分析が計画されている。自主的な資源管理につ

いての知見や経験の集積は、他の地域で資源管理に取り組む関係者にとっても有益な情報となる。

こうした作業は、カヤールの関係者自身によってなされると、自らの経験を体系化しより深く理

解することにつながるため、彼らがこうした経験を他の地域に普及する際にも有意に働くと考え

られる。したがって、カヤールにおける活動においても「参加型研究」の理念を採用し、参加型

で分析作業を進めることを提言する。 
 
(9)漁業活動の監視 

資源管理活動の順守状況を確認する（すなわち漁業活動を監視する）ことの重要性は、先方実

施機関である海洋漁業局のみならず、サイト関係者からも幾度となく言及のあった事項である。

監視活動への漁業者の参画は、監視効果の増大と監視費用の低減に寄与すると考えられているこ

とから、プロジェクトでも関連活動の実施を積極的に支援することとする。 
 
(10)資源管理方策の効果のモニタリング 

資源管理活動を持続的に実施していくためには、関係者がその実施効果を認識する必要がある。

当プロジェクトにおいても、実施した資源管理活動の効果を適宜モニタリングし、関係者と情報

共有することを提言する。 
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（仮訳） 

(11)他ドナーとの調整と協力 
現在セネガルの沿岸域では、当プロジェクトと類似した活動を行っている他ドナーが存在する。

いくつかの活動においては、非常に近接した地域を対象としているため、活動の調整が必要とな

ってくる。こうした問題に対応するため、プロジェクトは他ドナーと意見・情報交換を行うチャ

ンネルを確立することを提言する。 
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COGEPAS Midterm Review Schedule

No. Date Day Accommodation

羽赤/間本原春/山杉

rakaDルーカダ→リパdeWnaJ-52

東京→パリThunaJ-41

3 6-Jan Thu
JICA セネガル事務所、
COGEPAS専門家、DAC(共同水域局)との面談

Dakar

rakaD談面のとCaMRIG、MPDirFnaJ-74

aguoL）ルーヤカ（察視トイサtaSnaJ-85

seihT）ループンロ（察視トイサnuSnaJ-96

laoJ）ルーアョジ（察視トイサnoMnaJ-017

rakaD）ルーェフジ（察視トイサeuTnaJ-118

rakaD談面のと所務事ルガネセ ACIJルーカダ→リパ→京東deWnaJ-219

10 13-Jan Thu
JICA セネガル事務所、COGEPAS専門家との面談
在セネガル日本国大使館表敬

Dakar

11 14-Jan Fri Mbour

12 15-Jan Sat Thies

13 16-Jan Sun Dakar

14 17-Jan Mon Dakar

15 18-Jan Tue Dakar

16 19-Jan Wed Dakar

17 20-Jan Thu Dakar

Fri21-Jan18 Dakar

合同評価委員会

サイト視察（ジョアール、ジフェール）

サイト視察（カヤール、ロンプール）

合同評価委員会（合同評価レポート、ミニッツドラフト作成）

合同評価委員会（合同評価レポート、ミニッツドラフト作成）

合同評価委員会（合同評価レポート、ミニッツドラフト作成）

ミニッツ署名

JICAセネガル事務所報告、大使館報告  
 

Annex1．調査日程表
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n 
lo
ca
le
 d
es
 r
es
so
ur
ce
s 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
et
 p
ou

r 
l’a
m
én

ag
em

en
t d

es
 p
êc
he

ri
es
 ; 

水
産
資
源
管
理
計
画
及
び
漁
場
整
備
計
画
（
の

数
）

 

3‐
4.
L’
ét
ab

lis
se
m
en

t d
’u
n 
sy
st
èm

e 
de

 c
o‐
su
rv
ei
lla
nc
e;
 

共
同
監
視
体
制
の
構
築

 

3‐
5.
Le
 n
om

br
e 
de
 m

es
ur
es
 ré

gl
em

en
ta
ire

s i
ns
tit
ué

es
 

re
la
tiv

em
en

t à
 c
es
 in

iti
at
iv
es
 lo

ca
le
s;
 

各
漁
村
の
活
動
に
関
連
し
て
制
定
さ
れ
た
規
定
数
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3‐
6.
Le
 n
iv
ea

u 
de

 r
es
pe

ct
 d
e 
l’a
pp

lic
at
io
n 
de

 c
es
 m

es
ur
es
 

ré
gl
em

en
ta
ire

s 
; 

上
記
規
定
の
順
守
状
況

 

3‐
7.

 Le
 n
om

br
e 
de

 fo
rm

at
io
ns
 e
ff
ec
tiv

es
 s
ur
 le
s 
A
.G
.R
. e

t l
e 

no
m
br
e 
de

 p
ar
tic

ip
an

ts
 e
ff
ec
tiv

em
en

t f
or
m
és
; 

収
入
創
出
活
動
に
係
る
研
修
の
実
施
回
数
及
び
参

加
人
数

 

3‐
8.

 La
 r
en

ta
bi
lit
é 
de

s 
A
.G
.R
. r
et
en

ue
s.
  

採
用
さ
れ
た
収
入
創
出
活
動
の
採
算
性

 

A
CT

IV
IT
ÉS
 

A
PP

O
RT

S 
CO

N
D
IT
IO
N
S 
PR

ÉA
LA

BL
ES
 

PA
RT

IE
 JA

PO
N
A
IS
E 

PA
RT

IE
 S
ÉN

ÉG
A
LA

IS
E 

1.
 
SI
TU

A
TI
O
N
 D
E 
RE

FE
RE

N
CE

 E
T 
A
CT

IV
IT
ES
 D
E 
SE
N
SI
BI
LI
SA

TI
O
N
 

ベ
ー

ス
ラ
イ
ン

調
査

と
啓
発

普
及

活
動

 

1‐
1.

 M
en

er
 s
ur
 c
ha

qu
e 
si
te
 l’
en

qu
êt
e 
re
la
tiv

e 
au

 n
iv
ea
u 
de

 c
om

pr
éh

en
si
on

 p
ar
 le
s 

ac
te
ur
s 
de

 la
 p
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 
de

 l’
im

po
rt
an

ce
 d
e 
la
 g
es
tio

n 
 d
es
 re

ss
ou

rc
es
 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
; 

各
対
象
漁
村
に
お
い
て
、
零
細
漁
民
に
対
し
て
水
産
資
源
管
理
の
重
要

性
に
関
す
る
理
解
度
調
査
を
実
施
す
る
。

 

1‐
2.

 E
st
im

er
 l’
ét
at
 a
ct
ue

l d
e 
ch
aq

ue
 s
to
ck
 d
e 
pr
od

ui
ts
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
co
nc
er
né

s,
 a
ve
c 

la
 c
oo

pé
ra
tio

n 
de

s 
A
ge
nt
s 
de

 la
 D
.P
.M

., 
su
r 
la
 b
as
e 
de

s 
do

nn
ée

s 
st
at
is
tiq

ue
s 

ex
is
ta
nt
es
 (c
el
le
s 
de

 la
 D
.P
.M

., 
du

 C
.R
.O
.D
.T
., 
du

 p
ro
je
t d

e 
l’U

.E
. «

 S
.A
.G
.P
.S
 /
 

C.
O
.M

. /
 S
TA

BE
X‐
Pê

ch
e 
»,
 d
u 
pr
oj
et
 d
e 
la
 JI
CA

 «
 E
tu
de

 d
e 
l’é
va
lu
at
io
n 
et
 d
e 
la
 

ge
st
io
n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
»)
 e
t d

e 
l’e

nq
uê

te
 a
up

rè
s 
de

s 
pê

ch
eu

rs
 ; 

既
存
デ
ー
タ
（
水
産
局
統
計
、
ダ
カ
ー
ル
・
チ
ャ
ロ
イ
海
洋
研
究
所
統

計
、

EU
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ス
タ
ベ
ッ
ク
ス
」
デ
ー
タ
、
開
発
調
査
「
漁

業
資
源

評
価
・
管
理
計
画
調
査
」
に
よ
る
入
手
デ
ー
タ
）
及
び
漁
民
へ

の
聞
き

取
り
結
果
に
基
づ
き
、
水
産
局
職
員
と
と
も
に
各
対
象
魚
種
の

水
産
資

源
動
向
を
評
価
す
る
。

 

1‐
3.

 
M
en

er
 u
ne

 é
tu
de

 s
ur
 la
 p
êc
he

 il
lé
ga
le
 a
in
si
 q
ue

 l’
id
en

tif
ic
at
io
n 
de

s 
di
ve
rs
 

pa
rt
en

ai
re
s 
au

 d
év
el
op

pe
m
en

t  
in
te
rv
en

an
t d

an
s 
ce
 d
om

ai
ne

  

I ‐
 L
IS
TE
 D
E(
S)
 E
XP

ER
T(
S)
 JA

PO
N
A
IS
 :

  (1
) 
U
n 
Ex
pe

rt
 e
n 
ch
ef
 p
ri
nc
ip
al
 

sp
éc
ia
lis
te
 e
n 
re
nf
or
ce
m
en

t d
es
 

sy
st
èm

es
 d
e 
co
‐g
es
tio

n 
; 

総
括

/共
同

資
源

管
理

体
制

強
化

 
(2
) 
U
n 
Ex
pe

rt
 d
an

s 
la
 r
ec
he

rc
he

 e
t 

l’a
na

ly
se
 d
es
 a
ct
iv
ité

s 
de

 la
 

pê
ch
e 
ai
ns
i q

ue
 d
an

s 
di
ff
ér
en

te
s 

m
od

al
ité

s 
de

 la
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
; 

副
総

括
/漁

業
活

動
調

査
・

分
析

/
水

産
資

源
管

理
手

法
 

(3
) 
U
n 
Ex
pe

rt
 d
an

s 
la
 r
ec
he

rc
he

 s
ur
 

le
s 
ac
tiv

ité
s 
so
ci
o‐
éc
on

om
iq
ue

s 
ai
ns
i q

ue
 le
 d
év
el
op

pe
m
en

t d
es
 

vi
lla
ge
s 
de

s 
pê

ch
eu

rs
 ; 

社
会

経
済

調
査

/漁
村

開
発

 
(4
) 
U
n 
Ex
pe

rt
 d
an

s 
la
 s
en

si
bi
lis
at
io
n 

et
 la
 g
es
tio

n 
de

s 
pr
oj
et
s 
; 

啓
発

普
及

活
動

 
(5
) 
D
es
 c
on

su
lta

nt
s 
lo
ca
ux
 p
ou

r 
m
en

er
 u
ne

 c
er
ta
in
e 
pa

rt
ie
 d
es
 

ét
ud

es
 

I ‐
 L
IS
TE
 D
U
 P
ER

SO
N
N
EL
 A
D
M
IN
IS
TR

A
TI
F 

SE
N
EG

A
LA

IS
 

1‐
 
M
aî
tr
e 
d’
œ
uv
re
 d
u 
pr
oj
et
 : 
D
ir
ec
te
ur
 

de
s 
Pê

ch
es
 M

ar
iti
m
es
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
：

水

産
局

長
 

2‐
 
M
aî
tr
e 
d’
œ
uv
re
 d
él
ég
ué

 d
u 
pr
oj
et
 : 

Le
s 
tr
oi
s 
(0
3)
 C
he

fs
 d
es
 S
er
vi
ce
s 

Ré
gi
on

au
x 
de

s 
Pê

ch
es
 e
t d

e 
la
 

Su
rv
ei
lla
nc
e 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

代
表

：
3
水

産
支

局
長

 

3‐
 
 M

aî
tr
e 
d’
œ
uv
re
 s
ou

s 
dé

lé
gu

é 
: L
es
 

qu
at
re
 (0

4)
 C
he

fs
 d
es
 S
er
vi
ce
s 

D
ép

ar
te
m
en

ta
ux
 d
es
 P
êc
he

s 
et
 d
e 
la
 

Su
rv
ei
lla
nc
e 
de

 K
éb

ém
er
, T
hi
ès
 

(K
ay
ar
), 
M
bo

ur
 e
t F

at
ic
k 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

代
表

補
：

4
水

産
支

所

長
（

ケ
ベ

メ
ー

ル
、

カ
ヤ

ー
ル

、
ン

ブ

- 
Le
s 
st
oc
ks
 d
e 
re
ss
ou

rc
es
 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
ne

 s
e 

ré
gé
nè

re
nt
 p
as
 

co
ns
id
ér
ab

le
m
en

t ;
 

水
産

資
源

量
が

著
し

く
回

復
し

な
い

。
 

- 
La
 p
ol
iti
qu

e 
du

 
G
ou

ve
rn
em

en
t s
én

ég
al
ai
s 

en
 m

at
iè
re
 d
e 
ge
st
io
n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
se
 

co
ns
ol
id
e 

pr
og

re
ss
iv
em

en
t a

ve
c 
le
 

co
nc
ou

rs
 d
es
 d
iff
ér
en

te
s 

in
te
rv
en

tio
ns
 p
ré
vu

es
 

da
ns
 le
 s
ec
te
ur
 d
e 
la
 

pê
ch
e 
et
 d
e 
l’a
qu

ac
ul
tu
re
. 

- 
水

産
資

源
管

理
に

関
す

る

セ
ネ

ガ
ル

政
府

の
政

策

が
、

漁
業

及
び

養
殖

分
野

の
各

種
協

力
に

よ
っ

て

徐
々

に
強

化
さ

れ
る

。
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違
法
漁
業
に
係
る
調
査
及
び
同
分
野
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
の
特
定
を
行
う
。

 

1‐
4.

 
Se
ns
ib
ili
se
r 
le
s 
ac
te
ur
s,
 a
ve
c 
la
 c
oo

pé
ra
tio

n 
de

s 
A
ge
nt
s 
de

 la
 D
.P
.M

., 
su
r 

l’i
m
po

rt
an

ce
 d
e 
la
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
en

 fo
ur
ni
ss
an

t d
es
 

in
fo
rm

at
io
ns
 r
el
at
iv
es
 à
 l’
ét
at
 a
ct
ue

l d
es
 s
to
ck
s 
ha

lie
ut
iq
ue

s 
po

te
nt
ie
ls
 e
t d

e 
la
 

pê
ch
e 
ill
ég
al
e 
; 

水
産
局
職
員
と
協
働
し
、
漁
民
に
対
し
水
産
資
源
の
現
状
や
違
法
漁
業

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
水
産
資
源
管
理
の
重
要
性
に

係
る
啓
発
を
行
う
。

 

1‐
5.

 
Ré

al
is
er
  d

es
 v
is
ite

s 
d’
éc
ha

ng
e 
su
r 
le
s 
si
te
s 
ay
an

t d
éj
à 
ca
pi
ta
lis
é 
un

e 
ex
pé

ri
en

ce
 

po
si
tiv

e 
en

 g
es
tio

n 
 d
es
 r
es
so
ur
ce
s 
ha

lie
ut
iq
ue

s 
af
in
 d
e 
se
ns
ib
ili
se
r 
le
s 
ac
te
ur
s 

de
 la
 p
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 
su
r 
la
 c
om

pr
éh

en
si
on

 c
on

cr
èt
e 
de

s 
m
es
ur
es
 d
e 
ce
tt
e 

ge
st
io
n 
ai
ns
i q

ue
 d
e 
le
ur
s 
im

pa
ct
s 
; 

零
細
漁
民
が
水
産
資
源
管
理
の
方
策
や
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
具
体
的

な
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
水
産
資
源
管
理
活
動
の
経
験
を
有
す
る
漁

村
へ
の
視
察
を
行
う
。

 

2A
 ‐M

IS
E 
SU

R 
PI
ED

 D
’U
N
 C
O
N
SE
IL
 L
O
CA

L 
D
E 
PE

CH
E 
A
RT

IS
A
N
A
LE
 (C

.L
.P
.A
.)
 À
 

LO
M
PO

U
L 
ET

 À
 D
JI
FE
R 
:  

ロ
ン

プ
ー
ル
及

び
ジ

フ
ェ
ー

ル
に

お
け
る

CL
PA

設
立

 

2‐
1.

 
Id
en

tif
ie
r 
le
s 
ac
te
ur
s 
co
nc
er
né

s 
pa

r 
le
s 
C.
L.
P.
A
 e
n 
co
lla
bo

ra
tio

n 
av
ec
 

l’a
dm

in
is
tr
at
io
n 
de

s 
pê

ch
es
 ; 

水
産
局
職
員
と
と
も
に

CL
PA

メ
ン
バ
ー
を
決
定
す
る
。

 

2‐
2.

 
Se
ns
ib
ili
se
r 
le
s 
co
m
m
un

au
té
s 
de

 p
êc
he

 s
ur
 l’
im

po
rt
an

ce
, l
a 
st
ru
ct
ur
at
io
n 
et
 le
s 

at
tr
ib
ut
io
ns
 d
es
 C
.L
.P
.A
, s
’a
cc
or
de

r 
su
r 
le
s 
rô
le
s 
et
 r
es
po

ns
ab

ili
té
s 
de

s 
ac
te
ur
s 

en
 v
ue

 d
e 
cr
ée

r d
es
 c
ol
lè
ge
s,
 d
es
 c
om

ité
s 
lo
ca
ux
 e
t  
de

s 
C.
L.
P.
A
 d
an

s 
le
s 

lo
ca
lit
és
 c
on

ce
rn
ée

s 
(D
ép

ar
te
m
en

ts
,  
 A
rr
on

di
ss
em

en
ts
, C

om
m
un

au
té
s 
ru
ra
le
s 

ou
 V
ill
ag
es
) ;
 

CL
PA

の
重

要
性
や
体
制
、
権
限
に
つ
い
て
漁
民
へ
の
啓
発
を
行
う
。

 関

係
地
域
（
州
、
県
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
村
）
に
お
い
て
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
地
方
委
員
会
・

CL
PA

を
形
成
す
る
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
役
割
や

調
査

を
実

施
す

る
ロ

ー
カ

ル
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
 

  II 
‐ L
IS
TE
 D
ES
 E
Q
U
IP
EM

EN
TS
 : 

(1
) 

D
eu

x 
(0
2)
 o
rd
in
at
eu

rs
 

po
rt
ab

le
s 
(P
C)
 ; 

ポ
ー

タ
ブ

ル
PC

（
2）

 
(2
) 

U
n 
(0
1)
 o
rd
in
at
eu

r 
de

 b
ur
ea

u 
(D
es
k 
To

p)
 ; 

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

PC
（

1）
 

(3
) 

U
ne

 (0
1)
 im

pr
im

an
te
 

pa
rt
ag
ea

bl
e 
en

tr
e 
pl
us
ie
ur
s 

or
di
na

te
ur
s 
; 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
リ

ン
タ

（
1）

(4
) 

D
eu

x 
(0
2)
 o
nd

ul
eu

rs
 ; 

無
停

電
電

源
装

置
（

2）
 

(5
) 

D
eu

x 
(0
2)
 v
éh

ic
ul
es
 (4

 r
ou

es
 

m
ot
ri
ce
s)
 ; 

四
輪

駆
動

車
（

2）
 

(6
) 

U
n 
ap

pa
re
il 
té
lé
ph

on
iq
ue

 e
t 

té
lé
co
pi
eu

r 
co
m
pl
et
s,
 e
n 
ca
s 

de
 b
es
oi
n 
; 

必
要

な
ら

ば
、

電
話

機
と

フ
ァ

ッ
ク

ス
機

 
(7
) 

Le
 c
om

pl
ém

en
t d

u 
m
ob

ili
er
 d
e 

bu
re
au

 e
t d

es
 é
qu

ip
em

en
ts
 d
e 

cl
im

at
is
at
io
n 
ju
gé
 n
éc
es
sa
ir
e 

pa
r 
le
s 
ex
pe

rt
s 
ja
po

na
is
 ; 

日
本

人
専

門
家

に
よ

っ
て

必
要

と
判

断
さ

れ
た

事
務

用
品

や
冷

房
機

 
(8
) 

U
n 
(0
1)
 s
ys
tè
m
e 

ph
ot
ov

ol
ta
ïq
ue

 (é
ne

rg
ie
 

so
la
ir
e)
 d
’a
lim

en
ta
tio

n 
en

 
én

er
gi
e 
él
ec
tr
iq
ue

 p
ou

r 
le
 

po
st
e 
de

 c
on

tr
ôl
e 
de

 D
jif
er
.  

ジ
フ

ェ
ー

ル
支

局
の

た
め

の
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

 
   

ー
ル

、
フ

ァ
テ

ィ
ッ

ク
）

 

4‐
 
H
om

ol
og

ue
 p
ri
nc
ip
al
 d
es
 e
xp
er
ts
 

ja
po

na
is
 : 
A
ge
nt
 d
e 
la
 D
PM

 

日
本

人
専

門
家

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

：

水
産

局
 

5‐
 
 H
om

ol
og

ue
s 
lo
ca
ux
 d
es
 e
xp
er
ts
 

ja
po

na
is
 : 
le
s 
qu

at
re
 (0

4)
 C
he

fs
 d
es
 

Po
st
es
 d
e 
Co

nt
rô
le
 d
es
 P
êc
he

s 
M
ar
iti
m
es
 d
e 
Lo
m
po

ul
, K

ay
ar
, J
oa

l e
t 

D
jif
er
 ; 

日
本

人
専

門
家

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

：
4

水
産

支
所

担
当

（
ロ

ン
プ

ー
ル

、
カ

ヤ

ー
ル

、
ジ

ョ
ア

ー
ル

、
ジ

フ
ェ

ー
ル

）
 

II‐
 
TE
RR

A
IN
S,
 

BA
TI
M
EN

TS
 

ET
 

CO
M
M
O
D
IT
ES
 

  1.
 Te

rr
ai
ns
, B

ât
im

en
ts
 e
t E

qu
ip
em

en
ts
 

né
ce
ss
ai
re
s 
po

ur
 l’
ex
éc
ut
io
n 
du

 P
ro
je
t ;

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
必

要
な

土
地

、

建
物

及
び

機
材

 

2.
 Bu

re
au

x 
et
 a
ut
re
s 
co
m
m
od

ité
s 

né
ce
ss
ai
re
s 
po

ur
 le
s 
ex
pe

rt
s 
ja
po

na
is
 ; 

日
本

人
専

門
家

の
事

務
所

及
び

諸
設

備
 

3.
 U
til
ité

s 
né

ce
ss
ai
re
s 
po

ur
 le
s 
ac
tiv

ité
s 
du

 
Pr
oj
et
 c
om

m
e 
le
s 
in
st
al
la
tio

ns
 a
in
si
 q
ue

 
le
s 
co
ns
om

m
at
io
ns
 r
el
at
iv
es
 d
’u
ne

 p
ar
t,
 

à 
l’é
le
ct
ri
ci
té
, a
u 
ga
z,
 à
 l’
ea

u,
 a
u 

té
lé
ph

on
e 
et
 d
’a
ut
re
 p
ar
t,
 a
u 
m
at
ér
ie
l 

té
lé
ph

on
iq
ue

 e
t a

u 
m
ob

ili
er
 d
e 
bu

re
au

 
ex
is
ta
nt
 ; 
et
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
必

要
な

施
設

・
設

備
。

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

・
電

話
線

や
事

務
機

器
・

事
務

用
備

品
な

ど
 

4.
 Au

tr
es
 c
om

m
od

ité
s 
di
sp
on

ib
le
s 
ju
gé
es
 

né
ce
ss
ai
re
s 
d’
un

 c
om

m
un

 a
cc
or
d.
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責
任
に
つ
い
て
同
意
を
取
る
。

 

2‐
3.

 
A
pp

uy
er
 le
 p
ro
ce
ss
us
 d
e 
so
um

is
si
on

 à
 l’
ap

pr
ob

at
io
n 
et
 s
ig
na

tu
re
 d
u 
pr
oj
et
 d
e 

l’A
rr
êt
é 
po

rt
an

t c
ré
at
io
n,
 o
rg
an

is
at
io
n 
et
 fo

nc
tio

nn
em

en
t d

es
 C
.L
.P
.A
 a
u 

M
EM

PT
M
 ; 
 

海
洋
経
済
省
に
お
け
る
、

CL
PA

の
設
立
・
組
織
・
役
割
に
係
る
省
令
案

の
提
出
か
ら
承
認
・
署
名
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
。

 

2‐
4.

 
A
pp

uy
er
 le
 p
ro
ce
ss
us
 d
e 
so
um

is
si
on

 à
 l’
ap

pr
ob

at
io
n 
et
 s
ig
na

tu
re
 d
u 
pr
oj
et
 d
e 
 

l’A
rr
êt
é 
pr
éf
ec
to
ra
l b

as
é 
su
r 
le
s 
él
ém

en
ts
 d
u 
 rè

gl
em

en
t i
nt
ér
ie
ur
  r
et
en

us
 p
ar
 

le
s 
ac
te
ur
s 
; 

漁
民

自
ら
が
定
め

た
内
規
に
基

づ
い
た
県
条

例
案
の
、
提

出
か
ら
承

認
・
署
名
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
。

 

2‐
5.

 
M
et
tr
e 
en

 p
la
ce
 le
s 
or
ga
ne

s 
st
ip
ul
és
 d
an

s 
le
s 
ar
rê
té
s.
 

省
令
・
県
条
例
で
制
定
さ
れ
た
機
関
を
配
置
す
る
。

 

2B
. R

EN
FO

RC
EM

EN
T 
D
E 
L’
A
D
M
IN
IS
TR

A
TI
O
N
 D
ES
 C
.L
.P
.A
 : 

CL
PA

の
行

政
強

化
 

2‐
6.

 
Co

ns
tr
ui
re
, e
n 
fo
nc
tio

n 
de

 l’
am

pl
eu

r 
de

 la
 g
es
tio

n 
et
 d
es
 a
ct
iv
ité

s 
à 
m
en

er
,  
le
s 

bu
re
au

x 
de

s 
C.
L.
P.
A
 e
t d

es
 C
.L
.V
 d
an

s 
ch
aq

ue
 s
ite

 ; 

各
漁
村
に
お
い
て

CL
PA

及
び

CL
V
の

運
営
・
活
動
状
況
を
踏
ま
え
、
事

務
所
を

整
備
す
る
。

 

2‐
7.

 
Fo

rm
er
 le
s 
re
pr
és
en

ta
nt
s 
de

s 
C.
L.
P.
A
 e
n 
ge
st
io
n 
et
 p
la
ni
fic
at
io
n 
; 

管
理
・
計
画
を
行
う

CL
PA

代
表
者
ら
を
決
定
す
る
。

 

2‐
8.

 
A
pp

uy
er
 le
s 
C.
L.
P.
A
 d
an

s 
la
 r
ec
he

rc
he

 d
e 
fo
nd

s 
po

ur
 le
ur
 fo

nc
tio

nn
em

en
t ;
 

CL
PA

の
活

動
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

 

2‐
9.

 
A
cc
om

pa
gn

er
  l
es
 C
.L
.P
.A
 d
an

s 
le
ur
s 
ac
tiv

ité
s 
de

 p
la
ni
fic
at
io
n 
et
 d
e 

bu
dg

ét
is
at
io
n 
; 

CL
PA

の
計

画
及
び
予
算
化
活
動
を
支
援
す
る
。

 

2‐
10

. S
ui
vr
e,
 c
on

tr
ôl
er
 e
t é

va
lu
er
 le
 d
ér
ou

le
m
en

t d
es
 a
ct
iv
ité

s 
pl
an

ifi
ée

s.
 

 
そ

の
他

必
要

と
み

な
さ

れ
た

調
達

可
能

な

諸
機

材
・

諸
設

備
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各
活
動
の
進
捗
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
監
督
・
評
価
す
る
。

 

3A
. 
A
PP

U
I A

 L
A
 G
ES
TI
O
N
 D
ES
 P
EC

H
ER

IE
S 
:  

漁
業

管
理
支
援

 

3‐
1.

 
M
en

er
 u
ne

 e
nq

uê
te
 s
ur
 le

s 
ac
tiv

ité
s 
de

 la
 p
êc
he

 (l
a 
te
ch
ni
qu

e,
 la
 c
am

pa
gn

e 
de

 
pê

ch
e,
 le
s 
es
pè

ce
s 
ci
bl
ée

s,
 la

 d
is
tr
ib
ut
io
n 
et
 la

 c
om

m
er
ci
al
is
at
io
n 
de

s 
pr
od

ui
ts
 

m
ar
iti
m
es
, 
et
c.
) 
en

 c
ol
la
bo

ra
tio

n 
av
ec
 l
es
 C

.L
.V
., 

ap
rè
s 
ap

pr
ob

at
io
n 

pa
r 
le
 

C.
L.
P.
A
. ;
  

CL
PA

の
承

認
を

得
た

の
ち

、
CL
V

と
協

力
の

う
え

、
漁

業
活

動
調

査

（
技

術
、

漁
期

、
対

象
魚

種
、

海
産

物
の

流
通

販
売

な
ど

）
を

実
施

す

る
。

 

3‐
2.

 
O
rg
an

is
er
 u
n 
at
el
ie
r d

e 
re
st
itu

tio
n/
va
lid

at
io
n 
de

s 
ré
su
lta

ts
 d
e 
l’e
nq

uê
te
 e
n 

co
lla
bo

ra
tio

n 
av
ec
 le
 C
.L
.P
.A
. ;
 

CL
PA

と
協

力
の

う
え

、
調

査
結

果
報

告
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
す

る
。

 

3‐
3.

 
Pr
ép

ar
er
 a
ve
c 
l’A

dm
in
is
tr
at
io
n 
de

s 
pê

ch
es
, l
a 
Re

ch
er
ch
e 
et
 le
s 
ac
te
ur
s 
de

 la
 

pê
ch
e,
 p
ar
 lo

ca
lit
é 
ap

rè
s 
ap

pr
ob

at
io
n 
pa

r 
le
 C
.L
.P
.A
. e

t s
ur
 la
 b
as
e 
de

s 
do

nn
ée

s 
di
sp
on

ib
le
s,
 u
n 
pl
an

 d
e 
ge
st
io
n 
de

 c
ha

qu
e 
es
pè

ce
 h
al
ie
ut
iq
ue

 v
is
ée

 ; 

調
査

結
果

の
CL
PA

に
よ

る
承

認
後

、
行

政
機

関
・

研
究

機
関

・
漁

民

と
と

も
に

、
利

用
可

能
な

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
基

に
し

た
各

対
象

魚
種

の

資
源
管

理
計
画
を
漁
村
単
位
で
準
備
す
る
。

 

3‐
4.

 
A
cc
om

pa
gn

er
 l
a 

m
is
e 

en
 œ

uv
re
 d

es
 p

la
ns
 d

e 
ge
st
io
n 

à 
tr
av
er
s 
 l
a 

co
‐

su
rv
ei
lla
nc
e,
 la
 r
ég
le
m
en

ta
tio

n,
 l’
ap

pu
i j
ur
id
iq
ue

, s
ci
en

tif
iq
ue

, t
ec
hn

iq
ue

, e
tc
. ;

共
同

漁
業

監
視

や
法

制
化

を
通

じ
法

的
・

科
学

的
・

技
術

的
側

面
か

ら
、

資
源
管
理
計
画
の
実
施
を
支
援
す
る
。

 

3‐
5.

 
Su

iv
re
 e
t é

va
lu
er
 la
 m

is
e 
en

 œ
uv
re
 e
ff
ec
tiv

e 
de

s 
pl
an

s 
de

 g
es
tio

n 
él
ab

or
és
 p
ar
 

le
s 
C.
L.
P.
A
. 

CL
PA

に
よ

っ
て
策
定
さ
れ
た
資
源
管
理
計
画
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
を
行
う
。

 

3B
. A

CT
IV
IT
ES
 G
EN

ER
A
TR

IC
ES
 D
E 
RE

V
EN

U
S 
(A
.G
.R
.)
 : 
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収
入

源
創

出
活

動
 

3‐
6.

 
M
en

er
, p

ar
 lo

ca
lit
é,
 u
ne

 e
nq

uê
te
 s
oc
io
‐é
co
no

m
iq
ue

 s
ur
 le
s 
ac
tiv

ité
s 
pr
és
en

te
s 

et
 p
ot
en

tie
lle
s 
du

 s
ite

 ; 

各
対
象
漁
村
に
お
い
て
、
活
動
の
現
状
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
係
る
社
会

経
済
調
査
を
実
施
す
る
。

 

3‐
7.

 
O
rg
an

is
er
 u
n 
at
el
ie
r d

e 
re
st
itu

tio
n/
va
lid

at
io
n 
de

s 
ré
su
lta

ts
 d
e 
l’e
nq

uê
te
 e
n 

co
lla
bo

ra
tio

n 
av
ec
 le
 C
LP
A
 ; 

CL
PA

と
協
力
の
う
え
、
調
査
結
果
報
告
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。

 

3‐
8.

 
Id
en

tif
ie
r 
le
s 
ac
tiv

ité
s 
gé
né

ra
tr
ic
es
 d
e 
re
ve
nu

s 
(A
.G
.R
.) 
pr
om

et
te
us
es
 e
t 

re
nf
or
ce
r 
le
s 
ca
pa

ci
té
s 
de

s 
bé

né
fic
ia
ir
es
 p
ou

r 
le
ur
 m

is
e 
en

 œ
uv
re
 ; 

有
望
な
収
入
源
創
出
活
動
を
特
定
し
、
実
施
に
向
け
て
裨
益
者
の
能
力

強
化
を
行
う
。

 

3‐
9.

 
A
cc
om

pa
gn

er
 le
s 
bé

né
fic
ia
ir
es
 d
an

s 
la
 r
ec
he

rc
he

 d
e 
fin

an
ce
m
en

t d
e 
le
ur
s 

A
.G
.R
. ;
 

裨
益
者
に
よ
る
収
入
源
創
出
活
動
の
た
め
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

 

3‐
10

. S
ui
vr
e,
 c
on

tr
ôl
er
 e
t é

va
lu
er
 la
 m

is
e 
en

 œ
uv

re
 d
es
 A
G
R.
 

収
入
源
創
出
活
動
の
実
施
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
監
督
・
評
価
す
る
。
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 A
nn

ex
 3
．

Pr
oj

ec
t D

es
ig

n 
M

at
ri

x 
(P

D
M

-2
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

D
at

e:
 J

an
ua

ry
 1

7,
 2

01
1 

PR
O
JE
T 
D
E 
RE

N
FO

RC
EM

EN
T 
D
ES
 C
A
PA

CI
TÉ

S 
D
’O
RG

A
N
IS
A
TI
O
N
 E
T 
D
E 
FO

RM
A
TI
O
N
 D
ES
 L
EA

D
ER

S 
D
ES
 P
RO

FE
SS
IO
N
N
EL
S 
D
A
N
S 
LE
 D
O
M
A
IN
E 
D
E 
LA

 P
ÊC

H
E 
A
RT

IS
A
N
A
LE
 

漁
民
リ
ー

ダ
ー

零
細

漁
業

組
織

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
 Pé

ri
od

e 
d’
ex
éc
ut
io
n 
: J
ui
n 
20

09
 ‐ 
M
ar
s 
20

13
 (4

 a
ns
) 

協
力
期
間

：
20

09
年

6
月
～

20
13

年
3
月

（
4
年

間
）

 
 
 

 
 Zo

ne
 d
’in

te
rv
en

tio
n 
: L
om

po
ul
, C

ay
ar
, J
oa

l, 
D
jif
er
 

 
 

 
 

 
対

象
地
域

：
ロ

ン
プ

ー
ル

、
カ

ヤ
ー

ル
、

ジ
ョ

ア
ー

ル
、

ジ
フ

ェ
ー

ル
 

 Ci
bl
e 
:C
LP
A
s 
et
 g
ro
up

es
 d
’a
ct
eu

rs
 d
e 
la
 p
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 

裨
益
者
：

零
細

漁
業

地
方

評
議

会
（
CL
PA

）
及

び
零

細
漁

業
関

係
者

 
  Te

rm
es
 : 
la
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 (l
a 
ge
st
io
n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
et
 l’
am

én
ag
em

en
t d

es
 p
êc
he

ri
es
) 

 
  l
es
 a
ct
eu

rs
 (l
es
 p
ro
fe
ss
io
nn

el
s 
de

 la
 p
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 
et
 le
s 
ad

m
in
is
tr
at
io
ns
 c
on

ce
rn
ée

s)
   

   
 

用
語
の
定

義
：

資
源

管
理

→
水

産
資

源
及

び
漁

業
の

管
理

 
 

 
 

 
 

 
零

細
漁

業
関

係
者

→
零

細
漁

業
関

連
の

就
業

者
及

び
水

産
行

政
機

関
 

 

N
ar

ra
tiv

e 
S

um
m

ar
y 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
要
約

 
O

bj
ec

tiv
el

y 
V

er
ifi

ca
bl

e 
In

di
ca

to
rs

指
標

 
M

ea
ns

 O
f 

V
er

ifi
ca

tio
n 

入
手

手
段

 

Im
po

rta
nt

 
A

ss
um

pt
io

ns
 

外
部

条
件

 

O
ve

ra
ll 

G
oa

l 
上

位
目

標
 

Su
r 
l’i
ni
tia

tiv
e 
de

s 
ac
te
ur
s 
de

 la
 p
êc
he

, d
es
 e
xe
m
pl
es
 d
e 
co
‐g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s,
 e
nt
re
 le
s 
pr
of
es
si
on

ne
ls
 d
e 
la
 P
êc
he

 
ar
tis
an

al
e 
et
 le
s 
A
dm

in
is
tr
at
io
ns
 c
on

ce
rn
ée

s,
 s
on

t a
pp

liq
ué

s 
da

ns
 

d’
au

tr
es
 v
ill
ag
es
 d
u 
lit
to
ra
l m

ar
iti
m
e.

 
零

細
漁

民
及

び
行

政
に

よ
る

水
産

資
源

の
共

同
管
理
モ
デ
ル
が
、
漁
民
主

体
で

沿
岸

漁
村

に
普

及
さ

れ
る

。
 

Le
 n
om

br
e 
de

 n
ou

ve
au

x 
si
te
s 
m
en

an
t d

es
 a
ct
iv
ité

s 
de

 c
o‐
ge
st
io
n 

de
s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s.
 

共
同
資
源
管
理
活
動
を
新
た
に
実
施
し
た
漁
村
数

 

Va
ri
ou

s 
re
po

rt
s 
on

 
th
e 
pr
oj
ec
t.
 

D
oc
um

en
ts
 o

f 
th
e 

D
.P
.M

. 

 

P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

  プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目
標

 
Su

r 
l’i
ni
tia

tiv
e 
de

s 
ac
te
ur
s 
de

 la
 p
êc
he

, l
a 
co
‐g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
en

tr
e 
le
s 
pr
of
es
si
on

ne
ls
 d
e 
la
 P
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 
et
 le
s 

‐S
ur
 c
ha

qu
e 
si
te
, a
u 
m
oi
ns
, u

ne
 a
ct
iv
ité

 d
e 
ge
st
io
n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
ap

pr
ou

vé
e 
pa

r 
le
s 
CL
PA

s 
es
t m

is
e 
en

 
œ
uv

re
 d
e 
fa
ço
n 
in
té
gr
al
e 
 p
ar
 le
s 
ac
te
ur
s 
en

 c
om

m
un

. 

Va
ri
ou

s 
re
po

rt
s 
on

 
th
e 
pr
oj
ec
t.
 

‐L
es
 
le
ad

er
s 

fo
rm

és
 

co
nt
in
ue

nt
 
à 

m
en

er
 

le
ur
s 
ac
tiv

ité
s 
da

ns
 l
e 

A
n
n
e
x
3
．
P
D
M
（
改
訂
後
）
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 A
dm

in
is
tr
at
io
ns
 c
on

ce
rn
ée

s,
 e
st
 é
ta
bl
ie
 a
u 
ni
ve
au

 d
es
 s
ite

s 
du

 
pr
oj
et
 ; 

対
象

漁
村

に
お

い
て

、
零

細
漁

業
関

係
者

及
び

行
政
に
よ
る
水
産
資
源
の

共
同

管
理

が
零

細
漁

業
関

係
者

主
体

で
確

立
す

る
。

 

‐各
対
象
漁
村
に
お
い
て
、
最
低

1
つ
の
資
源
管
理
活
動
が

CL
PA

で

承
認
さ
れ
、
零
細
漁
業
関
係
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

 
  ‐P
lu
s 
de

 X
 %
 d
es
 a
ct
eu

rs
 p
ar
tic

ip
en

t a
ux
 a
ct
iv
ité

s 
de

 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s.
 

X%
以
上
の
零
細
漁
業
関
係
者
が
資
源
管
理
活
動

に
（
継
続
的
に
）
参

加
し
て
い
る
。

 

D
oc
um

en
ts
 o

f 
th
e 

D
.P
.M

. 
m
êm

e 
se
ct
eu

r.
 

‐育
成

さ
れ

た
漁

民
リ

ー
ダ

ー
が

活
動

を
継

続

す
る
。

 

O
ut

pu
ts
 
成

果
 

O
bj

ec
tiv

el
y 

V
er

ifi
ca

bl
e 

In
di

ca
to

rs
 

M
ea

ns
 O
f 

Ve
ri
fic
at
io
n 

Im
po

rta
nt

 
A

ss
um

pt
io

ns
 

1.
La
 p
ri
se
 d
e 
co
ns
ci
en

ce
 e
t l
es
 c
on

na
is
sa
nc
es
 d
es
 a
ct
eu

rs
 s
ur
 

l’i
m
po

rt
an

ce
 d
e 
la
 g
es
tio

n 
du

ra
bl
e 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
so
nt
 

am
él
io
ré
es
 d
an

s 
ch
aq

ue
 s
ite

 ; 

1.
 
各

対
象

漁
村

に
お

い
て

、
零

細
漁

業
関

係
者

の
水
産
資
源
の
持
続
的
管

理
の

重
要

性
に

対
す

る
意

識
と

知
識

が
向

上
す

る
。
 

                    2.
Le
s 
Co

ns
ei
ls
 L
oc
au

x 
de

 P
êc
he

 A
rt
is
an

al
e 
(C
.L
.P
.A
.) 
so
nt
 m

is
  e
n 

pl
ac
e 
et
 fo

nc
tio

nn
en

t ;
  

2.
 各

対
象

漁
村

に
零

細
漁

業
地

方
評

議
会

（
CL
PA

）
が
設
置
さ
れ
、
機
能

す
る

。
 

   

1‐
1 
Le
 n
iv
ea

u 
de

 la
 p
ri
se
 d
e 
co
ns
ci
en

ce
 e
t l
es
 c
on

na
is
sa
nc
es
 d
es
 

ac
te
ur
s 
fo
rm

és
 s
ur
 l’
im

po
rt
an

ce
 d
es
 a
ct
iv
ité

s 
de

 g
es
tio

n 
lo
ca
le
 

de
s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
so
nt
 a
m
él
io
ré
s 
pa

r 
ra
pp

or
t a

u 
dé

m
ar
ra
ge
 d
u 
pr
oj
et
 . 

1‐
1

地
域

レ
ベ

ル
の

資
源

管
理

活
動

の
重

要
性

に
つ

い
て

、
研

修
を

受
け

た
零

細
漁

業
関

係
者

の
意

識
と

知
識

の
レ

ベ
ル

が
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
開
始
時
に
比
べ
改
善
す
る
。

 

1‐
2 
A
m
él
io
ra
tio

n 
de

 la
 c
om

pr
éh

en
si
on

, a
u 
ni
ve
au

 d
e 
ch
aq

ue
 

si
te
, d

oi
t ê

tr
e 
co
nf
ir
m
ée

 p
ar
 X
%
 d
es
 a
ct
eu

rs
. 

1‐
2 

対
象

漁
村

に
お

い
て

、
零

細
漁

業
関

係
者

の
X％

に
（

持
続

的
資

源
管

理
の

）
重

要
性

に
関

す
る

意
識

の
向

上
が

確
認

さ
れ

る
。

 

  2‐
A
‐1
 L
’o
rg
an

ig
ra
m
m
e 
et
 le
 s
ta
tu
t d

es
 n
ou

ve
au

x 
CL
PA

s 
 s
on

t 
dé

te
rm

in
és
 e
t a

pp
ro
uv

é 
lé
ga
le
m
en

t.
 

2‐
A
‐1

新
CL
PA

の
組

織
と

定
款

が
決

定
さ

れ
、

法
的

承
認

が
得

ら

れ
る
。

 

 2‐
B‐
1 
A
u 
m
oi
ns
 u
n 
pr
ob

lè
m
e 
de

 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
es
t d

is
cu
té
 e
t a

pp
ro
uv
é 
pa

r 
le
s 
CL
PA

s.
 

Va
ri
ou

s 
re
po

rt
s 
on

 
th
e 
pr
oj
ec
t.
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       3.
Le
s 
ca
pa

ci
té
s 
d’
ex
éc
ut
io
n 
de

s 
ac
te
ur
s 
da

ns
 la
 m

is
e 
en

 œ
uv

re
 d
es
 

ac
tio

ns
 d
e 
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
ap

pr
ou

vé
es
 p
ar
 le
s 

CL
PA

s 
so
nt
 r
en

fo
rc
ée

s.
 

3.
CL
PA

に
よ

っ
て

承
認

さ
れ

た
資

源
管

理
活

動
に

つ
い
て
、
零
細
漁
業
関

係
者

の
実

施
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

 

     

2‐
B‐
1
水
産
資
源
管
理
の
少
な
く
と
も

1
つ
の
課

題
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
漁
業
従
事
者
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
活
動
が

CL
PA

に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
る
。

 

 3‐
1 
Le
s 
pr
ob

lè
m
es
 s
ur
 la
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
so
nt
 c
om

pr
is
 e
t p

ar
ta
gé
s 
pa

r 
le
s 
ac
te
ur
s.
 

3‐
1 
資
源
管
理
に
か
か
わ
る
課
題
が
認
識
さ
れ
、
零
細
漁
業
関
係
者

に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
。
 

 3‐
2 
de

s 
m
es
ur
es
 d
e 
ge
st
io
n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
so
nt
 

pr
op

os
ée

s 
au

x 
CL
PA

s 
pa

r 
le
s 
ac
te
ur
s.

 
3‐
2
資
源
管
理
の
た
め
の
方
策
が
零
細
漁
業
関
係

者
に
よ
っ
て

CL
PA

に
提
示
さ
れ
る
。

 

  3‐
3 
X%

  d
es
 a
ct
eu

rs
 r
es
pe

ct
en

t l
es
 a
ct
iv
ité

s 
de

 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
ap

pr
ou

vé
es
 p
ar
 le
s 
CL
PA

s.
 

3‐
3 
CL
PA

で
承
認
さ
れ
た
資
源
管
理
活
動
を

X％
以
上
の
零
細
漁
業

関
係
者
が
順
守
す
る
。

 

A
ct

iv
iti

es
 
活

動
 

In
pu

ts
 

投
入

 
Im

po
rta

nt
 

A
ss

um
pt

io
ns

 

1.
 S

IT
U
A
TI
O
N
 D
E 
RE

FE
RE

N
CE

 E
T 
A
CT

IV
IT
ES
 D
E 
SE
N
SI
BI
LI
SA

TI
O
N
 

1.
 ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
と

啓
発

普
及

活
動

 
  1‐
1 

M
en

er
 s
ur
 c
ha

qu
e 
si
te
 l’
en

qu
êt
e 
re
la
tiv

e 
au

 n
iv
ea
u 
de

 
co
m
pr
éh

en
si
on

 p
ar
 le
s 
ac
te
ur
s 
de

 la
 p
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 
de

 l’
im

po
rt
an

ce
 

de
 la
 g
es
tio

n 
 d
es
 r
es
so
ur
ce
s 
ha

lie
ut
iq
ue

s 
;  

1‐
1

各
対

象
漁

村
の

零
細

漁
業

関
係

者
に

対
し

て
水

産
資

源
管

理
の

重
要

性
に

関
す

る
理

解
度

調
査

を
実

施
す

る
。

 
 1‐
2 

Es
tim

er
 l’
ét
at
 a
ct
ue

l d
e 
ch
aq

ue
 s
to
ck
 d
e 
pr
od

ui
ts
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
co
nc
er
né

s,
 a
ve
c 
la
 c
oo

pé
ra
tio

n 
de

s 
A
ge
nt
s 
de

 la
 D
.P
.M

., 
su
r 
la
 b
as
e 

de
s 
do

nn
ée

s 
st
at
is
tiq

ue
s 
ex
is
ta
nt
es
 (c
el
le
s 
de

 la
 D
.P
.M

., 
du

 

JA
PA

N
ES
E
PA

RT
  ‐ L
IS
T 
O
F 
(S
) E

XP
ER

T 
(S
) J
A
PA

N
ES
E 

  (1
) A

n 
Ex
pe

rt
 S
en

io
r 
St
af
f S

pe
ci
al
is
t 

sy
st
em

s 
st
re
ng

th
en

in
g 
co
‐m

an
ag
em

en
t;

 
総
括

/共
同
資
源
管
理
体
制
強
化

 
 (2
) A

n 
ex
pe

rt
 in

 r
es
ea

rc
h 
an

d 
an

al
ys
is
 

bu
si
ne

ss
 o
f f
is
hi
ng

 a
s 
w
el
l a
s 
in
 d
iff
er
en

t 
m
od

al
iti
es
 o
f m

an
ag
em

en
t o

f f
is
he

ri
es
 

re
so
ur
ce
s;
 

 

SE
N
EG

A
LE
SE
 P
A
RT

 
 

I ‐
 L
IS
T 
O
F 
A
D
M
IN
IS
TR

A
TI
VE

 S
TA

FF
 

SE
N
EG

A
LE
SE
 

1 
‐ P

ro
je
ct
 M

an
ag
er
 P
ro
je
ct
: D

ir
ec
to
r 

of
 M

ar
in
e 
Fi
sh
er
ie
s 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
：

水
産

局
長

 
 2 
‐ P

ro
je
ct
 M

an
ag
er
 P
ro
je
ct
 O
ff
ic
er
: 

Th
re
e 
(0
3)
 H
ea
ds
 o
f S

er
vi
ce
s 
an

d 
Re

gi
on

al
 F
is
he

ri
es
 S
ur
ve
ill
an

ce
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

代
表

：
3
水

産
支

局
長

 

 

‐L
es
 s
to
ck
s 
de

 
re
ss
ou

rc
es
 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
ne

 s
e 

ré
gé
nè

re
nt
 p
as
 

co
ns
id
ér
ab

le
m
en

t ;
 

‐水
産
資
源
量
が
著
し

く
回
復
し
な
い
。

 
 La
 p
ol
iti
qu

e 
du

 
G
ou

ve
rn
em

en
t 

sé
né

ga
la
is
 e
n 
m
at
iè
re
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 C.
R.
O
.D
.T
., 
du

 p
ro
je
t d

e 
l’U

.E
. «

S.
A
.G
.P
.S
 /
 C
.O
.M

. /
 S
TA

BE
X‐
Pê

ch
e
»,
 

du
 p
ro
je
t d

e 
la
 JI
CA

 «
 E
tu
de

 d
e 
l’é
va
lu
at
io
n 
et
 d
e 
la
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
»)
 e
t d

e 
l’e

nq
uê

te
 a
up

rè
s 
de

s 
pê

ch
eu

rs
 ; 

1‐
2

既
存

デ
ー

タ
（

水
産

局
統

計
、

ダ
カ

ー
ル

・
チ

ャ
ロ

イ
海

洋
研

究
所

統
計

、
EU

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
ス

タ
ベ

ッ
ク

ス
」

デ
ー

タ
、

開
発

調
査

「
漁

業
資

源
評

価
・

管
理

計
画

調
査

」
に

よ
る

入
手

デ
ー

タ
）

及
び

漁
民

へ
の

聞
き

取
り

結
果

に
基

づ
き

、
水

産
局

職
員

と
と

も
に

各
対

象
資

源
の

動
向

を
評

価
す

る
。

 
 1‐
3M

en
er
 u
ne

 é
tu
de

 s
ur
 la
 p
êc
he

 il
lé
ga
le
 a
in
si
 q
ue

 l’
id
en

tif
ic
at
io
n 
de

s 
di
ve
rs
 p
ar
te
na

ir
es
 a
u 
dé

ve
lo
pp

em
en

t  
in
te
rv
en

an
t d

an
s 
ce
 d
om

ai
ne

; 

1‐
3
違

法
漁

業
に

係
る

調
査

及
び

同
分

野
で

活
動

を
行
っ
て
い
る
開
発
パ

ー
ト

ナ
ー

の
特

定
を

行
う

。
 

 1‐
4 
Se
ns
ib
ili
se
r 
le
s 
ac
te
ur
s,
 a
ve
c 
la
 c
oo

pé
ra
tio

n 
de

s 
A
ge
nt
s 
de

 la
 

D
.P
.M

., 
su
r 
l’i
m
po

rt
an

ce
 d
e 
la
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 h
al
ie
ut
iq
ue

s 
en

 
fo
ur
ni
ss
an

t d
es
 in

fo
rm

at
io
ns
 r
el
at
iv
es
 à
 l’
ét
at
 a
ct
ue

l d
es
 s
to
ck
s 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
po

te
nt
ie
ls
 e
t d

e 
la
 p
êc
he

 il
lé
ga
le
 ; 

1‐
4

水
産

局
職

員
と

協
働

し
、

漁
民

に
対

し
水

産
資

源
の

現
状

や
違

法
漁

業
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
水

産
資

源
管

理
の

重
要

性
に

係
る

啓
発

を
行

う
。

 

  1‐
5 
Ré

al
is
er
  d

es
 v
is
ite

s 
d’
éc
ha

ng
e 
su
r 
le
s 
si
te
s 
ay
an

t d
éj
à 
ca
pi
ta
lis
é 

un
e 
ex
pé

ri
en

ce
 p
os
iti
ve
 e
n 
ge
st
io
n 
 d
es
 r
es
so
ur
ce
s 
ha

lie
ut
iq
ue

s 
af
in
 

de
 s
en

si
bi
lis
er
 le
s 
ac
te
ur
s 
de

 la
 p
êc
he

 a
rt
is
an

al
e 
su
r 
la
 

co
m
pr
éh

en
si
on

 c
on

cr
èt
e 
de

s 
m
es
ur
es
 d
e 
ce
tt
e 
ge
st
io
n 
ai
ns
i q

ue
 d
e 

le
ur
s 
im

pa
ct
s 
; 

1‐
5

零
細

漁
業

関
係

者
が

水
産

資
源

管
理

の
方

策
や

イ
ン

パ
ク

ト
に

つ
い

て
具

体
的

な
理

解
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
水

産
資

源
管

理
活

動
の

経
験

を
有

す
る

漁
村

へ
の

視
察

を
行

う
。

 

  2A
 . 
M
IS
E 
SU

R 
PI
ED

 D
’U
N
 C
O
N
SE
IL
 L
O
CA

L 
D
E 
PE

CH
E 
A
RT

IS
A
N
A
LE
 

副
総
括

/漁
業
活
動
調
査
・
分
析

/水
産
資
源
管
理
手

法
 

 (3
) A

n 
ex
pe

rt
 in

 r
es
ea

rc
h 
on

 s
oc
io
‐

ec
on

om
ic
 a
ct
iv
iti
es
 a
nd

 th
e 
de

ve
lo
pm

en
t 

of
 fi
sh
in
g 
vi
lla
ge
s;

 
社
会
経
済
調
査

/漁
村
開
発

 
 (4
) A

n 
ex
pe

rt
 in

 r
ai
si
ng

 a
w
ar
en

es
s 
an

d 
pr
oj
ec
t m

an
ag
em

en
t;
 

啓
発
普
及
活
動

 
 (5
) L
oc
al
 c
on

su
lta

nt
s 
to
 c
on

du
ct
 s
om

e 
pa

rt
 

of
 th

e 
st
ud

ie
s 

調
査
を
実
施
す
る
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
 

  II 
‐ L
IS
T 
O
F 
EQ

U
IP
M
EN

T:
 

(1
) T

w
o 
(0
2)
 la
pt
op

 c
om

pu
te
rs
 (P

C)
; 

ポ
ー
タ
ブ
ル

pc
（

2）
 

(2
) A

 (0
1)
 c
om

pu
te
r 
de

sk
 (D

es
kT
op

); 
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

pc
（

1）
 

(3
) A

 (0
1)
 s
ha

re
ab

le
 p
ri
nt
er
 b
et
w
ee

n 
m
ul
tip

le
 c
om

pu
te
rs
; 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
リ
ン
タ
（

1）
 

(4
)T
w
o 
(0
2)
 U
PS
; 

無
停
電
電
源
装
置
（

2）
 

(5
)T
w
o 
(0
2)
 v
eh

ic
le
s 
(4
 w
he

el
 d
ri
ve
); 

四
輪
駆
動
車
（

2）
 

(6
) A

 c
om

pl
et
e 
te
le
ph

on
e 
an

d 
fa
x,
 if
 

ne
ce
ss
ar
y;
 

必
要
な
ら
ば
、
電
話
機
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
機
 

(7
) T

he
 c
om

pl
em

en
t o

f o
ff
ic
e 
fu
rn
itu

re
 

an
d 
ai
r 
co
nd

iti
on

in
g 
eq

ui
pm

en
t d

ee
m
ed

 
ne

ce
ss
ar
y 
by

 th
e 
Ja
pa

ne
se
 e
xp
er
ts
; 

日
本
人
専
門
家
に
よ
っ
て
必
要
と
判
断
さ
れ
た
事
務

用
品
や
冷
房
機
 

(8
) A

 (0
1)
 p
ho

to
vo

lta
ic
 (s
ol
ar
) s
up

pl
y 

el
ec
tr
ic
ity

 to
 th

e 
ch
ec
kp

oi
nt
 D
jif
er
.  

ジ
フ
ェ
ー
ル
支
局
の
た
め
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

3 
‐ P

ri
m
e 
co
nt
ra
ct
or
 u
nd

er
 d
el
eg
at
io
n:
 

Fo
ur
 (0

4)
 S
er
vi
ce
s 
D
ep

ar
tm

en
ta
l H

ea
ds
 

of
 F
is
he

ri
es
 a
nd

 M
on

ito
ri
ng

 K
éb

ém
er
, 

Th
ie
s 
(K
ay
ar
) M

bo
ur
 a
nd

 F
at
ic
k 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

代
表

補
：

4
水

産
支

所
長

（
ケ

ベ

メ
ー

ル
、

カ
ヤ

ー
ル

、
ン

ブ
ー

ル
、

フ
ァ

テ
ィ

ッ

ク
）

 
 4 
‐ S

en
io
r 
Ex
pe

rt
 Ja

pa
ne

se
 C
ou

nt
er
pa

rt
: 

O
ff
ic
er
 D
PM

 
日

本
人

専
門

家
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
：

水
産

局
 

 5 
‐ J
ap

an
es
e 
Co

un
te
rp
ar
ts
 lo

ca
l e
xp
er
ts
: 

fo
ur
 (0

4)
 H
ea
ds
 o
f c
he

ck
po

in
ts
 M

ar
in
e 

Fi
sh
er
ie
s 
Lo
m
po

ul
, K

ay
ar
, J
oa

l a
nd

 
D
jif
er
; 

日
本

人
専

門
家

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

：
4
水

産
支

所
担

当
（

ロ
ン

プ
ー

ル
、

カ
ヤ

ー
ル

、
ジ

ョ
ア

ー

ル
、

ジ
フ

ェ
ー

ル
）

 

  II‐
LA

N
D
, B

U
IL
D
IN
G
S 
A
N
D
 F
A
CI
LI
TI
ES
 

  1.
 L
an

ds
, B

ui
ld
in
gs
 a
nd

 fa
ci
lit
ie
s 

ne
ce
ss
ar
y 
fo
r 
th
e 
Pr
oj
ec
t;
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

必
要

な
土

地
、

建
物

及

び
機

材
 

 2.
 O
ff
ic
es
 a
nd

 o
th
er
 fa

ci
lit
ie
s 
ne

ed
ed

 fo
r 

Ja
pa

ne
se
 e
xp
er
ts
; 

日
本

人
専

門
家

の
事

務
所

及
び

諸
設

備
 

 3.
 U
til
iti
es
 n
ec
es
sa
ry
 fo

r 
pr
oj
ec
t 

ac
tiv

iti
es
 s
uc
h 
as
 fa

ci
lit
ie
s 
an

d 
co
ns
um

pt
io
n 
on

 th
e 
on

e 
ha

nd
, 

el
ec
tr
ic
ity

, g
as
, w

at
er
, t
el
ep

ho
ne

 a
nd

 o
n 

th
e 
ot
he

r 
ha

nd
, t
he

 te
le
ph

on
e 

de
 g
es
tio

n 
de

s 
re
ss
ou

rc
es
 

ha
lie
ut
iq
ue

s 
se
 

co
ns
ol
id
e 

pr
og

re
ss
iv
em

en
t a

ve
c 

le
 c
on

co
ur
s 
de

s 
di
ff
ér
en

te
s 

in
te
rv
en

tio
ns
 p
ré
vu

es
 

da
ns
 le
 s
ec
te
ur
 d
e 
la
 

pê
ch
e 
et
 d
e 

l’a
qu

ac
ul
tu
re
 

水
産

資
源

管
理

に
関

す
る

セ
ネ

ガ
ル

政
府

の
政

策

が
、

漁
業

及
び

養
殖

分
野

の
各

種
協

力
に

よ
っ

て

徐
々

に
強

化
さ

れ
る

。
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 (C
.L
.P
.A
.)
 À
 L
O
M
PO

U
L 
ET

 À
 D
JI
FE
R 
:  

2A
  ロ

ン
プ

ー
ル

及
び

ジ
フ

ェ
ー

ル
に

お
け

る
CL
PA

設
立

 
 2‐
1 
Id
en

tif
ie
r 
le
s 
ac
te
ur
s 
co
nc
er
né

s 
pa

r 
le
s 
C.
L.
P.
A
 e
n 
co
lla
bo

ra
tio

n 
av
ec
 l’
ad

m
in
is
tr
at
io
n 
de

s 
pê

ch
es
 ; 

2‐
1 
 水

産
局
職

員
と

と
も

に
CL
PA

メ
ン

バ
ー

を
決

定
す
る
。

 

  2‐
2 
Se
ns
ib
ili
se
r 
le
s 
co
m
m
un

au
té
s 
de

 p
êc
he

 s
ur
 l’
im

po
rt
an

ce
, l
a 

st
ru
ct
ur
at
io
n 
et
 le
s 
at
tr
ib
ut
io
ns
 d
es
 C
.L
.P
.A
, s
’a
cc
or
de

r s
ur
 le
s 
rô
le
s 
et
 

re
sp
on

sa
bi
lit
és
 d
es
 a
ct
eu

rs
 e
n 
vu

e 
de

 c
ré
er
 d
es
 c
ol
lè
ge
s,
 d
es
 c
om

ité
s 

lo
ca
ux
 e
t  
de

s 
C.
L.
P.
A
 d
an

s 
le
s 
lo
ca
lit
és
 c
on

ce
rn
ée

s 
(D
ép

ar
te
m
en

ts
,  
 

A
rr
on

di
ss
em

en
ts
, C

om
m
un

au
té
s 
ru
ra
le
s 
ou

 V
ill
ag
es
) ;
 

2‐
2 

CL
PA

の
重

要
性

や
体

制
、

権
限

に
つ

い
て

漁
民
へ
の
啓
発
を
行
う
。

 

関
係

地
域

（
州

、
県

、
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

村
）

に
お

い
て

職
業

別
団

体
（

コ
レ

ー
ジ

ュ
）

・
地

方
委

員
会

・
CL
PA

を
形

成
す

る
た

め
に

、
メ

ン
バ

ー
の

役
割

や
責

任
に

つ
い

て
同

意
を

取
る

。
 

 2‐
3 
A
pp

uy
er
 le
 p
ro
ce
ss
us
 d
e 
so
um

is
si
on

 à
 l’
ap

pr
ob

at
io
n 
et
 s
ig
na

tu
re
 

du
 p
ro
je
t d

e 
l’A

rr
êt
é 
po

rt
an

t c
ré
at
io
n,
 o
rg
an

is
at
io
n 
et
 

fo
nc
tio

nn
em

en
t d

es
 C
.L
.P
.A
 a
u 
M
EM

 ; 
 

2‐
3 
 海

洋
経

済
省

に
お

け
る

、
CL
PA

の
設

立
・

組
織
・
役
割
に
係
る
省
令

案
の

提
出

か
ら

承
認

・
署

名
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
支
援
す
る
。

 
  2‐
4 
A
pp

uy
er
 le
 p
ro
ce
ss
us
 d
e 
so
um

is
si
on

 à
 l’
ap

pr
ob

at
io
n 
et
 s
ig
na

tu
re
 

du
 p
ro
je
t d

’A
rr
êt
é 
pr
éf
ec
to
ra
l b

as
é 
su
r 
le
s 
él
ém

en
ts
 d
u 
 rè

gl
em

en
t 

in
té
ri
eu

r 
 r
et
en

us
 p
ar
 le
s 
ac
te
ur
s 
; 

2‐
4 

 零
細
漁

業
関

係
者

自
ら

が
定

め
た

資
源

管
理
上
の
取
極
め
に
基
づ
く

県
条

例
案

の
、

提
出

か
ら

承
認

・
署

名
ま

で
の

プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る
。

  2‐
5 
M
et
tr
e 
en

 p
la
ce
 le
s 
or
ga
ne

s 
st
ip
ul
és
 d
an

s 
le
s 
ar
rê
té
s.
 

2‐
5 
 省

令
・

県
条

例
で

制
定

さ
れ

た
組

織
を

発
足

さ
せ
る
。

 
 2B

. R
EN

FO
RC

EM
EN

T 
D
E 
L’
A
D
M
IN
IS
TR

A
TI
O
N
 D
ES
 C
.L
.P
.A
 : 

 
eq

ui
pm

en
t a

nd
 o
ff
ic
e 
fu
rn
itu

re
 e
xi
st
in
g 
, 

an
d 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
必

要
な

施
設

・
設

備
。

電

気
・

ガ
ス

・
水

道
・

電
話

線
や

事
務

機
器

・
事

務

用
備

品
な

ど
 

 4.
 O
th
er
 a
m
en

iti
es
 d
ee

m
ed

 n
ec
es
sa
ry
 

by
 m

ut
ua

l a
gr
ee

m
en

t.
 

そ
の

他
必

要
と

み
な

さ
れ

た
調

達
可

能
な

諸
機

材
・

諸
設

備
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 2B
 C
LP
A
の
行

政
強

化
 

 2‐
6 
Fo

rm
er
 le
s 
re
pr
és
en

ta
nt
s 
de

s 
C.
L.
P.
A
 e
n 
ge
st
io
n 
et
 p
la
ni
fic
at
io
n 
; 

2‐
6 
組

織
運
営
管

理
・

計
画

を
担

当
す

る
CL
PA

の
代
表
者
に
対
し
技
術
支

援
を

行
う

。
 

 2‐
7 
A
pp

uy
er
 le
s 
C.
L.
P.
A
 d
an

s 
la
 r
ec
he

rc
he

 d
e 
fo
nd

s 
po

ur
 le
ur
 

fo
nc
tio

nn
em

en
t ;
 

2‐
7 
CL
PA

の
活

動
資

金
調

達
を

支
援

す
る

。
 

 2‐
8 
A
cc
om

pa
gn

er
  l
es
 C
.L
.P
.A
 d
an

s
le
ur
s 
ac
tiv

ité
s 
de

 p
la
ni
fic
at
io
n 
et
 

de
 b
ud

gé
tis
at
io
n 
; 

2‐
8 
CL
PA

の
運

営
計

画
及

び
予

算
化

活
動

を
支

援
す
る
。

 

 2‐
9 
Su

iv
re
, c
on

tr
ôl
er
 e
t é

va
lu
er
 le
 d
ér
ou

le
m
en

t d
es
 a
ct
iv
ité

s 
pl
an

ifi
ée

s.
 

2‐
9 
各

活
動
の
進

捗
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
監

督
・

評
価
す
る
。

 

  3.
 A
PP

U
I A

 L
A
 G
ES
TI
O
N
 D
ES
 P
EC

H
ER

IE
S 
:  

3.
 漁

業
管

理
支

援
 

 3‐
1 
M
en

er
 u
ne

 e
nq

uê
te
 s
ur
 le
s 
ac
tiv

ité
s 
de

 la
 p
êc
he

 (l
a 
te
ch
ni
qu

e,
 la
 

ca
m
pa

gn
e 
de

 p
êc
he

, l
es
 e
sp
èc
es
 c
ib
lé
es
, l
a 
di
st
ri
bu

tio
n 
et
 la
 

co
m
m
er
ci
al
is
at
io
n 
de

s 
pr
od

ui
ts
 m

ar
iti
m
es
, e

tc
.) 
en

 c
ol
la
bo

ra
tio

n 
av
ec
 le
s 
C.
L.
V.
, a
pr
ès
 a
pp

ro
ba

tio
n 
pa

r 
le
 C
.L
.P
.A
. ;
  

3‐
1 

CL
PA

の
承

認
を

得
た

の
ち

、
CL
V

と
協

力
の

う
え
、
漁
業
管
理
に
か

か
わ

る
調

査
（

技
術

、
漁

期
、

対
象

魚
種

、
海

産
物

の
流

通
販

売
な

ど
）

を
実

施
す

る
。

 

  3‐
2 
O
rg
an

is
er
 u
n 
at
el
ie
r 
de

 r
es
tit
ut
io
n/
va
lid

at
io
n 
de

s 
ré
su
lta

ts
 d
e 

l’e
nq

uê
te
 e
n 
co
lla
bo

ra
tio

n 
av
ec
 le
 C
.L
.P
.A
. ;
 

3‐
2 

CL
PA

と
協

力
の

う
え

、
調

査
結

果
報

告
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
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 3‐
3 
Pr
ép

ar
er
, p

ou
r 
ch
aq

ue
 s
ite

 e
t s
ur
 la
 b
as
e 
de

s 
do

nn
ée

s 
di
sp
on

ib
le
s,
 u
n 
pl
an

 d
e 
ge
st
io
n 
de

s 
pê

ch
er
ie
s 
vi
sé
es
 e
n 
ra
pp

or
t a

ve
c 

le
s 
ac
te
ur
s,
 a
pr
ès
 a
pp

ro
ba

tio
n 
pa

r 
le
 C
.L
.P
.A
. ;
 

3‐
3 
各

種
調

査
結

果
に

基
づ

く
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を
参
照
の
う
え
、

 行
政
機

関
・

研
究

機
関

・
漁

民
と

と
も

に
各

対
象

資
源

の
資

源
管

理
計

画
を

漁
村

単
位

で
作

成
す

る
。

 

 3‐
4 
 A
cc
om

pa
gn

er
 la
 m

is
e 
en

 œ
uv

re
 d
es
 p
la
ns
 d
e 
ge
st
io
n 
à 
tr
av
er
s 
 la
 

co
‐s
ur
ve
ill
an

ce
, l
a 
ré
gl
em

en
ta
tio

n,
 l ’
ap

pu
i j
ur
id
iq
ue

, s
ci
en

tif
iq
ue

, 
te
ch
ni
qu

e,
 é
co
no

m
iq
ue

 (A
G
R)
 e
tc
. ;
 

3‐
4 

 共
同

漁
業

監
視

や
法

制
化

を
通

じ
、

資
源

管
理

計
画

の
実

施
を

法

的
・

科
学

的
・

技
術

的
・

経
済

的
側

面
か

ら
支

援
す
る
。

 
 3‐
5 
 S
ui
vr
e 
et
 é
va
lu
er
 la
 m

is
e 
en

 œ
uv

re
 e
ff
ec
tiv

e 
de

s 
pl
an

s 
de

 g
es
tio

n 
él
ab

or
és
 p
ar
 le
s 
C.
L.
P.
A
. 

3‐
5 

CL
PA

に
よ

っ
て

策
定

さ
れ

た
資

源
管

理
計

画
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

を
行

う
。
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A
n
n
e
x
 
4
.
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
【

C
O

G
EP

A
S
中
間
評
価
】

V
er

. 0
0-

01
（

20
11

/0
2/

04
）
最

終
和

文
版

 
1.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
達

成
度

 
評
価
質
問

 
大

項
目

 
小
項
目

 
調

査
結
果

1  

投
入
実

績
の
確

認
 

投
入
に
関
し
て
、
計
画
か
ら
変
更
が
多
い
た

め
、

多
く

の
部

分
で

、
実

績
の

み
で

は
な

く
比

較
に

つ
い

て
も

記
し

て
い
る
。

 
日

本
側

 
日
本
人
専
門
家

 
実

績
（

一
部

見
込

み
）

：
 セ

ネ
ガ

ル
に

派
遣

さ
れ

た
日

本
人

専
門
家
の
リ
ス
ト
を
合
同
評
価
レ
ポ
ー
ト

A
nn

ex
 5
（
和
訳
版
）

に
挙

げ
る
。

20
11

年
3
月

ま
で

に
、
日
本
人
専
門
家
（

5
分
野
）
、
計

45
.7

M
M

派
遣
さ
れ
る
予

定
で

あ
る
。

 
比

較
：

5
名

の
日

本
人

専
門

家
の

分
野

は
、

①
総

括
/共

同
資
源
管
理
体
制
強
化
、
②
副
総
括

/漁
業
活
動
調
査
・
分
析

/水
産
資

源
管

理
手
法

、
③

社
会

経
済

調
査

/漁
村

開
発
、

④
水
産
資
源
管
理
手
法

2/
収
入
源
活
動
、
⑤
啓
発
普
及
活
動
。

 
 上

記
の

5
名
に

よ
る

専
門

家
構

成
は

、
20

10
年

度
に

④
の
専
門
家
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
第

2
年
次
に
は
、
年
間
で
計

26
.7

7M
M

派
遣

さ
れ

る
計

画
で

あ
っ

た
と

こ
ろ

、
24

.7
7M

M
と
な
り
、

2M
M

減
少
し
て
い
る
。

 

計
画

ど
お

り
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

計
画

ど
お

り
の

量
が

投
入

さ
れ

た
か

 

本
邦
研
修

 
実

績
：

 本
邦

研
修
に

送
ら

れ
た

C
/P

の
リ

ス
ト

を
合

同
評

価
レ
ポ
ー
ト

A
nn

ex
 6（

和
訳
版
）
に
挙
げ
る
。
中
間
評
価
の
時
点

で
、

7
名

（
計

14
M

M
）

が
日
本

に
送

ら
れ

た
。

 
 

表
：

本
邦
研

修
へ

の
C

/P
の
派
遣
（
計
画
と
実
績
）

 

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

該
当
す
る
C
/
P
の
数
（
人
）

2
5

2
2

4
7

一
人
あ
た
り
M
M

0.
7
3

2
0
.7
3

2
0
.7
3

2
M
M
の
合
計

1.
4
6

10
1
.4
6

4
2
.9
2

1
4

合
計

20
1
0
年
度

2
0
0
9年

度

 
 

情
報

源
：
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

中
間

評
価

用
作

成
資
料
、
合
同
評
価
レ
ポ
ー
ト

A
nn

ex
 6
（
和

訳
版
）
の

原
本

か
ら
。

た
だ

し
、

表
の

作
成

は
調

査
団
に
よ
る
。

 
 比

較
：

 当
初

の
予
定

で
は

、
1
年

2
名
を

2
年

間
で

、
4
名

の
計
画
（

2.
92

M
M
）
で
あ
っ
た
の
で
、
約

4.
8
倍
に
増
加
し
て
い

る
。

ま
た
、

次
表

の
よ

う
に

、
村

間
で

の
関
係

C
/P

ご
と
の
派
遣
状
況
に
差
が
あ
る
。

 
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
1  

こ
の
欄
の
中
、
引
用
あ
る
い
は
参
照
す
る
文
書
名

は
略

号
で

示
す

。
In

c/
R
：

着
手

報
告
書

、
Pr

/R
：

進
捗

報
告

書
、

In
t/R

：
中
間
報
告
書
。
（
 

）
内
の
日
付
は
、
現
地
調
査
で
の

聞
き
取
り
の
該
当
日
。

 

A
n
n
e
x4
．

評
価
グ
リ
ッ
ド

【
C

O
G

EP
A

S 
中
間
評
価
】

Ve
r.0

0-
01
（

20
11

/0
2/

04
）
最
終
和
文
版

表
：

本
邦
研

修
へ

の
C

/P
の
派
遣
（
計
画
と
実
績
）

 

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

該
当
す

る
C

/P
の

数
（

人
）

2
5

2
2

4
7

1人
当
た

り
M

M
0.

73
2

0.
73

2
0.

73
2

M
M
の
合
計

1.
46

10
1.

46
4

2.
92

14

合
　
計

20
10
年
度

20
09
年
度
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表
：
本
邦
研
修
に
参
加
し
た
地
方

C
/P

の
所

属
と

対
象

4
村

と
の

関
連

 
村
 

名
 

ロ
ン
プ
ー
ル

 
カ
ヤ
ー
ル

 
ジ

ョ
ア

ー
ル

 
ジ

フ
ェ

ー
ル

 
研

修
参

加
者

の
ポ
ス
ト

 
（
該
当
な
し
）

･ 
C

he
f d

e 
Po

st
e 

de
 

C
on

trô
le

 
･ 

C
he

f d
e 

Po
st

e 
de

 C
on

trô
le

･ 
A

dj
oi

nt
 C

he
f 

de
 P

os
te

 d
e 

C
on

trô
le

 
･ 

C
he

f d
e 

Se
rv

ic
e 

D
ép

ar
te

m
en

ta
l d

e 
M

bo
ur

 

･ 
C

he
f d

e 
Po

st
e 

de
 

C
on

trô
le

 

合
計
数

 
0
名

 
1
名

 
3
名

 
2
名

 
情
報
源
：

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
中
間
評
価
用
作
成
資

料
、
合

同
評
価

レ
ポ

ー
ト

A
nn

ex
 6（

和
訳

版
）
の
原

本
か

ら
。

た
だ
し
、
表
の
作
成
は
調
査
団
に
よ
る
。

 
注
：

 
①

 
C

he
f d

e 
Po

st
e 
や

A
dj

oi
nt

 C
he

f d
e 

Po
st

e
は

、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

が
支

援
す
る

C
LP

A
に

も
含

ま
れ

る
末
端
行
政
官
。

 
 

②
 

C
he

f d
e 

Se
rv

ic
e 

D
é

pa
rte

m
en

ta
l d

e 
M

bo
ur

は
、
ン

ブ
ー

ル
県
水

産
事

務
所

長
。
ジ

ョ
ア

ー
ル
村

は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当
初
計
画
か
ら
変
更
さ

れ
て

、
「

広
域

化
」

資
源

管
理

の
中

心
と

な
っ

て
い

る
村

。
 

 
③

 
ジ
フ
ェ
ー
ル
担
当
の

C
he

f 
de

 P
os

te
が

2
名
に

な
っ

て
い

る
の

は
、

年
度

途
中

で
人

員
異

動
が

あ
っ

た
た
め
。

 
 

資
機

材
 

実
績
：

 日
本
側
に
よ
り
投
入
さ
れ
た
資
機
材
の
リ
ス
ト
を
、
合

同
評
価
レ

ポ
ー
ト

A
nn

ex
 7
（

和
訳

版
）
に

挙
げ

る
。
コ

ピ
ー

機
、

ビ
デ

オ
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
な

ど
が

投
入

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

う
ち

、
ラ

ッ
プ

ト
ッ

プ
1

台
が

C
/P

の
執
務
室
に
置
か
れ
た
ほ
か
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

に
置

か
れ

て
い

る
。

い
ず

れ
も

、
良

い
活

用
状

況
で
あ
る
。

 
 

ロ
ー

カ
ル
コ

ス
ト

負
担

 
実
績
：

 詳
し
く
は
合
同
評
価
レ
ポ
ー
ト

A
nn

ex
 8
（
和
訳
版

）
参

照
。

 
比
較
：

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
計
画
に
な
か
っ
た
投
入
も
行

わ
れ

た
。

 
 詳
し
く
は
、
次
の
欄
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
）
参
照
。

 
 

投
入

金
額

 
実
績
：

 JI
C

A
に
よ
る
投
入
の
金
額
小
計
は
次
の
と
お
り
。

 
 

表
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経

費
概

要
 

(J
I
C
A
負

担
分

)
 

N
o.

 
種
別
 

該
当

額
 

①
 

資
機
材
 
②
-
1
現
地
購
入
分
 

 
 
 
 
②
-2

日
本
で
購
入
分

 
¥
6,
5
08
,
98
5

¥
55
9
,0
0
0

②
 

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
 

¥
2
9
,
8
4
9
,
0
0
0
 

 

 
合

計
 

 
¥3
6
,9
1
6,
9
85

  
  

 
 
 
情
報
源

:プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
中
間
レ
ビ
ュ
ー

用
資

料
（

20
10

 年
12

月
13

日
提

出
の
も
の

）
 

 
 
 

  
注
：

1 
FC

FA
= 

￥
0.

16
9〔

中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
（

20
11

年
1
月

の
JI

C
A
レ
ー

ト
）

で
換

算
〕

 
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
各
対
象
村
に
使
っ
た
経
費
を
、
次
表
に
ま
と
め

る
。
こ

の
表
に

見
ら

れ
る

よ
う

に
、
ジ

ョ
ア
ー

ル
や

ジ
フ

ェ
ー

表
：

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
経
費
概
要
（

JI
C

A
負
担
分
）

 
N

o.
 

種
別

 
該
当
額

 
①

 
資

機
材

 
②

-1
現

地
購

入
分

 
 

 
 

 
②

-2
日

本
で

購
入
分

 
¥6

,5
08

,9
85

¥5
59

,0
00

 000,948,92¥
 

担
負

ト
ス

コ
ル

カ
ー

ロ
 

②

 
 

合
　

計
 

 
¥3

6,
91

6,
98

5
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ル
に

お
け
る

経
費

が
計

画
、
実
際

と
も

に
高

い
。
ジ

ョ
ア
ー
ル
村
の
活
動
の
枠
組
み
に
は
、
シ
ン
デ
ィ
ア

C
LP

A
へ
の
支
援
や

広
域

化
資
源

管
理

、
活

動
3-

4
に

属
す

る
貝

殻
漁

礁
に

関
す
る
調
査
や
製
作
・
沈
設
作
業
に
関
連
す
る
経
費
が
含
ま
れ
る
。
同

じ
く

、
ジ
フ

ェ
ー

ル
村

の
活

動
の

枠
組

み
に

は
、
周

辺
村
を
も
含
む
パ
ル
マ
ラ
ン

C
LP

A
の
設
立
、
モ
ン
ゴ
ウ
イ
カ
人
工
産
卵

床
に

関
す
る

一
連

の
活

動
の

た
め

の
経

費
が

含
ま

れ
る

。
 

 
表

：
対

象
村
別
の
経
費
、
計
画
と
実
績

 
（単

位
：千

円
）

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

ロ
ン
プ
ー
ル

1
,8
90

2
,6
06

1
,1
9
9

7
8
8

3,
0
8
9

3
,3
94

カ
ヤ
ー
ル

1
,8
90

2
,5
65

1
,5
5
9

1
,2
3
1

3,
4
4
9

3
,7
96

ジ
ョ
ア
ー
ル

1
,9
30

3
,0
51

2
,8
3
1

3
,0
6
0

4,
7
6
1

6
,1
11

ジ
フ
ェ
ー
ル

1
,8
90

5
,1
66

4
,1
6
0

3
,1
3
8

6,
0
5
0

8
,3
04

小
計

7
,6
00

1
3
,3
88

9
,7
4
9

8
,2
1
7

1
7,
3
4
9

2
1
,6
05

2
00
9
年
度

2
0
1
0年

度
合
計

村
名

 
情

報
源

：
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

中
間

評
価
用
追
加
資
料
（

20
11

年
1
月

18
日
提
出
の
も
の
）
。

た
だ

し
、
表

の
作

成
は

調
査

団
に
よ
る
。

 
注

：
 中

間
評

価
用

資
料
（

20
11

年
1
月

18
日
）
の
資
料
で
は
、
表
中
の

4
村
合
計
中
、
「
追
加

村
の

活
動
」

に
関

す
る

経
費

の
合

計
と
し
て

1,
52

5,
40

0
円
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、

21
5,

00
0
円

が
ロ

ン
プ
ー

ル
村

関
連
（
隣
村
サ
レ
・
ダ
オ
の

C
LP

A
設
立
支
援
）
、

32
5,

40
0

円
が

ジ
ョ
ア

ー
ル

村
関

連
（

シ
ン

デ
ィ
ア
の

C
LP

A
設
立
と
貝
殻
漁
礁
）
、

98
5,

00
0
円
が

ジ
フ

ェ
ー
ル

村
関

連
（
パ

ル
マ
ラ

ン
C

LP
A
に
属
す
る

5
つ
の
村
へ
の
支
援
）
と
し
て
計
上

さ
れ

て
い
る

。
 

 
セ

ネ
ガ
ル

側
 

 
C

/P
の
配
置

 
実

績
：

 C
/P

の
リ

ス
ト
を

合
同

評
価

レ
ポ

ー
ト

A
nn

ex
 9
（
和
訳
版
）
に
掲
げ
る
。

 
 比

較
：

 次
表

に
、

C
/P

と
関

連
行
政

官
の

ポ
ス

ト
に

つ
い
て
ま
と
め
る
。

 
 

村
　
名

合
　
計

（
単
位
：
千
円
）

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

ロ
ン

プ
ー

ル
 

1,
89

0 
2,

60
6 

1,
19

9 
78

8 
3,

08
9 

3,
39

4
カ

ヤ
ー

ル
 

1,
89

0 
2,

56
5 

1,
55

9 
1,

23
1 

3,
44

9 
3,

79
6

ジ
ョ

ア
ー

ル
 

1,
93

0 
3,

05
1 

2,
83

1 
3,

06
0 

4,
76

1 
6,

11
1

ジ
フ

ェ
ー

ル
 

1,
89

0 
5,

16
6 

4,
16

0 
3,

13
8 

6,
05

0 
8,

30
4

小
　

計
 

7,
60

0 
13

,3
88

 
9,

74
9 

8,
21

71
 

7,
34

9 
21

,6
05

20
09

年
度

20
10
年

度
合
計

村
名
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表
：

C
/P

の
配
置
概
要

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業

計
画

書
イ
ン

セ
プ

シ
ョ

ン
レ
ポ
ー
ト

イ
ン

テ
リ
ム
レ

ポ
ー

ト
中

間
評

価
用

準
備

書
類

時
期

20
09

年
03
月

20
09

年
10

月
20

10
年

10
月

20
10

年
12

月

国
X

X
X

1
0

州
X

X
3

3
県

X
4

空
席

が
1ポ

ス
ト

県
所

属
、
村

レ
ベ

ル
担
当

(C
he

f d
e 

Po
st

e)
X

X
X

4
3

行
政

官
の
配

置
レ
ベ
ル

C/
P と

し
て
位

置
付

け

ら
れ

て
い

る
人

員
が

い
る
ポ
ス
ト
の
数

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
開

始
後

に
、
人

事
異

動
が

あ
っ
た
ポ
ス
ト
の
数

C/
P と

し
て
の
位

置
付

け

記
述

さ
れ

て
い
る
箇
所

な
し

 
情

報
源

：
 
表

中
に

記
し

た
各

文
書

 
注
：

 
①

 I
nt

/R
で
は
、

C/
P
に
関
し
て
の
記
述
は
和
文
本
文
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

 
 

②
 表

右
列

の
異

動
が

あ
っ

た
ポ

ス
ト

の
な

か
に

は
、

同
じ

レ
ベ

ル
の

な
か

で
異

動
が

行
わ

れ
、

異
動
先

で
も

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

C
/P

と
な
っ
た
例
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、
多
数

派
と

は
い
え

な
い

。
 

 
 

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

負
担

 
年

度
ご

と
の

小
計

（
FC

FA
）

は
、

合
同
評

価
レ

ポ
ー
ト

A
nn

ex
 1

0（
和
訳
版
）
を
参
照
の
こ
と
。

 
 

表
：

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
経
費
概
要
（
セ
ネ
ガ
ル
側
）

 
N

o.
種

別
小

計
 (F

CF
A)

小
計

 ( 日
本

円
)

％

1
人

件
費

79
,2

00
,0

00
13

,3
84

,8
00

93
.7

3
2

資
機

材
1,

30
0,

00
0

21
9,

70
0

1.
54

3
消

耗
品

3,
60

0,
00

0
60

8,
40

0
4.

26
4

そ
の

他
40

0,
00

0
67

,6
00

0.
47

合
計

84
,5

00
,0

00
14

,2
80

,5
00

10
0.

00
 

情
報

源
：

 プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

よ
る

中
間
評
価
用
資
料
（

20
11

年
12

月
13

日
提
出
の
も
の
）

 
た

だ
し

、
日

本
円

の
換

算
と
％
の
計
算
は
調
査
団
に
よ
る
。

 
 こ

の
表

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

、
セ

ネ
ガ

ル
負

担
の

ほ
と

ん
ど
は
、

C
/P

の
人
件
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
所

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

（
21

 m
²）

並
び

に
、
倉

庫
（

6 
m

²）
が
セ
ネ
ガ
ル
側
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。

 

C
/P

と
し
て
の
位
置
づ
け

In
c/

R
In

t/R

づ

時
　
期

20
09

年
3月
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活
動
実
績

の
検
証

V
er

ifi
ca

tio
n 

of
 A

ct
iv

iti
es

  
個

々
の
活

動
実
績

の
検

証
2  

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

PD
M

に
挙
げ

ら
れ

て
い

る
個

々
の

活
動

が
期

待
さ

れ
る

結
果

を
達

成
し

て
い

る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
検
証
す
る
。
な
お
、
該
当
の

PD
M

の
構
成
そ

の
も
の
に
論
理
的
な
問
題
が
み
ら
れ
る
た
め
、

{P
D

M
}と

し
て
記

し
た
。

{P
D

M
}と

し
て

挙
げ

ら
れ

た
項

目
や

問
題
に
関
し
て
は
、
合
同
評
価
委
員
会
で
協
議
を
行
い
、

PD
M

の
変

更
・
改
編
が
必
要
で
あ
る
。

 
ま
た
、
活
動
が
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た

か
に

つ
い

て
も

、
個

々
の

活
動

に
つ

い
て

記
し

て
い

る
。

 
評
価
質
問

 

大
項
目

 
小
項
目

 
（
活
動
）

 
調

査
結

果
 

達
成
度

/今
後
の
方

向
性
に
関
す
る
協

議
内
容

 
1：

ベ
ー

ス
ラ
イ

ン
調

査
と
啓

発
普
及

活
動

 
 

各
活
動

は
、
期
待
さ
れ

る
結

果
を

も
た

ら
し

た
か

 
1-

1 
各

対
象

漁
村

に
お

い
て
、
零
細
漁
民

に
対

し
て

水
産

資
源

管
理

の
重

要
性

に
関

す
る

理
解

度
調

査
を
実
施
す

る
。

 

ロ
ー

カ
ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
よ

る
再

委
託

に
よ

る
調

査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
の
構
成
は
次
の
と
お

り
。
①

過
去

及
び

現
在

の
水

産
資

源
の

状
態

に
関

す
る

認
識

、
②
現
行
の
漁
業
法
、
特
に
違
法
漁
業
の

規
定

に
関
す

る
認

識
、
③

パ
イ
ロ

ッ
ト

対
象

漁
村

ま
た

は
他

の
漁
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
資
源
管
理
活

動
に

関
す
る

認
識

、
④

水
産

資
源

管
理

に
対

す
る

関
心

の
高
さ
、
⑤
管
理
が
必
要
と
思
わ
れ
る
水
産
資

源
、

⑥
水
産

資
源

管
理

活
動

の
提

案
。

詳
し

く
は

、
Pr

/R
第

4
章
（
特
に
、

4-
2）

を
参
照
の
こ
と
。

完
了

 

 
1-

2 
既
存
統
計
資
料
（

水
産

局
、

C
R

O
D

T
、

EU
の

SA
G

PS
C

O
M

 
/S

TA
B

EX
、

JI
C

A
開
発
調
査
「

漁
業

資
源
評
価
・
管
理
計

画
調
査
」
）
及
び
漁

民
へ

の
聞

き
取

り
結

果
に
基
づ
き
、
水

産
局

職
員

と
と

も
に

各
対

象
魚

種
の

水
産

資
源

を
評

価
す

る
。

 

本
中

間
評
価

の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
準

備
資

料
（
以
下
、
準
備
資
料
）
で
は
、
セ
ネ
ガ
ル

海
域

に
お
け

る
底

魚
類

の
資

源
水

準
は

総
じ

て
低

位
状

態
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。

Pr
/R

で
は
、
ダ
カ
ー

ル
・

チ
ャ

ロ
イ

海
洋

研
究

所
（

C
R

O
D

T）
の

資
料

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
よ

り
水

産
資

源
の

量
、

対
象

魚
種

の
特

定
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

完
了

 

 
1-

3 
違

法
漁

業
に

係
る

調
査
を
行
い
、
同

分
野

で
活

動
を

行
っ

て
い

る
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

を
見

極
め

る
。

 

こ
の

活
動
は

、
Pr

/R
中

で
は「

他
の

ド
ナ

ー
や

N
G

O
と

の
情
報
交
換
や
連
携
」

«仏
語
原
文
：

Ec
ha

ng
es

 
d’

in
fo

rm
at

io
ns

 e
t c

ol
la

bo
ra

tio
n 

av
ec

 le
s a

ut
re

s b
ai

lle
ur

s d
e 

fo
nd

s/
O

N
G

»と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

 
同

報
告

書
中

で
は

、
こ
の

活
動
項

目
の

概
要

に
つ

い
て

あ
る
（
表

1-
1 

C
O

G
EP

A
S
の
進
捗
状
況

Pa
ge

 
2-

6）
が

、
実
際

の
連

携
内

容
に

つ
い

て
の

表
記

は
限

ら
れ

る
。

 
同
表
中
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、

Pr
og

ra
m

m
e 

G
IR

M
aC

（
Ba

nq
ue

 M
on

di
ale

）
3 、

 
Pr

og
ra

m
m

e 
ST

A
B

EX
（

U
E）

、
W

ul
a 

N
af

aa
（

U
SA

ID
）
、

W
W

F、
 P

A
R

TA
G

E、
 O

C
EA

N
IU

M
、 

完
了
と
す
る
に
は
、

追
加
情
報
が
必
要
。

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
2  

こ
の
評

価
グ
リ
ッ
ド
中
、
活
動
項
目
の
表
現

に
つ

い
て
は

PD
M

和
文

の
も

の
を

基
本

と
し

た
。
し

か
し

、
一
部

の
活
動
項
目
に
つ
い
て
は
、

PD
M

和
文
の
表
現
が
正
式
な
も
の
で
あ

る
PD

M
仏
文
か
ら
の
意
訳
と
な
っ
て
い
る

、
あ

る
い

は
、

追
加

事
項

や
省

略
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
あ

え
て

直
訳

に
近
い
表
現
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

 

 

an
d 

EA
SY

 B
O

U
TI

Q
U

E（
仏
文

報
告

書
に

あ
る

表
記

と
お

り
）
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
違
法
漁
業
に

関
す

る
も
の

と
特

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

が
聞
き
取
り
や
協
議
を
行
っ
た
関
係
機
関
の
名

前
に

と
ど
ま

る
。

 
な

お
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、
ン
ブ

ー
ル

県
で

広
域

化
資

源
管
理
の
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
同
県
で

同
じ

く
資
源

管
理

を
行

う
世

銀
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（

上
記

の
Pr

og
ra

m
m

e 
G

IR
M

aC
な
ど
）
と
の
連
絡

に
関

し
疑
問

を
呈

す
る

発
言

が
、

世
銀

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

側
か

ら
あ
っ
た
。

 
同

様
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

聞
き

取
り

で
も

、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
同
様
の
疑
問
が
出
さ
れ
て

い
る

。
 

加
え

て
、
ジ
ョ
ア

ー
ル
の

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
か
ら

は
、
「
広
域
化
に
関
し
て
、
行
政
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

間
で
共

通
理

解
が

な
さ

れ
て

い
な

い
」
と
指

摘
が

あ
り
（

1
月

10
日
聞
き
取
り
）
、
こ
の
活
動
に

関
連

し
て
、

今
後

の
一

層
の

配
慮

と
活

動
が

必
要

な
こ

と
を
示
唆
す
る
。

 
 

1-
4 

水
産

局
職

員
と

協
力
し
、
漁
民

を
含

む
関

係
者

に
対

し
て

水
産

資
源

管
理

の
重

要
性

に
係

る
啓

発
を
行
い
、
水
産

資
源

の
現

状
や

違
法

漁
業

に
関

す
る

情
報
を
提
供
す
る
。

 

こ
の

活
動

1-
4
に

属
す

る
一

連
の

活
動

と
し

て
、
対

象
漁
村
（
ロ
ン
プ
ー
ル
、
カ
ヤ
ー
ル
、
ジ
ョ
ア
ー

ル
、

ジ
フ
ェ

ー
ル

）
に

お
い

て
水

産
資

源
管

理
理

解
促

進
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
、
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
、

啓
も

う
用
看

板
の

設
置
（

20
10

年
10

月
月
報

に
よ

る
。
他
は

In
t/R

）
、
次
表
に
挙
げ
る
フ
ィ
ル
ム
上

映
が

含
ま
れ

る
。

 
 

表
：

啓
発
活

動
に

関
係

す
る

フ
ィ
ル
ム
上
映

 

 
出

所
：

 In
t/R

 第
2
章

Pa
ge

 8
 

 な
お

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
一

般
に

対
す

る
情

報
発

信
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ほ
ぼ
完
了
（
今
後
も

啓
発
活
動
を
継
続
）

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
    

3  
世
界
銀

行
 

－ 148 －



 

an
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EA
SY

 B
O

U
TI

Q
U

E（
仏
文

報
告

書
に

あ
る

表
記

と
お

り
）
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
違
法
漁
業
に

関
す

る
も
の

と
特

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

が
聞
き
取
り
や
協
議
を
行
っ
た
関
係
機
関
の
名

前
に

と
ど
ま

る
。

 
な

お
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、
ン
ブ

ー
ル

県
で

広
域

化
資

源
管
理
の
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
同
県
で

同
じ

く
資
源

管
理

を
行

う
世

銀
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（

上
記

の
Pr

og
ra

m
m

e 
G

IR
M

aC
な
ど
）
と
の
連
絡

に
関

し
疑
問

を
呈

す
る

発
言

が
、

世
銀

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

側
か

ら
あ
っ
た
。

 
同

様
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

聞
き

取
り

で
も

、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
同
様
の
疑
問
が
出
さ
れ
て

い
る

。
 

加
え

て
、
ジ
ョ
ア

ー
ル
の

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
か
ら

は
、
「
広
域
化
に
関
し
て
、
行
政
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

間
で
共

通
理

解
が

な
さ

れ
て

い
な

い
」
と
指

摘
が

あ
り
（

1
月

10
日
聞
き
取
り
）
、
こ
の
活
動
に

関
連

し
て
、

今
後

の
一

層
の

配
慮

と
活

動
が

必
要

な
こ

と
を
示
唆
す
る
。

 
 

1-
4 

水
産

局
職

員
と

協
力
し
、
漁
民

を
含

む
関

係
者

に
対

し
て

水
産

資
源

管
理

の
重

要
性

に
係

る
啓

発
を
行
い
、
水
産

資
源

の
現

状
や

違
法

漁
業

に
関

す
る

情
報
を
提
供
す
る
。

 

こ
の

活
動

1-
4
に

属
す

る
一

連
の

活
動

と
し

て
、
対

象
漁
村
（
ロ
ン
プ
ー
ル
、
カ
ヤ
ー
ル
、
ジ
ョ
ア
ー

ル
、

ジ
フ
ェ

ー
ル

）
に

お
い

て
水

産
資

源
管

理
理

解
促

進
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
や
、
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
、

啓
も

う
用
看

板
の

設
置
（

20
10

年
10

月
月
報

に
よ

る
。
他
は

In
t/R

）
、
次
表
に
挙
げ
る
フ
ィ
ル
ム
上

映
が

含
ま
れ

る
。

 
 

表
：

啓
発
活

動
に

関
係

す
る

フ
ィ
ル
ム
上
映

 

 
出

所
：
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t/R
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2
章

Pa
ge

 8
 

 な
お

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
一

般
に

対
す

る
情

報
発

信
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ほ
ぼ
完
了
（
今
後
も

啓
発
活
動
を
継
続
）
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パ
ン

フ
レ
ッ

ト
発

行
・

配
布

）
に

つ
い

て
も

、
活

動
1-

4
に

関
す
る
報
告
の
枠
内
で
扱
っ
て
い
る
が
、

情
報

の
発
信

の
対

象
が

In
t/R

第
2
章

の
図

2-
1
に

あ
る
よ
う
に
、
漁
民
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象

民
と

は
限
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
こ

こ
で

は
扱

わ
ず

、
区

別
し
て
い
る
（
評
価
グ
リ
ッ
ド
の
活
動
の
概
要
、

追
加

さ
れ
た

活
動

の
欄

参
照

）
。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
同
図

2-
1
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
漁
民
リ
ー

ダ
ー

や
漁
民

を
対

象
と

す
る

旨
を

示
し

て
い

る
が

、
「

マ
ス
」
と
い
う
多
く
の
視
聴
者
・
読
者
な
ど
を

対
象

と
す
る

点
で

、
こ

の
活
動

1-
4
で

意
図
す

る
啓

発
活

動
と
は
一
線
を
画
す
る
と
考
え
、
こ
の
枠
組

み
で

は
扱
わ

な
い

。
 

 
1-

5 
零

細
漁

民
な

ど
関

係
者
に
対
し
て
、
水

産
資

源
管

理
方

策
や

そ
の

イ
ン

パ
ク

ト
に

つ
い

て
の

理
解
と
啓
発
の
た
め

、
水

産
資

源
管

理
活

動
の

経
験

を
も

つ
漁

村
視

察
を

実
施

す
る
。

 

2
日

間
を

か
け
、

3
サ

イ
ト

（
カ

ヤ
ー

ル
、

ニ
ャ

ニ
ン

、
ポ
ワ
ン
ト
サ
レ
ン
）
を
訪
問
す
る
視
察
旅

行
を

実
施
。

こ
の

視
察

旅
行

で
の

主
な

テ
ー

マ
は

、
「

訪
問

先
漁
村
で
の
（
水
産
）
資
源
管
理
活
動
」

や
「

漁
民

と
行
政

の
役

割
」
で
あ

り
、
こ

の
活
動

で
期

待
さ

れ
て
い
る
結
果
を
確
実
に
産
出
し
た
。

Pr
/R

に
そ

の
概
要

の
み

記
載

あ
り

（
第

1
章

、
1-

2、
表

1-
1:

Et
at

 C
O

G
EP

A
S
の
進
捗
状
況
）

 

完
了

 

 
2A

 :ロ
ン

プ
ー
ル

と
ジ

フ
ェ

ー
ル

4 に
お

け
る

C
LP

A
の

設
立

 
 

 
2-

1 
水

産
局

職
員

と
の

協
働

に
よ

り
、

C
LP

A
の
メ
ン
バ

ー
を
決
定
す
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、
「
カ

ヤ
ー

ル
と

ジ
ョ

ア
ー

ル
に

お
け
る

C
LP

A
/C

LV
の
状
況
と
問
題
に
関
す

る
調

査
」
の

一
環

と
し

て
、
水
産

局
の

関
係

者
か

ら
の

聞
き
取
り
を
実
施
し
た
（

Pr
/R
に
概
要
の
記
載
、

Ta
bl

e 
1-

1、
Pa

ge
 3
）

。
 

調
査

結
果
、

C
LP

A
メ

ン
バ
ー
は

、
行

政
、

地
方

議
員

、
賢
人
・
有
力
者
、
漁
民
、
仲
買
人
、
水
産

加
工

者
、
関

連
サ

ー
ビ

ス
従

事
者

と
な

っ
た

（
準

備
資

料
並

び
に
、

In
t/R

 -1
第

5章
）
。

 
た

だ
し

、
Pr

/R
の

表
記

で
は

、
水

産
局

は
、
日
本

人
専

門
家
に
と
っ
て
の
情
報
源
と
し
て
と
ど
ま
る

こ
と

に
な
り

、
こ

の
活

動
で

期
待

さ
れ

て
い

る
、
メ

ン
バ
ー
の
特
定
を
水
産
局
と
の
「
協
働
あ
る
い
は

協
力

（
仏
語

原
文

C
ol

la
bo

ra
tio

n）
」

に
よ

り
行

っ
た

か
、
と
い
う
点
で
疑
問
が
残
る
。

 
ま

た
、

中
間

評
価

の
な

か
で

行
政

官
複

数
名

（
匿

名
希

望
者
あ
り
）
か
ら
、

C
LP

A
の
メ
ン
バ
ー
選

出
や
後
述
す

る
収

入
向
上
活

動
を

行
う
女
性

グ
ル

ー
プ
の
選

出
の

プ
ロ
セ
ス

に
疑

問
が
出
さ

れ
て

い
る

。
関

連
項

目
と

し
て

、
活

動
2-

2参
照

。
 

完
了

 

 
2-

2 
関
係
地
域
（
州
、
県

、
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
村
）
に
お

い
て
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
地

方
委

員
会

・
C

LP
A

を
設

立
す

る
た

め
に
、
メ
ン
バ

ー
の

役

{P
D

M
} 

こ
の

活
動
項

目
は

、
①

C
LP

A
に

つ
い

て
の

啓
発
活
動
と
②
組
織
構
成
と
③
合
意
の

3
つ
の

段
階

の
活
動

を
含

む
表

現
と

な
っ

て
い

る
点

、
変

更
が
必
要
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、
ロ

ン
プ
ー

ル
と

ジ
フ

ェ
ー

ル
の

2
村
（
と
そ
の
周
辺
村
）
に
お
い
て
、
再
委

託
契

約
に
よ
り

C
LP

A
の

新
規

設
立

に
必

要
な

セ
ミ

ナ
ー

を
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
、
順
に
、

4
日

と
7
日

間
。

 
日

数
に

つ
い

て
は

、
準

備
資

料
で

は
各

村
で

セ
ミ

ナ
ー

7
日
と
研

修
4
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

完
了

 
 （
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
4  

ジ
フ
ェ

ー
ル
に
お
け
る

C
LP

A
設
立
に
関
し

て
は

、
In

t/R
に

記
載

が
あ
る

よ
う

に
、

ジ
フ

ェ
ー

ル
村

の
み

だ
け

で
は
な
く
、
周
辺
の

5
村
と
と
も
に
、
パ
ル
マ
ラ
ン

C
LP

A
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
内
で
は
、

対
象

村
の

名
前

は
、

ジ
フ

ェ
ー

ル
、

C
LP

A
の

名
前

は
パ

ル
マ

ラ
ン

と
し
て
表
記
し
て
い
る
。
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割
や

責
任

に
つ

い
て
の
合
意
の

う
え

、
C

LP
A

の
重
要
性

や
体
制
、
機
能

に
つ

い
て

漁
業

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
の

啓
発

を
行
う
。

 

は
、

活
動

2-
2
に

該
当

す
る

の
は

セ
ミ

ナ
ー

、
活

動
2-

7
に
該
当
す
る
の
は
研
修
と
整
理
す
る
。
活
動

2-
7
の

欄
へ
の
挿

入
表

を
参

照
の

こ
と

。
 

な
お

、
次

表
に
示

す
よ

う
に

、
対

象
村

の
周

辺
の

村
も

巻
き

込
ん
で
の

C
LP

A
設
立
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
フ

ェ
ー
ル
の

C
LP

A
は

パ
ル

マ
ラ

ン
と

い
う

村
が

多
く

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
パ
ル
マ
ラ
ン

C
LP

A
と

称
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

 
表

：
C

LP
A
設
立

に
関

し
て

追
加
さ
れ
た
村

 
対

象
村

 
追

加
さ
れ
た
村
名

 
ロ

ン
プ

ー
ル

 
Sa

ré
 D

ao
 

ジ
フ

ェ
ー
ル

 
D

ia
kh

an
or

, 
Pa

lm
ar

in
-N

go
un

ou
m

an
e,

 
Pa

lm
ar

in
-N

gu
et

hi
e,

 
Pa

lm
ar

in
-N

ga
llo

u,
 S

es
se

ne
 

 
な

お
、

C
LP

A
設

立
支

援
の

た
め

に
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

で
再
委
託
し
た
関
係
者
が
ど
の
よ
う
に
村
に

働
き

か
け
た

か
を

ジ
フ

ェ
ー

ル
の

例
で

み
る

と
、

次
に

示
す

よ
う
に
、
一
部
で
課
題
が
残
る
。

 
 

表
：

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
（
コ

レ
ー

ジ
ュ

）
編

成
の
た
め
の
準
備
会
議
の
状
況

 

 コ
レ
ー
ジ
ュ

 

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

(=
地

域
に

い
る

と
考

え
ら

れ
る

関
係

者
数

を
示

す
数

量
) 

準
備

会
議

へ
の

出
席
者
数

 
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
か

ら
見

て
、

準
備

会
議

の
出

席
者

選
定

プ
ロ

セ
ス

は
受
容

で
き

る
範
囲
か

 
賢

人
準
備

会
議
は
な
し
。

「
Ch

ef
 d

e 
Po

st
e 
が
来
て
、
知

識
と
経

験
が
豊

富
 な

高
い
ス
テ
ー
タ
ス
の
自

分
に

CL
PA

に
入
る
よ
う

に
依
頼

し
た
」
と
の
こ

と
。

 

現
地

の
社

会
文

化
に

適
し

て
い

る
と
考
え

ら
れ

る
。

 

底
刺
し
網
漁
民

地
域

の
漁
民
の

8
割
。

4
人

が
参
加

全
体

数
に

比
し

て
、

準
備

会
議

に
呼

ば
れ

た
数

が
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
ど

の
よ

う
に

選
定

さ
れ
た
か

の
検

証
が
必
要
。

 
イ

カ
籠
漁
漁
民

21
 の

ボ
ー
ト
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ

れ
、

4
人

か
ら

5
人
が
乗
っ
て

い
る

。
  

7 
人
が

参
加

ボ
ー

ト
の

数
と

乗
組

員
か

ら
考

え
る
と
、
ボ

ー
ト

の
約

3
分
の

1
と

な
る

。
ど

の
よ

う
に

選
定

さ
れ

た
か
の

検
証

が
必
要
。

 
地

引
網
漁
漁
民

9 
ボ

ー
ト

8
人

が
参
加

ボ
ー

ト
数

と
ほ

ぼ
同

数
で

、
許

容
範
囲
。

 
W

om
en

 
Pr

oc
es

so
rs

 
不
明
。
「
多
数
」
と
の
こ
と

(出
席
者

発
言

)。
 

8 
人
が

参
加
、

(ジ
フ

ェ
ー

ル
と

パ
ラ

オ
そ

れ
ぞ

れ
か
ら

4
名
ず
つ
）

 

ど
の

よ
う

に
選

定
さ

れ
た

か
の

検
証

が
必

要
。

 
 

情
報

源
：

 2
01

1
年

1
月

11
日

、
ジ

フ
ェ
ー

ル
で

の
聞
き
取
り
結
果

 
 

こ
れ

に
関
し

て
は

、
実

施
プ

ロ
セ

ス
、

自
立

発
展

性
の

両
方
で
扱
う
。

 
 

2-
3 

海
洋

経
済

省
に

お
け
る
、

C
LP

A
の

設
立
・
組
織
・
役
割
に

係
る

省
令

案
の

提
出
か
ら
承
認
・
署

名
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
支
援
す
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
か

ら
海

洋
経

済
省
（

以
下
、

M
EM

）
の

水
産
局
（
以
下
、

D
PM

）
に

対
し

て
、

C
LP

A
を

法
的

に
登

録
す

る
よ

う
に

促
す

よ
う

要
請

し
た

文
書

の
提

出
が
行
わ
れ
た
（

In
t/R

、
A

nn
ex

 3
、
日

付
不

明
）
。

 
結

果
と

し
て

、
20

10
年

10
月

27
日

付
で
、

ロ
ン

プ
ー
ル
と
パ
ル
マ
ラ
ン
の

C
LP

A
が
法
的
に
承

認
さ

れ
た
。

 

完
了

 

 
2-

4 
漁

民
自

ら
が

定
め

{P
D

M
} 

文
書

中
、
「

県
条

例
」

と
あ

る
の

は
間

違
い

。
正
し
く
は
、
省
令
。

 
PD

M
の
整
理
必
要
。 

表
：

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
（
コ

レ
ー

ジ
ュ

）
編

成
の
た
め
の
準
備
会
議
の
状
況

 

 
コ

レ
ー
ジ
ュ  

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

（
＝

地
域

に
い

る
と

考
え

ら
れ

る
関

係
者

数
を

示
す
数

量
）

準
備

会
議

へ
の

出
席
者
数 

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

か
ら

見
て

、
準

備
会

議
の

出
席

者
選

定
プ

ロ
セ

ス
は
受
容

で
き

る
範
囲
か

 

賢
　

人
準
備

会
議
は
な
し
。

「
C

he
f 

de
 P

os
te

 
が
来
て
、
知

識
と
経

験
が

豊
富

な
高

い
ス

テ
ー

タ
ス

の
自

分
に

C
LP

A
に

入
る

よ
う

に
依

 
頼

し
た
」
と
の
こ

と
。

 

現
地

の
社

会
文

化
に

適
し

て
い

る
と
考
え

ら
れ

る
。

 

底
刺
し
網
漁
民

地
域

の
漁
民
の

8
割

4
人

が
参
加

全
体

数
に

比
し

て
、

準
備

会
議

に
呼

ば
れ

た
数

が
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
ど

の
よ

う
に

選
定

さ
れ
た
か

の
検

証
が
必
要
。

 

イ
カ
か
ご
漁
漁
民

21
 の

ボ
ー
ト
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ

れ
、

4
人

か
ら

5
人
が
乗
っ
て

い
る

。
  

7 人
が

参
加

ボ
ー

ト
の

数
と

乗
組

員
か

ら
考

え
る
と
、
ボ

ー
ト

の
約

3
分
の

1
と

な
る

。
ど

の
よ

う
に

選
定

さ
れ

た
か
の

検
証

が
必
要
。

 

地
引
網
漁
漁
民

9 
ボ

ー
ト

8人
が
参
加

ボ
ー

ト
数

と
ほ

ぼ
同

数
で

、
許

容
範
囲
。

 

W
om

en
 

Pr
oc

es
so

rs
 

不
明
。「

多
数
」
と
の
こ
と
（

出
席
者

発
言

）
。 

8 人
が

参
加

（
ジ

フ
ェ

ー
ル

と
パ

ラ
オ

そ
れ

ぞ
れ
か
ら

4
人
ず
つ
）

 

ど
の

よ
う

に
選

定
さ

れ
た

か
の

検
証

が
必

要
。

 
 

情
報

源
：

 2
01

1
年

1
月

11
日

、
ジ

フ
ェ
ー

ル
で
の
聞
き
取
り
結
果
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た
（

C
LP

A
組

織
運

営
の
）
内
規
に
基

づ
い
た
県
条
例

案
の

、
提
出
か
ら
承

認
・
署

名
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス
を
支
援
す

る
。

 

こ
の

活
動

2-
4
に

関
し

て
の

活
動

内
容

は
、
活
動

2-
3
や
活
動

2-
7
の
活
動
の
一
部
と
の
重
複
あ
り
。

 （
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）

 

 
2-

5 
条

例
で

制
定

さ
れ

た
機

関
を

配
置

す
る
。

 

{P
D

M
} 

仏
語

原
文
で

機
関
（

複
数

、
“l

es
 o

rg
an

es
”）

と
あ
る
も
の
が
、
上
記
で
述
べ
ら
れ
て
き
た

2
つ

の
C

LP
A
を

指
す

と
し
て

考
え

ら
れ

る
。

そ
の
場
合
、
こ
の
活
動

2-
5
に
関
し
て
は
、
上

記
活

動
2-

4
ま

で
で

述
べ
ら

れ
た

一
連

の
設

立
支
援
の
た
め
の
活
動
の
結
果
と
し
て
発
現
す

る
も

の
で
あ

る
の

で
、

記
述

の
必

要
は

な
い

。
 

PD
M

の
整
理
必
要
。 

 （
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）

 
 

2B
 : 

C
LP

A
の

行
政
機

能
強

化
5  

 
 

2-
6 

各
漁
村
に
お
い
て
、

CL
PA

及
び

CL
V
の

機
能
、
活
動
状
況
を

踏
ま
え
、
事
務
所
を

建
設
す
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、

C
LP

A
は

事
務

所
の

建
設

が
な

く
と
も
、
既
存
の
建
物
を
利
用
す
る
こ
と
で

機
能

す
る
と

考
え

、
建

設
し

な
か

っ
た

。
 

実
施
さ
れ
ず
。

  

 
2-

7 
C

LP
A
の
代

表
者

に
対
し
、
管
理
と
計

画
に

つ
い

て
研

修
を

行
う
。

 

{P
D

M
} 

上
記

の
よ
う

に
、

こ
の

活
動

に
関

し
て

、
上

記
活
動

2-
3
や
活
動

2-
4
に
関
し
て
整
理
す
る

必
要

あ
り
。

 
 

組
織

運
営
管

理
に

つ
い

て
は

、
4
村

を
対

象
に
研

修
が

行
わ
れ
た
（
聞
き
取
り
、
準
備
資
料
）
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、
次

表
の
右

半
分

に
示

す
よ

う
に

、
ロ
ン
プ
ー
ル
村
と
ジ
フ
ェ
ー
ル
村
に
対
し

て
C

LP
A
研

修
を

行
っ

た
。
し
か

し
、
こ

れ
ら
の

村
に

対
し
て
の
研
修
で
は
、
資
源
管
理
に
関
す
る

研
修

が
主

で
あ

り
、

活
動

の
計

画
に

つ
い

て
の

研
修

は
行

わ
れ
て
い
な
い
（

In
t/R

、
第

11
章
）

6 。
 

 

期
間

日
数

期
間

日
数

ロ
ン
プ
ー
ル

20
10
年

5月
21
日

～
24
日

4
20

10
年

5月
25
日

～
28
日

4
ジ
フ
ェ
ー
ル

20
10
年

5月
6日

～
12
日

7
20

10
年

5月
13
日

～
16
日

4

セ
ミ
ナ

ー
 (A

tli
er

)
研

修
(F

or
m

at
io

n)

 
情

報
源

：
 In

t/R
と

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

中
間

評
価

資
料
。
た
だ
し
、
日
数
に
関
し
て
は
、

In
t/R

か
ら

。
 

活
動

の
一

部
に

つ
い
て
実
施
済
み
。

 
 （
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）

 

 
2-

8 
C

LP
A
機
能

の
た

め
{P

D
M

} 
次

の
2
点
に

関
し

て
明

ら
か

に
し

た
う

え
で

、
PD

M
の
中
で
の
こ
の
活
動
を
整
理
す
る
必
要

C
LP

A
に
よ
る
資
金

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
5  

上
記

2A
で
挙
げ
ら
れ
た

C
LP

A
設
立
に
関
す
る

一
連

の
活

動
の

対
象

地
域

は
、
ロ

ン
プ
ー

ル
と

ジ
フ

ェ
ー
ル

2
村

に
な

る
が

、
こ
の

2B
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る

C
LP

A
の
能
力
強
化
の
た
め
の
活
動
の
対
象
地
域
は

、
既

存
の

C
LP

A
の

カ
ヤ

ー
ル

や
ジ

ョ
ア

ー
ル

を
含

ん
で

、
4
村
を

中
心
と
す
る
地
域
と
な
る
。

 
6  

ジ
ョ
ア

ー
ル
で
の
研
修
は
、
自
然
資
源
管
理

と
収

入
創

出
活

動
に

関
す

る
内

容
が

中
心

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
3A

と
3B

で
扱
う
。
カ
ヤ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

住
民
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
尊
重
し
、
自
然

資
源

管
理

に
関

し
て

の
介

入
を

行
っ

て
い

な
い

の
で

、
収

入
創

出
活
動
に
関
す
る
能
力
強
化
が
主
で
あ
り
、
後
述
す
る

3B
で
扱
う
。

 

セ
ミ
ナ
ー
（

A
tli

er
）

研
修
（

Fo
rm

at
io

n）
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の
資

金
調

達
を

支
援
す
る
。

 
が

あ
る

。
 

1)
 

活
動

の
主
体
（
責

任
者

と
実

施
者

）
が

明
ら
か
で

は
な

い
。
も
し
、
こ
の
活
動
の
裨
益
者
（
こ
こ

で
は

C
LP

A
）
が

資
金

の
調

達
が

本
当

に
必

要
で

あ
る
な
ら
ば
、
自
立
発
展
性
を
か
ん
が
み
、
日

本
人

専
門
家

で
は

な
く

セ
ネ

ガ
ル

の
行

政
組

織
が

責
任

を
も
っ
て
支
援
を
す
る
方
が
望
ま
し
い
。

2)
 

C
LP

A
は

果
た
し

て
資

金
を

必
要

と
し

て
い

る
か

。
も
し
、

C
LP

A
が
水
産
資
源
の
共
同
管
理
の

た
め

の
決
定

機
関

と
し

て
機

能
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
C

LP
A
が
必
要
で
あ
る
資
金
は
、
最
小
限
に

食
い

止
め
ら

れ
、

協
議

の
場

と
時

間
を

確
保

す
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

  
C

LP
A
の

資
金
に

関
し

て
は

、
当

初
、
ピ

ロ
ー
グ

の
登

録
料
の

60
％
が
住
民
組
織
に
返
さ
れ
る
こ
と

が
決

ま
っ
て

い
た

。
し

か
し

、
ジ

ョ
ア

ー
ル

で
の

聞
き

取
り
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

C
LP

A
な
ど
住
民

レ
ベ

ル
へ
の

返
金

が
行

わ
れ

な
か

っ
た
。
も

し
、
資

金
調

達
を
自
立
発
展
的
に
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
セ

ネ
ガ

ル
側
の

行
政

機
関

を
通

し
て

の
支

援
の

方
が

望
ま

し
い

7 。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
こ

の
活

動
に

関
連

し
、

3B
で

後
述
す
る

収
入
創

出
活
動

（
以
下

、
A

G
R
）

を
通

し
て
行

う
と

位
置

づ
け

た
。

3B
の

活
動

3-
9
を

参
照
の
こ
と
。

 

調
達

方
法

に
関

し
て
変
更
が
あ
っ
た
。

 
  

 
2-

9 
C

LP
A
の
活

動
計

画
及

び
予

算
化

活
動

を
支
援
す
る
。

 

{P
D

M
} 

上
記

2-
8
同

様
、
活

動
の

主
体
が

明
ら

か
に

な
っ

て
い
な
い
。
加
え
て
、

3A
で
扱
う
自
然
資

源
管

理
活
動
や

3B
で

扱
う
収

入
創

出
活

動
以

外
で
、

C
LP

A
と
し
て
の
活
動
の
計
画
が
、

組
織

と
し
て

ど
の

程
度

必
要

で
あ

る
か
、
あ

る
い

は
、
会
計
簿
記
入
な
ど
の
実
務
的
な
こ
と

の
み

意
味
し

て
い

る
の

か
、

不
明

。
 

 
上

記
の

活
動

2-
8
で

述
べ

た
よ
う

に
、

収
入

向
上

活
動

と
関
連
し
て
資
金
調
達
を
行
う
、
と
変
更
さ

れ
た

。
 

上
記

の
研
修
（
活

動
2-

7）
の
な

か
に

、
資

金
調

達
に

関
す

る
実
務
的
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

聞
き

取
り
に

よ
れ

ば
、

C
LP

A
の

文
書

は
会

計
簿

も
含

め
、
す
べ
て
末
端
の
行
政
官
で
あ
り

C
LP

A
の

メ
ン

バ
ー

で
あ

る
C

he
f d

e 
Po

st
e
が

管
理
し

て
い

る
。

 

上
記
活
動

2-
8
と
の

関
連

か
ら

も
内

容
の
確
認
・
整
理
が
必

要
。

 
 （
注
：
次
年
度
の
活

動
に
て
、

C
LP

A
の

機
能

を
改

め
て

精
査
す
る
）

 

 
2-

10
 計

画
さ

れ
た

活
動

の
進

捗
を

フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価

す
る
。

 

こ
の

評
価
グ

リ
ッ

ド
の

冒
頭

に
述

べ
た

よ
う

に
、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

の
」
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
と

評
価

に
関

し
て
、

JC
C
で

承
認

を
得

た
正
式
文
書
が
な
か
っ
た
。
今
後
、
サ
イ

ト
ご

と
の
サ
ブ

PO
を

作
成
し

、
こ

の
活

動
自

体
に

つ
い

て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の

際
、

C
LP

A
活

動
に

関
し
、

何
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
す
る
の
か
、
関
係
者
間
で
認
識
を
共
有

す
る

必
要
が

あ
る

。
 

左
欄

の
最

後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
活
動

内
容

の
整

理
が

必
要
。

 
（
注
：
次
年
度
の
活

動
に
て
、

C
LP

A
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評

価
対

象
を

改
め

て
精
査
す
る
）

 
 

3A
 : 

漁
業
管
理

支
援

 
 

 
3-

1 
C

LP
A

の
承

認
を

得
、

C
LV

と
協

力
の
う
え
、
漁
業
活

動

対
象

村
4
村

に
お

け
る

漁
業

活
動

に
つ

い
て

の
調

査
は
、

20
09

年
に
実
施
さ
れ
た
（

Pr
/R

 C
ha

pt
er

 3
, 

Pa
ge

29
-4

2）
。

次
の

項
目

を
含

む
。

 
(1

) 
漁

村
の

成
り

立
ち

  

完
了

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
    

7  
こ
れ
に

関
し
、

C
/P

は
財
務
省
の
責
任
と
し

て
い

る
が

、
JC

C
の

構
成

員
に

財
務

省
関

係
者

を
入

れ
る

、
あ

る
い
は
、

C
/P

の
な
か
で
中
央
レ
ベ
ル
に
ポ
ス
ト
を
も
つ
者
が
こ
の
課
題

に
関
し
て
問
題
提
起
を
行
う
な
ど
、
セ
ネ
ガ

ル
側

で
の

働
き

か
け

が
特

に
必

要
な

活
動

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。
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（
技
術
、
漁
期
、
対

象
魚
種
、
海

産
物

の
流
通
販
売
な

ど
）
に

つ
い

て
の

調
査

を
実
施
す
る
。

 

(2
) 

漁
 
船

 
(3

) 
漁

 
民

 
(4

) 
漁

具
漁

法
  

(5
) 

漁
業

生
産

 
(6

) 
季

節
移

動
  

(7
) 

世
帯

収
入
の

漁
業

へ
の

依
存

度
 

(8
) 

流
 
通

 
(9

) 
加

 
工

 
 

3-
2 

上
記

調
査

結
果

に
つ
い
て
報
告
・
確

認
す

る
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

、
C

LP
A
と
協

力
し

て
開
催
す
る
。

 

こ
の

活
動
は

、
20

10
年

1
月
に

各
対

象
村

で
開

か
れ

た
、

C
LP

A
の
活
動
開
始
時
会
議
の
一
環
と
し

て
実

施
さ
れ

た
。

各
会

議
の

参
加

者
は

、
次

の
と

お
り

。
 

 
表

：
20

10
年

1
月

の
セ

ミ
ナ
ー
実
施

 
村

 
期

間
 

参
加
者
数

行
政
か
ら
の
出
席
者
数

 
ロ

ン
プ

ー
ル

 
20

10
年

1
月

7
日

～
8
日

 
50

 
4 

カ
ヤ

ー
ル

 
20

10
年

1
月

18
日

～
19

日
 

40
 

3 
ジ

ョ
ア

ー
ル

 
20

10
年

1
月

11
日

～
12

日
 

50
 

3 
ジ

ェ
フ

ェ
ー

ル
 

20
10

年
1
月

14
日

～
15

日
 

50
 

3 
情

報
源

：
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t m
ad

e 
fo

r t
he

 M
id

-T
er

m
 E

va
lu

at
io

n 
注

：
 
 
各

会
議

へ
の

参
加

者
数

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
提

出
文
書
ど
お
り
。

 
 

こ
の

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
、

後
述

す
る

活
動

3-
7
の

社
会

経
済
調
査
の
結
果
報
告
・
確
認
の
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
と

と
も

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

完
了

 

 
3-

3 
調
査
結
果
の

C
LP

A
に
よ
る
承
認
後
、
行

政
機

関
・

研
究

機
関

・
漁

業
関

係
者

（
漁

民
）

と
と

も
に

、
利

用
可

能
な

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て
、
課
題
の
あ
る

魚
種

の
資

源
管

理
計

画
を

そ
れ

ぞ
れ

の
村
（
地
域
）
で
準

備
す
る
。

 

{P
D

M
} 

住
民

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
尊

重
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

自
身

で
の

介
入

が
な

い
例

（
カ

ヤ
ー

ル
）
に
つ

い
て
は

、
こ
の

活
動
に

関
す

る
表

現
の
な
か
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
る

。
活

動
の
実

施
者

を
住

民
と

し
て

こ
の

活
動
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
専
門
家
や
行
政
の

直
接

の
介
入

が
な

い
例
（

カ
ヤ
ー

ル
）
に

つ
い
て
も
、
こ
の
活
動
の
な
か
で
含
む
こ
と
が
で

き
る

。
こ

の
活
動

の
表

現
は

、
む

し
ろ

成
果

の
指
標
の
一
部
と
し
て
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る

。
活

動
と
す

る
場

合
に

は
、
具

体
的

な
活
動
（
上
記
の
よ
う
な
、
研
修
や
会
議
の
実
施

な
ど

）
と
し

て
表

現
す

る
方

が
望

ま
し

い
。

 
 

関
係

者
か
ら

の
一

連
の

聞
き

取
り

で
明

ら
か

に
な

っ
た

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
活
動
に
つ
い

て
特

に
、
住

民
の

意
見

や
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
尊

重
し

て
進
め
た
。
こ
こ
で
の
住
民
と
は
、

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
や

C
LP

A
に

代
表

を
送
っ

て
い

る
コ

レ
ー

ジ
ュ

や
G

IE
と
い
っ
た
同
業
者
や
同
じ
経
済
活
動
を

行
っ

て
い
る

住
民

グ
ル

ー
プ

を
指

す
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

カ
ヤ

ー
ル

で
は

C
LP

A
の

設
立

前
か

ら
存

在
す

る
カ

ヤ
ー

ル
漁

業
委

員
会

C
om

ité
 d

e 
Pê

ch
e 

de
 C

ay
ar
（

以
下

、
C

PC
）

に
よ

っ
て
行

わ
れ
て
い
る
自
主
的
な
資
源
管
理
活
動
が

あ
る

こ
と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
は

介
入

し
て

い
な
い
。

 
こ

の
点

に
関

し
て

は
、

同
地

域
で

は
数

多
く

の
開

発
パ

ー
ト

ナ
ー

が
介

入
し

て
活

動
し

て
い

る
（

1
月

8
日

聞
き

取
り

）
こ
と

を
見
極

め
る

と
と

も
に

、
果
た

し
て
本
当
に

C
PC

の
み
の
活
動
で
共
同
資
源

管
理

が
可
能

で
あ

る
の

か
に

つ
い

て
考

慮
し

、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
も
、
整
理
が

実
施
中

 
 左

欄
に

記
し

た
カ

ヤ
ー

ル
の

例
に

つ
い
て
、
関
係
者
間
の

認
識

の
違

い
や

事
実

関
係

の
整

理
、

PD
M

の
表

記
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
。

（
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）
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必
要

で
あ
る

。
 

一
方

、
聞

き
取
り

の
な

か
で

明
ら

か
に

な
っ

た
よ

う
に
、
資

源
管
理
計
画
を
決
め
る
過
程
の
な
か
で
、

会
議

参
加

者
の

な
か

で
の

意
見

の
調

整
が

不
全

で
あ

る
こ

と
や

会
議

出
席

者
が

徐
々

に
減

少
し

て
い

っ
た

。
今

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

と
な
る
。

 
 

3-
4 

資
源

管
理

計
画

の
実
施
を
、
共
同
漁

業
監
視
、
法
制
化
を

通
し

、
法

的
・

科
学

的
・
技
術
的
面
か

ら
支
援
す
る
。

 

{P
D

M
} 

こ
の

活
動

3-
4
は

、
仏

語
原
文
で
「

～
を

通
し
て
（

à 
tra

ve
rs
）
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま

な
活
動

を
含

む
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

表
現
の
整
理
が
必
要
。

 
 

下
に

述
べ
る

よ
う

に
、
実

際
に
は

数
多

く
の

活
動

が
実

施
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
に
あ
る

も
の

を
例
と

し
て

次
に

挙
げ

る
。

 
 

活
 
動

 
対

象
村

 
参
考
文
書

 
底

刺
し

網
（

モ
ノ

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

）
試

験
 

ロ
ン

プ
ー
ル

村
、

Sa
ré

 D
ao

村
 

In
t/R

 
第

3
章

 

広
域

化
資
源

管
理

 
ジ

ョ
ア

ー
ル

村
と

シ
ン

デ
ィ

ア
で

開
始

、
ン

ブ
ー

ル
 県

内
で

拡
大

 

In
t/R

 
第

5
章
、

 
20

10
年

10
月
、

11
月
月
報

 
コ

ン
セ

ン
サ

ス
 

会
議

 
上
記
、広

域
化
資
源
管
理
の
対
象
村

In
t/R

 
第

5
章
の
う
ち
、

 
p.

26
～

p.
28

  
 

マ
ダ

コ
の

産
卵

用
タ

コ
つ

ぼ
製
作

と
沈

設
 

上
記
、広

域
化
資
源
管
理
の
対
象
村

In
t/R

 
第

5
章
の
う
ち
、

 
p.

29
～

p.
30

  
貝

殻
漁

礁
 

ジ
ョ

ア
ー
ル

 
In

t/R
 
第

6
章

 
底

刺
し

網
試

験
 

ジ
フ

ェ
ー
ル

 
In

t/R
 
第

7
章

 
モ
ン
ゴ
ウ
イ
カ
人
工
産
卵
床

ジ
フ

ェ
ー
ル

 
In

t/R
 
第

8
章

 
 

こ
れ

に
見
る

よ
う

に
、

ほ
と

ん
ど

は
科

学
的

・
技

術
的

な
調
査
や
支
援
に
な
っ
て
い
る
。

 
こ

れ
ら

の
活

動
の

な
か

に
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

の
計
画
に
含
ま
れ
ず
、
途
中
か
ら
加
え
ら
れ

た
活

動
も
あ

る
。
こ

の
こ

と
が
上

記
で

述
べ

た
対

象
地

域
の

拡
大
と
も
関
連
し
、
投
入
の
検
証
で
述
べ

た
よ

う
に

、
JI

C
A

の
技

術
協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

は
異

例
な

投
入

の
拡

大
の

一
因

と
な

っ
て
い

る
。

 
ま

た
、

次
の

問
題

に
関

し
て

指
摘

が
あ

っ
た

。
（

 
）

内
は
指
摘
し
た
者
や
会
議
。

 
①

 
モ

ノ
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
：

法
的

に
問

題
（

合
同

評
価

会
議
）

 
②

 
広

域
化
：

現
場
が

混
乱
（

世
銀
）

、
行
政

と
の
間

で
調
整

、
合
意

が
な
さ

れ
て
い

な
い
（

C
LP

A
ジ

ョ
ア

ー
ル

）
、

10
村

中
4
村

が
世

銀
の

対
象

村
と

重
複
し
て
お
り
、
連
携
す
る
必
要
が
あ
る

と
の

指
摘
が

あ
っ

た
（

10
月

7
日

の
ダ

カ
ー
ル

に
お
け
る
共
同
資
源
管
理
セ
ミ
ナ
ー
）

8 。
 

そ
の

他
同
じ

く
、
優

先
順

位
と
投

入
と

の
関

係
、
す

な
わ
ち
、
効
率
性
を
か
ん
が
み
て
、
精
査
す
る

必
要

性
の
あ

る
も

の
と

し
て

、
マ

ダ
コ

の
産

卵
用

タ
コ

つ
ぼ
製
作
・
沈
設
、
並
び
に
、
モ
ン
ゴ
ウ
イ
カ

人
工

産
卵
床

が
挙

げ
ら

れ
る

。
 

新
し

い
PD

M
上

で
、
各
活
動
項
目
を

整
理

す
る

必
要

あ
り
。

 
（
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
8  

参
加
者

数
は

84
 名

（
政
府
関
係
・
水
産
団
体

42
 名

、
援

助
関

係
13

 名
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

関
係

5 
名
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

24
 名

）
。
こ
の
指
摘
に
対
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

連
携
の
た
め
の
作
業
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
な

く
、

水
産

局
で

あ
る

と
回

答
し

て
い

る
（

20
10

年
10

月
月
報

）
。
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3-

5 
C

LP
A
に
よ

っ
て

策
定

さ
れ

た
資

源
管

理
計

画
が

効
果

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

を
行
う
。

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、
こ

の
活
動

が
2-

10
に

同
じ

と
し
て
い
る
（
準
備
資
料
）
が
、
こ
の
活
動
に
関

し
て

は
、
資
源
管

理
計

画
の

実
行

状
況

と
し

て
と

ら
え

、
こ
の
活
動
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
何
を
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
す

る
の

か
整

理
が

必
要

。
 

上
記

活
動

3-
4
に

見
る

よ
う

な
傾

向
を

反
映

し
、

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
多
く
は
技
術
的
な
調
査
や
支
援

に
限

っ
て
行

わ
れ

て
い

る
。

 
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
一

部
活

動
に

関
し

、
3-

4
で
支
援
を
再
委
託
で
行
っ
た
者
が
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
と

し
て

い
る

が
、
再

委
託

で
あ
れ

ば
な

お
さ
ら
の
こ
と
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
に
つ

い
て

、
実
施

者
、

報
告

の
方

法
、

内
容

、
手

順
に

つ
い

て
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

 

左
欄

で
述

べ
る

よ
う
に
、
関
係
者
間
で

の
活

動
内

容
の

確
認

、
PD

M
上

で
の

整
理
が
必
要
。

 
（
注
：
そ
の
後
、
合

同
評

価
委

員
会

に
て

PD
M

を
変
更
済

み
）

 
 

3B
 : 

収
入

創
出

活
動
（

A
G

R
）

 
 

 
3-

6 
各
対
象
漁
村
に
お
い

て
、
活
動
の
現
状
と

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
係

る
社
会
経
済
調
査
を

実
施
す
る
。

 

社
会

経
済
状

況
調

査
が

、
4
村
で

実
施

さ
れ

た
。

 
以

下
の

調
査

項
目

を
含

む
；
人
口
・
民

族
・
宗

教
、
人

の
移

動
、
主

な
産
業

、
婚

姻
、
教
育

、
社

会
・

ジ
ェ

ン
ダ
ー

、
経

済
活

動
グ

ル
ー

プ
、
外
部

か
ら

の
支

援
機
関
、
経
済
活
動
、
一
年
間

/一
日
の
決
ま
っ

た
活

動
、
情

報
源

。
 

完
了

 

 
3-

7 
調

査
結

果
報

告
と

確
認

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を
、

C
LP

A
と

協
力

の
う

え
、

開
催

す
る
。

 

こ
の

活
動
は

、
上

記
活

動
3-

2
で

述
べ

た
資

源
管

理
に

関
す
る
調
査
の
結
果
報
告
と
と
も
に
、

20
10

年
1
月

に
開

か
れ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
実

施
さ

れ
た

。
 

 上
記

、
活
動

3-
2
参

照
。

 

完
了

 

 
3-

8 
導

入
に

適
し

た
収

入
源

創
出

活
動

を
見
極
め
、
そ

の
実

施
の

た
め

に
裨

益
者

の
能

力
強

化
を

行
う
。

 

{P
D

M
} 

こ
の
活
動
は
、
「
収
入
創
出
活
動
（
以
下
、

A
G

R）
の
見
極
め
（
さ
ら
に
は
、
決
定
）
」
と
「
実

施
の
た
め
の
能
力
強
化
」
と
い
う
、
少
な
く
と
も

2
つ
の
活
動
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 な

お
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ
る

A
G

R
に

関
す

る
活

動
は

、
そ
の
実
施
時
期
と
対
象
地
域
か
ら

2
つ
の

グ
ル

ー
プ
に

分
け

ら
れ

る
；

 
①

 
20

10
年

度
に

A
G

R
が

開
始
さ

れ
た

カ
ヤ

ー
ル

と
ジ

ョ
ア
ー
ル

 
②

 
現

在
ま

だ
活

動
計

画
が

協
議

さ
れ

て
い

る
ロ

ン
プ

ー
ル
と
ジ
フ
ェ
ー
ル

 
 

C
ha

pt
er

 1
0（

Pa
ge

 5
2 

to
 5

6）
of

 th
e 

In
te

rim
 R

ep
or

t. 
 

表
：

C
O

G
EP

A
S
の

枠
内

で
現
在

実
施

中
の

A
G

R
、
ミ
ル
・
プ
ラ
ン
ト

 
対

象
村

 
カ

ヤ
ー

ル
 

ジ
ョ
ア
ー
ル

 
活

動
状

況
 

現
在

は
休
止

中
 

展
開

中
 

住
民

負
担

 
原

 
料

 
原

 
料

 
事

業
計

画
 

特
に

な
し

 
（

不
明

*）
 

市
場

意
識

 
特

に
な

し
 

50
kg

の
袋

に
加
え
、

10
kg

と
15

kg
を
作
成

 
* 
ジ

ョ
ア

ー
ル

訪
問

時
、

ミ
ル

に
い

た
の

は
雇

用
さ

れ
た
男
性

2
名
の
み
で
、
女
性
グ
ル
ー
プ

の
話

は
聞
け

な
か

っ
た

。
ま

た
、

C
LP

A
の

会
議

に
女
性
の
参
加
が
な
か
っ
た
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、
カ

ヤ
ー
ル

と
ジ

ョ
ア

ー
ル

に
お

け
る
活
動
で
、

C
LP

A
に
お
け
る
、

A
G

R
活

実
施
中

 
 （

カ
ヤ

ー
ル

と
ジ

ョ
ア

ー
ル

で
は

能
力

強
化

ま
で

完
了
。
ロ
ン
プ
ー
ル
と

ジ
フ
ェ
ー
ル
で
は
、

活
動

計
画

に
つ

い
て
協
議
中
）
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動
の

選
定
や

計
画

な
ど

の
協

議
に

時
間

を
か

け
て

行
っ

て
い
る
。
両
村
に
お
い
て
、
ミ
ル
・
プ
ラ
ン
ト

に
よ

る
魚
粉

製
造

が
対

象
活

動
と

し
て

決
定

さ
れ

た
。

 
そ

の
協

議
支

援
の

一
部

や
、
そ
の

後
行

わ
れ

た
能

力
強

化
に
つ
い
て
は
、
現
地
再
委
託
に
よ
り
実
施
。

能
力

強
化

は
、

生
産

加
工

活
動

と
運

営
管

理
に

大
き

く
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
カ

ヤ
ー

ル
と

ジ
ョ

ア
ー
ル
に
お
い
て
は
、
既
に
こ
れ
ら
の
研
修
が
、
ミ

ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
、
資
機
材
の
整
備
な
ど
と

と
も

に
完
了

し
て

い
る

。
両

村
と

も
、

8
日

間
か

け
て

研
修
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

14
名
と

12
名
の

研
修

参
加
者

が
い

た
。

 
ロ

ン
プ

ー
ル

と
ジ

フ
ェ

ー
ル

に
関

し
て

は
、
活
動

内
容

と
裨
益
者
グ
ル
ー
プ
の
対
象
の
絞
り
込
み
に

つ
い

て
、
協

議
が

続
行

中
で

あ
る

（
1
月

9
日
、

1
月

11
日
）

。
 

実
際

の
収
入

創
出

活
動

の
進

捗
に

つ
い

て
は

、
活

動
3-

10
の
関
連
情
報
を
参
照
の
こ
と
。

 
 

3-
9 

裨
益

者
に

よ
る

収
入

源
創

出
活

動
の

た
め

の
資

金
調

達
を
支
援
す
る
。

 

セ
ネ

ガ
ル
に

は
、

C
re

di
t M

ut
ua

lな
ど

、
団
体
に

対
し

て
貸
付
を
行
う
資
金
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て

い
る

。
今

後
、
他

の
地

域
で

女
性

た
ち

が
展

開
を

望
ん

だ
と
き
、
あ
る
い
は
、
現
在
活
動
し
て
い
る
女

性
グ

ル
ー
プ

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
事

業
展

開
や

拡
大
を
望
ん
だ
と
き
に
、
資
金
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
確

保
さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

実
施
中

 

 
3-

10
 A

G
R

の
実

施
状

況
に
関
し
、
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
、
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価

を
行

う
。

 

{P
D

M
} 

他
の

活
動
、
特
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
評

価
活

動
と

同
様
、
責
任
者
と
実
施
者
が
明
確
に
さ
れ

て
い

な
い
。

 
 

ま
た

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
法

に
つ

い
て

ま
だ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
関

係
者

の
間

で
確

立
し

て
い

な
い

。
こ

れ
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
用

紙
作

成
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど
実
務
的
作
業
に
つ
い

て
の

決
定
が

な
さ

れ
て

い
な

い
状

況
と
、
現
地
聞

き
取

り
で
の
セ
ネ
ガ
ル

C
/P

を
含
む
関
係
者
の
発
言

内
容

か
ら
の

判
断

。
 

＜
関

連
情
報

：
20

11
年

1
月
の

中
間

評
価

時
点

で
の

進
捗

状
況
に
つ
い
て
補
足
＞

 
･ 

カ
ヤ

ー
ル
で

は
、

原
料

と
な

る
魚

の
水

揚
げ

が
少

な
い

こ
と
か
ら
、
活
動
は
一
時
休
止
し
て
い
る
。

ミ
ル

・
プ
ラ

ン
ト

で
は

、
設

備
試

行
の

あ
と

、
活

動
は

行
わ
れ
て
い
な
い
（

1
月

8
日

）
。

 
･ 

ジ
ョ

ア
ー
ル

で
は

、
ミ
ル
・
プ
ラ

ン
ト

は
稼

働
中

で
あ

り
、
女
性
た
ち
の
発
案
で
市
場
を
考
慮
に
入

れ
た

小
さ
い

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

作
成

す
る

な
ど

、
活

動
の

進
捗
や
女
性
グ
ル
ー
プ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
み

ら
れ
る

。
一

方
、
女

性
グ
ル

ー
プ

に
雇

用
さ

れ
た

現
場
作
業
員
に
対
し
て
は
、
給
与
の
支
払
い

は
ま

だ
で
あ

る
（

1
月

10
日
）

。
 

関
係
者
（
責
任
者
と

実
施
者
）
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
評
価
の
方

法
に

つ
い

て
明

確
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
（
注
：
次
年
度
の
活

動
に
て
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
評
価
方
法
を

整
理
す
る
）

 

 
活
動
実
績
の
概
要

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
対

象
地

域
に

お
け

る
実

際
の

問
題

や
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
一
部
の
活
動
に
関
し
て
当
初
の
計
画
か
ら

変
更

し
て
実

施
し

て
き

た
。

次
表

に
、

追
加

・
変

更
さ

れ
た
活
動
並
び
に
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
活
動
を
挙
げ
る
。

 
N

o 
追

加
・

変
更

さ
れ

た
活

動
 

備
 

考
 

(1
) 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
活

動
に

関
す

る
情

報
の

発
信

 
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
情
報
発
信
し
て
い
る
。
当
初

計
画
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

関
す

る
情

報
の

発
信

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
情
報
発
信
し
て
い
る
。
当
初

3-
4 

資
源

管
理
計

画
の

実
施

を
、

共
同

漁
業

監
視

、
法
制
化
を
通
し
、
法
的
・

科
学
的
・
技
術
的
面

か
ら

支
援
す

る
。

 

こ
の

活
動

は
、

い
く

つ
か

の
サ

ブ
・

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
に

分
か

れ
て

い
る

。
多

く
は

、
科

学
的

・
技

術
的

な
調

査
や

支
援
で
あ
り
、
現
場
レ
ベ
ル
で
変
更
・
追
加
さ
れ
て
い
る
。
 

資
源

管
理
計

画
の

実
施

を
、

共
同

漁
業

監
視

、
こ

の
活

動
は

、
い

く
つ

か
の

サ
ブ

・
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

に

N
o 

実
施

さ
れ
な

か
っ

た
活

動
 

備
 

考
 

2-
6 

各
漁
村
に
お
い
て
、

CL
PA

及
び

CL
V
の
機
能
、

活
動
状
況
を
踏
ま
え
、
事
務
所
を
建
設
す
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

既
存

の
建

物
を

利
用

す
る

こ
と

で
C

LP
A
や

C
LV

は
機
能
す
る
と
考
え
、
建
設
し
な
か
っ
た
。 

各
漁
村
に
お
い
て
、

及
び

の
機
能
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
既

存
の

建
物

を
利

用
す

る
こ

と
で

注
：

 プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、

（
1）

に
挙

げ
た
活

動
を

活
動

1-
4
で
の
漁
民
を
含
む
関
係
者
に
対
す
る
啓
も
う
の
欄
で
扱
っ
て
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い
る

が
、
情

報
の

発
信

の
対

象
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対
象
民
と
は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
区
別
し
て
い
る
。

 
   

成
果
の
検

証
 

 
成

果
の

指
標
が

多
く
挙

げ
ら
れ

て
い
る

が
、
そ

の
な
か

に
は
、

成
果
の

指
標
と

し
て
不

適
切
な

も
の
も

多
い
。

そ
の
た

め
、
各

成
果
産

出
の
検

証
の
前

に
、
指

標
の
選

定
に
つ
い

て
欄
を
当
て
て
い
る
。

 
大
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
（
成
果

1
の
指
標
の

選
定
）

 
{P

D
M

} 
こ

の
指

標
に

関
し

、
ど
の

よ
う
に

情
報

を
収

集
す
る
の
か
、
そ
の
手
段
は
何
か
に
つ
い
て
、

PD
M

中
に
記
載
が

な
い
。

し
か

し
、

こ
の

成
果

の
た

め
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
他

の
指

標
は

、
活

動
の

結
果

に
関

す
る

も
の

で
あ

る
な

ど
、

不
適

切
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

こ
で
は
、
指
標

1-
3
を
成

果
1
産
出
を
測
る
た
め
に
用
い
る
。

 
 「

指
標

1-
3
開
始

時
と

比
較

し
た

地
域

レ
ベ

ル
の

水
産
資
源
管
理
活
動
の
重
要
性
に
関
す
る
零
細
漁
民
の
意
識
向
上
度
」

 
C

LP
A

メ
ン

バ
ー

の
意

識
は

向
上
し
た
か

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

対
象

4
村

で
の

C
LP

A
や
漁

業
関

係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
の
結
果
、

C
LP

A
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、

C
LP

A
の

機
能

が
ど

の
よ

う
に

、
資

源
管

理
に

結
び
つ
く
か
、
資
源
の
枯
渇
が
将
来
の
世
代
の
漁
業
に
与
え
る
影

響
を

最
小

限
に

食
い

止
め

る
た

め
に

必
要

な
水

産
資

源
管
理
の
地
域
で

の
取
り
組
み
や

活
動
の
重
要
性

に
つ
い
て
、

理
解

し
て

い
る

と
い

え
る

。
 

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
以

外
の

漁
業

関
係

者
の

意
識

は
向

上
し

た
か

 

C
LP

A
の

メ
ン
バ

ー
と

な
っ

て
は

い
な

い
（
す
な

わ
ち

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

研
修

へ
の

参
加

の
機

会
が

少
な

か
っ

た
）

者
の

若
干

名
か
ら
、
資
源

共
同
管
理
の
意

義
に
つ
い
て
十

分
に
理
解
し

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

発
言

も
あ

っ
た

（
ロ

ン
プ

ー
ル

と
ジ
ョ
ア
ー
ル
）
。

 
 

漁
業

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
意

識
を

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

 
 

表
：

何
人
が

資
源

共
同
管
理
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
る
か

 
10

0
人

に
対
し
て

何
人

？
 

答
 
え

 
10

0
人
に
対
し
て
何
人
？

 
答
 

え
 

0
人

以
上

10
人

未
満

 
1 

60
人
以
上

70
人
未
満

 
1 

10
人

以
上

20
人

未
満

 
0 

70
人
以
上

80
人
未
満

 
0 

20
人

以
上

30
人

未
満

 
0 

80
人
以
上

90
人
未
満

 
1 

30
人

以
上

40
人

未
満

 
2 

90
人
以
上

10
0
人
未
満

 
0 

40
人

以
上

50
人

未
満

 
4 

10
0
人
中
 

10
0
人

 
2 

50
人

以
上

60
人

未
満

 
1 

合
 

計
 

12
 

情
報

源
：

 1
月

11
日

の
ジ

フ
ェ

ー
ル

で
の

聞
き

取
り

 
注

：
 

質
問

の
意
図

を
理

解
で

き
ず

、
答

え
な

か
っ
た
参
加
者
が
半
数
程
度
い
た
。

 

成
果

1：
各
対
象
漁
村

に
お
い
て
、
零
細
漁
業

関
係

者
9 の

水
産

資
源

の
持

続
的

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
意

識
が
向

上
す
る
。

 

成
果

1
の
達
成
度

の
ま

と
め

 
成

果
1
は

あ
る

程
度

達
成

し
つ

つ
あ

る
と

い
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

C
LP

A
メ
ン
バ
ー
以
外
の
零
細
漁
業
関
係
者
に

対
し

て
は

こ
れ

に
つ

い
て

の
水

産
資

源
管

理
活

動
の

重
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
浸

透
さ
せ
る
た
め

に
、
更
に
ア

ク
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
9  

仏
語
原
文
で
は
、

ac
te

ur
s d

e 
la

 p
êc

he
 a

rti
sa

na
le
（

=a
ct

or
s o

f s
m

al
l s

ca
le

 fi
sh

er
y）

で
あ
り

、
直

訳
で

は
「

零
細
（
規
模
）
漁
業
の
ア
ク
タ
ー
」
と
な
る
。
合
同
評
価
会
議
に
お
い

て
も
、
「
漁
民
だ
け
で
は
な
く
、
仲
買
人
や

加
工

を
行

う
女

性
グ

ル
ー

プ
な

ど
を

含
む

漁
業

関
係

者
す

べ
て

を
含
む
」
と
の
再
度
確
認
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
ク
タ
ー
と
い
う
語

を
使
わ
ず
関
係
者
と
し
て
表
記
し
て
い
る
。
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成
果

2：
各
対
象
漁
村

に
零

細
漁

業
地

方
評

議
会
（

C
LP

A
）
及
び

地
方

漁
民

委
員

会
（

C
LV

）
が

設
置

さ
れ
、
各
会
の
組
織
が
強

化
さ
れ
る
。

 

（
成
果

2
の
指
標
の

選
定
）

 
{P

D
M

} 
旧

PD
M

に
お

け
る

成
果

2
の
指

標
は
、
成
果

1
同
様
、
活
動
の
結
果
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
な
ど
不
適
切
で
あ

る
と

判
断
し

た
。
そ

の
結
果

、
次

の
よ

う
に

、
新
し
い

PD
M

に
お
け
る
指
標
を
用
い
て
判
断
す
る
こ
と
に
す
る
。 

指
標

2-
A

-1
新
し

い
C

LP
A
の

組
織

が
決
定

し
、

そ
の

ス
テ
ー
タ
ス
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
。

 
指

標
2-

B
-1

少
な

く
と
も

1
つ
の

水
産

資
源

管
理

の
課
題
に
つ
い
て
、

C
LP

A
で
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
る
。

 
 

た
だ

し
、

2-
B

-1
の

最
後

の
部
分

で
「

承
認

」
と

あ
る

と
こ
ろ
を
尊
重
す
る
と
、
次
の
成
果

3
の
指
標
が
旧

PD
M

に
沿
っ

て
と

ら
れ
て

お
り

、
整

合
性

が
と

れ
な

く
な

る
た

め
、

こ
こ
で
は
協
議
の
み
を
指
標
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

 
C

LP
A
は
設
立
さ

れ
た

か
 

ロ
ン

プ
ー
ル

と
ジ

フ
ェ

ー
ル

に
お

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
C

LP
A
が
設
立
さ
れ
、
法
的
に
承
認
さ
れ
た
。

 
C

LP
A

の
承

認
は

円
滑

に
進

ん
だ
か

 
C

LP
A
の

法
的
承

認
に

関
し

て
は

、
時

期
を

早
め

る
た

め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
促
進
レ
タ
ー
が
出
さ
れ
て
い
る
。

日
付

は
不
明

（
In

t/ 
R
の

付
属
資

料
3）

。
 

 

水
産

資
源

管
理

の
方

法
に

関
し
て
の
協
議
が
、

C
LP

A
で

行
わ
れ
た
か

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
支

援
の

枠
組

み
の

な
か

、
3
つ
の

C
LP

A
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
介
入
し
た
。

 
カ

ヤ
ー

ル
に

関
し

て
は

、
カ

ヤ
ー

ル
漁

業
委

員
会

（
C

PC
）

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
尊

重
す

る
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

介
入
し

て
い

な
い

。
 

し
か

し
、

FA
O
、

U
N

D
P、

D
R

O
PE

C
H

E、
 A

FD
、

 P
AT

、
 W

W
F、

A
SE

A
（

go
ve

rn
m

en
t p

ro
gr

am
）
な
ど
が
既
に

介
入

し
て
い

る
と

い
う

、
C

PC
の

発
言

あ
り

。
純

粋
に

C
PC

だ
け
に
よ
る
自
主
管
理
と
は
い
え
な
い
点
、
要
注
意
。

 
 

成
果

2
の
ま
と
め

 
2
つ

の
新

し
い

C
LP

A
が
設

立
さ

れ
、

該
当

す
る

C
LP

A
に
お
い
て
、
水
産
資
源
管
理
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
や
承
認

が
進

ん
で
い

る
こ

と
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
介

入
に
よ
り

C
LP

A
の
能
力
が
強
化
さ
れ
成
果

2
は
ほ
ぼ
達
成
し
つ
つ
あ

る
と

い
え
る

。
 

 
成
果

2
の
促
進
・
阻

害
要

因
は

何
か

 
C

LP
A

の
承

認
に

関
し

、
関

係
の

行
政

だ
け

で
は

、
状

況
を

改
善

で
き

な
か

っ
た

点
、

今
後

の
自

立
発

展
性
と
も

関
連

し
、

考
慮
に

入
れ

て
支

援
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

成
果

3：
零
細
漁
業
関

係
者
の
、
地
域
レ
ベ
ル

の
水

産
資

源
管

理
能

力
及

び
漁

場
整

備
能

力
が
強
化
さ
れ
る
。

 

（
成
果

3
の
指
標
）

 
指

標
は
旧

PD
M

の
も

の
か

ら
、
適

し
た

も
の
の

み
を
選
択
し
て
い
る
。
指
標

3-
5
は
、
「
各
漁
村
の
活
動
に
関
連
し
て

制
定

さ
れ
た

規
定

数
（

Le
 n

om
br

e 
de

 m
es

ur
es

 ré
gl

em
en

ta
ire

s 
in

st
itu

ée
s 

re
la

tiv
em

en
t à

 c
es

 in
iti

at
iv

es
 lo

ca
le

s）
と
あ

る
が

、
数
で

は
な

く
、

そ
の

地
域

に
適

し
た

規
定

が
決

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
指
標
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

 
3-

4 
共

同
監
視

体
制

の
構

築
 

3-
5 

地
域

の
イ

ニ
チ

ア
テ

ィ
ブ

に
よ

り
そ

の
地

域
に

適
し
た
規
定
が
策
定
さ
れ
る
か

 
3-

6 
上

記
規
定

の
順

守
状

況
 

 
共
同
監
視
に
つ
い

て
、

CL
PA

や
関

係
者

の
役

割
が

決
ま

っ
た
か

 

ロ
ン

プ
ー
ル
の

C
LP

A
で

は
、

共
同

監
視

を
行

う
小
委
員
会
の
活
動
が
活
発
で
あ
る
。

 

 
共
同
監
視
に
つ
い
て
、
漁
業
関

係
者
間
で
理
解
が
進
み
、
何
ら

か
の
活
動
が
起
こ
さ
れ
た
か

 

ロ
ン

プ
ー
ル

で
は

、
刺

し
網

の
数

10
％

の
削
減

の
た
め
、
網
の
提
出
が
行
わ
れ
た
。
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地

域
の

現
状

に
即

し
た

規
定

が
策
定
さ
れ
た
か

 
ロ

ン
プ

ー
ル

と
ジ

フ
ェ

ー
ル

で
は

、
C

LP
A

が
水

産
資
源
管
理
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
協
議
し
決
定
し
た
。
規
定

の
範

囲
や

対
象

魚
種

、
内

容
に

関
し

て
は

、
地

域
に

よ
り
違
い
が
あ
る
。

 
 

表
：

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
で

行
わ
れ
て
い
る

4
漁
村
で
の
水
産
資
源
管
理
活
動

 
村

 
ロ

ン
プ

ー
ル

 
カ

ヤ
ー
ル

 
ジ
ョ
ア
ー
ル

 
ジ
フ
ェ
ー
ル

 
会

議
回

数
 

8 
0 

13
 

7 
該

当
魚

種
 

ニ
 
ベ

 
シ

タ
ビ

ラ
メ

 
et

c.
 

N
/A

 
マ
ダ
コ

 
ハ
 

タ
 

シ
ン
ビ
ウ
ム

 
et

c.
 

シ
タ
ビ
ラ
メ
類

 
モ
ン
ゴ
ウ
イ
カ

 
et

c.
 

資
源

管
理
計

画
策

定
済

み
 

N
/A

 
策
定
済
み

 
策
定
済
み

 
出

所
：

 t
he

 P
ro

je
ct

 D
oc

um
en

t p
re

pa
re

d 
fo

r t
he

 M
id

-te
rm

 E
va

lu
at

io
n
た
だ
し
、
会
議
数
は
、

In
t/R

か
ら

。
 

注
：

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

カ
ヤ

ー
ル

に
お

け
る

住
民

自
身

に
よ

る
水

産
資

源
管

理
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

尊
重

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
介

入
し

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

と
し
て

ま
と

め
る

こ
の

表
の

中
で
は

N
/A

と
し
て
い
る
。

 
 

規
定

は
漁

業
関

係
者

に
よ

り
守
ら
れ
て
い
る
か

 
規

定
の

順
守

状
況

は
、
地

域
に
よ

り
違

い
が

あ
る

。
C

LP
A
、
他
の
漁
業
関
係
者
や
行
政
関
係
者
な
ど
に
対
す
る
聞
き
取

り
に

よ
り
、

次
の

よ
う

な
状

況
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

 
①

 
ロ

ン
プ

ー
ル

村
で

は
、

C
LP

A
関

係
者

に
よ

れ
ば
、

C
LP

A
が
採
択
し
た
規
定
は

10
0％

の
率
で
守
ら
れ
て
い
る
。
規

定
に

反
す
る

30
-3

2-
36

の
メ

ッ
シ

ュ
サ
イ

ズ
の

網
は
、
漁
民
か
ら
放
棄
さ
れ
、

C
LP

A
の
監
視
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ

り
集
め

ら
れ

た
。

 
②

 
ジ

ョ
ア

ー
ル

で
は

、
C

LP
A

メ
ン

バ
ー

に
よ

れ
ば
、

C
LP

A
設
立
前
か
ら
漁
民
の
間
で
の
取
極
め
が
あ
り
、
今
回

の
C

LP
A

の
規

定
順

守
に

関
し

て
問

題
は

一
切

な
か

っ
た
。
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
村
の
漁
場
に
来
る
村
外
か
ら
漁

民
や

移
動
漁

民
で

あ
る

と
さ

れ
て

い
る

10
。

 
③

 
ジ

フ
ェ

ー
ル

で
の

聞
き

取
り

の
た

め
の

面
談

で
は

、
C

LP
A

が
採

択
し

た
網
目
サ

イ
ズ

に
関
す
る

規
定

11
を

す
ぐ

に
守

る
べ

き
と

い
う

意
見

と
、
ま
だ

40
m

m
の

網
が
使
え
る
間
は
使
い
た
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
る

2
つ
の
意
見
に
参

加
者

が
分
か

れ
た

。
 

 
成
果
の
達
成
に
関

し
、
促
進

と
阻
害
の
要
因
は
何

か
 

成
果

1（
活
動

1-
3）

や
成

果
2（

C
LP

A
の
構

成
）

と
も
関
係
し
て
く
る
が
、
「
広
域
化
資
源
管
理
」
に
関
連
し
、
複

数
の

開
発

パ
ー

ト
ナ

ー
の

現
場

が
混

乱
し

て
い

る
、

と
の
意
見
が
、

世
銀
側
か
ら
あ

っ
た
。
同
様
に

、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

か
ら

も
、

世
銀

と
の

関
係

で
問

題
が

あ
る

こ
と

が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

 
C

LP
A
ジ

ョ
ア
ー

ル
で

は
、

C
LP

A
メ

ン
バ
ー
か

ら
、
ン
ブ
ー
ル
県
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
間
で
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
る

必
要

が
あ
る

旨
の

発
言

が
あ

っ
た

。
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
10
 
こ
の

こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
広
域
化

」
水

産
資

源
管

理
に

取
り

組
む

こ
と

と
大

き
く

関
係

し
て

い
る

。
 

11
 

ジ
フ

ェ
ー
ル
を
含
む
パ
ル
マ
ラ
ン

C
LP

A
の

規
定

は
、

メ
ッ

シ
ュ

サ
イ
ズ

46
m

m
以

上
の

網
を

使
う

と
な

っ
て

い
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成
見
込

み
 

成
果

に
対
す
る
指
標
同
様
、

PD
M

中
に
は
、
複
数
の
指
標
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
合
同
評
価
委
員
会
に
て
成
果
の
指
標
と
し
て
は
不
適
切
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な

PD
M

で
設
定
さ
れ
た
指
標
を
利
用
し
て
い

る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

の
見

込
み

は
あ
る
か

 

指
標

(1
)各

対
象

村
の

C
LP

A
を

通
し

て
漁

民
と

行
政

官
が

策
定

し
た

計
画

に
基

づ
い
て
、
少
な
く
と

も
1
つ
の

資
源
管
理
活
動
が

、
実

施
さ

れ
る
。

 

(1
) 

共
同

資
源
管

理
の

計
画

と
実

施
 

中
間

評
価
ま

で
の

時
点

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
に
よ
り
資
源
管
理
活
動
を
始
め
た

C
LP

A
は
次
表
の
よ
う
に
、

3
つ

あ
る

。
 

 
対

象
村

 
C

o-
M

an
ag

em
en

t A
ct

iv
iti

es
 su

pp
or

te
d 

by
 th

e 
Pr

oj
ec

t 
 

ロ
ン

プ
ー
ル

 
メ

ッ
シ

ュ
サ

イ
ズ
の
制
限
（

40
m

m
以

上
）
。
刺
し
網
の
数
の

10
%
削
減

カ
ヤ

ー
ル

 
（

住
民

た
ち

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
活
動
）

 
ジ

ョ
ア

ー
ル

 
マ

ダ
コ

の
生

物
学
的
な
禁
漁
期
の
設
定

 
ジ

フ
ェ

ー
ル
（
パ

ル
マ

ラ
ン

）
メ

ッ
シ

ュ
サ

イ
ズ
の
制
限
（

46
m

m
以

上
）

 
注

：
 カ

ヤ
ー

ル
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
介

入
が

な
い

う
ち
に
既

に
資

源
管
理
活

動
が

開
始
さ
れ

て
い

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
そ

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ
を

尊
重
し
、

カ
ヤ

ー
ル
で
の

資
源

管
理
活
動

に
関

し
て

は
介

入
し
な

い
こ

と
と

し
た

。
 

 
指

標
(2

)上
記

の
資

源
管

理
活

動
が
、
計
画
文
書

に
従

っ
て

継
続
的
に
実
施
さ

れ
る

12
。

(2
) 

共
同

資
源
管

理
活

動
の

継
続

に
関

す
る

予
測

 
共

同
資

源
管

理
活

動
は

開
始

さ
れ

た
ば

か
り

で
あ
り
、
今
後
計
画
ど
お
り
継
続
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
現
時
点
で
確
証

は
な

い
。
い

か
に

、
阻

害
要

因
を

制
御

す
る

か
に
よ
る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
阻

害
要
因
は
な
に
か

 
①

 
村

内
で

の
規

定
の

順
守

状
況

：
 

罰
則

で
対
応

可

ロ

ン
プ

ー
ル
の

例
 

②
 

共
同

監
視
体

制
 

小
委

員
会
の

設
置

ロ

ン
プ

ー
ル

の
例

 
③

 
移

動
漁

民
や

移
住

漁
民

を
ど

の
よ

う
に

巻
き

込
む

か
 

移
住

者
や
隣

村
に

は
、
伝
統

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
文
化
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
プ
ラ
ス
、
共

同
監

視
体

制
 

④
 

長
期

的
に
は

、
県

条
例

設
定

を
め

ざ
し

て
の

村
間

で
の
協
議

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
12

 
こ
こ
で
、
「
計
画
文
書
に
従
っ
て
」
と
明
記

し
て

い
る

の
は

、
資

源
管

理
計

画
に

よ
っ

て
は

、
必

要
な

継
続

期
間

が
異
な
る
た
め
。

 

－ 161 －



 

2.
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
 

評
価
質
問

 
大
項
目

 
小
項

目
 

調
査
結
果

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
計

画
ど
お
り

実
施
さ
れ
た
か

 
 

上
記

「
投
入

実
績

」
と

「
活

動
実

績
」

で
述

べ
た

よ
う

に
、

「
実

績
」

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

時
に

比
し

て
投

入
量

が
増

減
し
て

い
る

。
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

計
画

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
間
評
価
の
時
点
ま
で
、
運
営
計
画
表
（

Pl
an

 o
f O

pe
ra

tio
n、

以
下

PO
）

 を
作
成
し
な
か
っ
た
。

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

実
施

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
専

門
家

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
は

行
わ

れ
て

き
た

。
ま

た
、

C
LP

A
設

立
支

援
や

収
入

向
上

活
動

支
援

で
は
、

現
地

再
委

託
で

の
事

業
支

援
の

一
環

と
し
て
位
置
づ
け
、
実
施
し
て
き
た
。

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

セ
ネ

ガ
ル

側
と
の
共
有

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

シ
ス

テ
ム

を
セ

ネ
ガ

ル
側

と
共

有
し

て
こ

な
か

っ
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
適

切
で

現
実

に
即

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

方
法

を
も

っ
て
い
る

か
 

再
委
託
と
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
 

再
委

託
先
が

あ
る

場
合

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
も

委
託

事
業

の
な

か
に

指
示

し
て

入
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
実

施
者

の
み

に
よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

だ
け

で
は

な
く

、
セ

ネ
ガ

ル
側

の
行

政
官

と
と

も
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
枠

組
み

の
な

か
で

、
各
活

動
項

目
に

つ
い

て
責

任
者

を
決

め
、
再
委
託
先
の
活
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要
も
同
時
に
あ
る
。

 
JC

C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

管
理

の
た

め
に

機
能

し
て
き
た
か

 

JC
C
の
構
成

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
JC

C
に
あ

た
る

、
運

営
委

員
会
（

C
om

ite
 d

e 
Pi

lo
ta

ge
）
は
、
海
洋
漁
業
局
（

D
PM

）
組
織
の
な

か
の

国
、
州

、
県

レ
ベ

ル
で
の

C
/P

か
ら

成
る

、
垂
直
構
造
と
い
え
る
。
共
同
水
域
局
（

D
A

C
）
を
除
き
、
他
の
局
は

含
ま

れ
て
い

な
か

っ
た

。
 

ま
た

、
財
務

省
や

外
務

省
な

ど
他

の
省

の
参

加
が

な
か
っ
た
。

  
 

JC
C
の
機
能

  
議

題
の

準
備

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
主

に
日

本
人
専
門
家
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
が
、
第

2
年
次
よ
り

C
/P

の
1

人
が

一
部
を

担
う

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
 

JC
C

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
つ

い
て

の
情

報
の

共
有
と
承
認
の
た
め
に
機
能
し
て
き
た
。
ま
た
、
現
場
レ
ベ
ル
で

の
事

柄
に
つ

い
て

協
議

が
多

く
も

た
れ

る
傾

向
に

あ
っ
た
。

 
一

方
、

JC
C
は

、
M

EM
の

法
的

、
戦
略

的
な
観

点
、
ま
た
他
の
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
調
整
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

に
関

し
て
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
た

め
に

機
能

し
な

か
っ

た
。

例
え

ば
、

収
入

創
出

活
動

に
お

い
て

ミ
ル

・
プ

ラ
ン

ト
の

計
画

が
提
案

さ
れ

た
と

き
、

M
EM

の
戦

略
の
観

点
か

ら
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
広
域
資
源
管
理
の
計

画
が

出
さ

れ
た
と

き
、

JC
C

や
そ

の
委

員
た
ち

か
ら
、
同
じ
地
域
で
活
動
す
る
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
調
整
を
行
う
と

い
う

イ
ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

が
発

現
し

な
か

っ
た

。
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

一
般

日
本

人
専
門

家
と

D
PM

本
局

の
C

/P
の

間
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
い
こ
と
が
、
双
方
か
ら
の
聞
き
取
り
で
明
ら

か
で

あ
る
。

該
当

の
C

/P
は

頻
繁

に
専

門
家

の
い

る
事
務
所
を
尋
ね
、
情
報
の
共
有
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。

 
一
方
、
地
方
の

C/
P
と
専
門
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
地
で
の
活
動
の
実
務
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
て
き
た
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

上
記

で
述
べ

た
よ

う
に

、
セ

ネ
ガ

ル
側

と
日

本
側

で
共

有
し

て
い

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
（

手
法

や
実

際
に

使
わ

れ
る

フ
ォ
ー

ム
な

ど
）

が
な

い
。

そ
の

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
し

て
は

、
日

本
人

専
門

家
主

体
で
行

わ
れ

て
お

り
、

C
/P

た
ち

の
関

与
は

限
ら

れ
て
い
た
。

  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
そ

の
C

/P
と

良
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

保
っ

て
き
た
か

 

現
地
の
意
見
の
尊

重
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

は
、

対
象

村
で

行
わ

れ
る

会
議

な
ど

で
参

加
者

の
意

見
を

尊
重

し
て

進
め

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

水
産

資
源
の

共
同

管
理

で
大

切
と

考
え

ら
れ

る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
の
方
向
性
が
浸
透
し
て
い
る
。

 
技

術
移

転
は

適
切

に
行

わ
れ
た

か
 

技
術
移
転
対
象
の

C
/P

 
D

PM
の

本
省
（

国
）
レ

ベ
ル
で

1
名

、
地
方
（

末
端

行
政
官
、

C
he

f d
e 

Po
st

e）
4
名
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
定
義
づ
け

て
い

る
。

 
セ

ネ
ガ

ル
側

投
入

の
C

/P
の

配
置

の
「

表
：

C
/P

の
配
置
概
要
」
に
示
し
た
よ
う
に
、

C
/P

の
範
囲
の
違
い
が
あ
る
こ
と
、

更
に

は
、
日

本
側

投
入

の
本

邦
研

修
の

欄
の

表
：

本
邦
研
修
へ
の

C
/P

の
派
遣
（
計
画
と
実
際
の
比
較
）
や
表
：
本
邦

研
修

に
参
加

し
た

地
方

C
/P

の
所

属
と

対
象

4
村

と
の
関
連
で
示
し
た
よ
う
に
、
計
画
と
実
施
状
況
の
大
き
な
違
い
、
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評
価
質
問

 
大
項
目

 
小
項

目
 

調
査
結
果

 

ま
た

、
担
当

し
て

い
る

地
域

に
よ

り
参

加
へ

の
違

い
が
あ
る
。

 
 

技
術

移
転

と
し

て
考

え
ら

れ
る
活
動
や
事
柄

 
中

央
レ

ベ
ル

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

た
め

の
調

整
 

地
方

レ
ベ
ル

：
上

記
「

活
動

の
検

証
」

に
記

載
さ

れ
た
技
術
的
な
事
柄

 
 

本
邦
研
修
の
活
用

 
本

邦
研

修
の

活
用

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

。
研

修
参

加
者
に
と
っ
て
本
邦
研
修
は
、
現
場
で
の
自
分
た
ち
の
活
動
を
、

理
論

的
か
つ

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

か
ら

見
直

す
機

会
と
な
っ
た
。

 
加

え
て

、
本

邦
研

修
の

な
か

に
あ

っ
た

参
加

型
ア

プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
技
術
は
、

C
he

f 
de

 P
os

te
が

C
LP

A
で
の
会
議

で
担

う
フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

直
接

関
係

し
、

妥
当
で
あ
っ
た
。

  
 

手
法
と
ア
プ
ロ
ー

チ
 

末
端

の
行
政

官
で

あ
る

C
he

f d
e 

Po
st

e
や

漁
業

関
係
者
を
含
む

C
LP

A
に
対
す
る
能
力
強
化
は
、
現
実
的
か
つ
具
体
的

な
技

術
移
転

と
し

て
現

場
レ

ベ
ル

で
実

施
さ

れ
て

い
る
。

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

一
般

聞
き

取
り
や

文
書

の
レ

ビ
ュ

ー
を

通
し

て
、

他
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
間

で
の

ミ
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を

示
唆

す
る

報
告

や
コ

メ
ン

ト
は

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

 
外
的
機
関
と
の
か

か
わ

り
 

ピ
ロ

ー
グ
の

登
録

料
の

住
民
（

C
LP

A
）
へ

の
返

金
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

JC
C
に
財
務
省
関
係

者
な

ど
を
入

れ
る

こ
と

で
、

JC
C
を

通
し

て
円
滑

に
状
況
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

 
広

域
化

資
源

管
理

活
動

と
他

機
関
と
の
関
係

 
ン

ブ
ー

ル
県

で
展

開
し

て
い

る
広

域
化

資
源

管
理

に
関

し
て

は
、

同
地

域
で

活
動

し
て

い
る

世
銀

と
の

調
整

が
う

ま
く

い
っ

て
い
ず

、
住

民
の

困
惑

が
あ

っ
た

こ
と

が
、

調
査
中
聞
か
れ
た
。

 
こ

れ
に

関
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、
行

政
の
責

任
と

し
て
い
る
（

10
月
月

報
、

10
月

7
日
の
資
源
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
）
。

 

他
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

よ
く

と
ら
れ
た

か
 

行
政
と
の
関
係

 
ジ

ョ
ア

ー
ル

の
広

域
化

に
関

し
、

C
LP

A
メ

ン
バ

ー
の

1
人
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ン
ブ
ー
ル
県
と
の
間
で
共
通
理
解

（
コ

ン
セ
ン

サ
ス

）
が

と
れ

て
い

な
い

、
と

の
意

見
の
表
明
が
あ
っ
た
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
情

報
発

信
は

う
ま

く
行
わ
れ

て
い
る
か

 

情
報
発
信
の
現
状

 
次

に
挙

げ
る

⑨
ま

で
の

活
動

が
、
啓

も
う

活
動
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
（

In
t/R

 C
ha

pt
er

 2
, P

ag
e 

4～
10
）
、
⑩
の

カ
レ

ン
ダ
ー

の
発

行
・

配
布

は
、

中
間

評
価

時
点

で
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
。

 
こ

れ
ら

の
う

ち
、
③

と
④

の
活
動

は
、

PD
M

で
意

図
す
る
啓
も
う
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
活
動
が
、
こ
こ
で
扱
う

情
報

発
信
に

近
い

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

①
 

ニ
ュ

ー
ス
レ

タ
ー

の
発

行
・

配
布

 
②

 
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
発

行
 

③
 

啓
も

う
用
フ

ィ
ル

ム
の

作
成

 
④

 
同

フ
ィ

ル
ム

の
上

映
 

⑤
 

W
eb

サ
イ

ト
（
仏

語
版

）
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

と
英
、
和
文
版
の
作
成

 
⑥

 
新

聞
な

ど
マ

ス
・

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
 

⑦
 

W
eb

上
動

画
サ
イ

ト
の

活
用

 
⑧

 
JO

C
V
や

他
国
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

の
協

働
 

⑨
 

国
際

会
議
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 
⑩

 
カ

レ
ン

ダ
ー

の
作

成
・

配
布
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3.
 

5
項

目
評

価
 

評
価
質
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
調

査
結
果

 

ニ
ー

ズ
と

の
合
致

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
現

地
の

ニ
ー

ズ
に

今
も

合
致
し
て
い
る
か

 

セ
ネ

ガ
ル

で
の

水
産

業
 

セ
ネ

ガ
ル

に
お

い
て

水
産

業
は

、
①

輸
出
の
た
め
の
産
業
、
②
国
民
へ
の
た
ん
ぱ
く
源
の
供
給
と
い
う

両
方

の
観

点
か

ら
、
重

要
で

あ
る
。
加

え
て
、
セ
ネ
ガ
ル
国
民
の
約

20
％
は
、
水
産
業
と
直
接
間
接
何
ら
か

の
形

で
関
係

し
た

雇
用

を
受

け
て

い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 

零
細

漁
業

 
零

細
漁

業
は

、
そ

の
生

産
が

セ
ネ

ガ
ル

に
お

け
る

漁
業

生
産

の
約

90
％

を
占

め
る

と
推

定
さ

れ
る

よ
う

に
、

同
国
の

水
産

業
の

な
か

で
大

き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

 

妥
当
性

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
裨

益
者

の
ニ

ー
ズ

に
今

も
合

致
し
て
い
る
か

 
漁

獲
高

の
増

加
と

資
源

の
枯

渇
の

可
能

性
 

漁
船

の
数
は

年
々

増
加

し
て

お
り

、
そ

れ
に
従
っ
て
水
揚
げ
高
も

19
60

年
代
の
約

5
万

tか
ら

19
90

年
代

以
降
の

40
万

t台
へ

と
増
加

し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
い
く
つ
か
の
魚
種
に
つ
い
て
は
、
乱

獲
に

よ
る
資

源
の

枯
渇

の
可

能
性

に
つ

い
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
報
告
書
も
あ
る
。

 
 

政
策

や
関

係
省

の
戦

略
と

の
整
合
性

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

戦
略

は
セ

ネ
ガ

ル
側

の
政

策
や

戦
略

と
合
致
し
て
い
る
か

C
LP

A
 

セ
ネ

ガ
ル
国

の
海

洋
水

産
法

を
実

施
す

る
た
め
の
省
令

13
の
な
か
で
、

C
LP

A
が
水
産
資
源
管
理
で
重
要
な

役
割

を
果
た

す
と

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

 
同

法
9
条

で
は

C
LP

A
が

、
異

な
る

漁
法
を
用
い
る
漁
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間
で
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を

軽
減

、
制
御

す
る

役
割

を
も

つ
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

零
細

漁
民

に
よ

る
水

産
資

源
の

共
同

管
理

 

共
同

管
理

に
つ

い
て

は
、

「
漁

業
・

養
殖

セ
ク

タ
ー

に
お

け
る

政
策

の
詳

細
計

画
」

14
の

な
か

で
、

「
漁

業
地

域
に

お
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

漁
民
と
と
も
に
漁
業
域
の
共
同
管
理
の
地
域
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
発

展
、

促
進

さ
せ

る
」

15
た

め
に
、

ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
、
と
あ
る
。

 
 

 
 

上
記

の
よ

う
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
零
細
漁
業
に
お
け
る
共
同
資
源
管
理
は
、
政

府
戦

略
と

一
致

し
て

い
る

と
認

識
さ

れ
て

い
る
。

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

は
セ

ネ
ガ

ル
側

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

い
る

か
 

ボ
ト

ム
ア
ッ

プ
・
ア

プ
ロ

ー
チ

 
C

/P
 C

he
f 

de
 P

os
te
な

ど
の
関

係
者

か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
協
議
に
時
間
を
か
け
る
な
ど
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
現
場

の
意

見
を

吸
い

上
げ

て
い
る
こ
と
で
、

C
LP

A
の
会
議
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
効
果
が
で
て
お

り
、

会
議
に

参
加

し
て

い
る

行
政

の
間
で
は
そ
の
理
解
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

 
開

発
調

査
の

経
験

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

JI
C

A
に

よ
り

20
03

年
か
ら

20
06

年
に
実
施
さ
れ
た
「
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
漁
業
資

源
評

価
・
管

理
計

画
調

査
」

に
引

き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
上
記
の
課
題
を
解
決
す

る
た

め
に
は

零
細

漁
民

に
よ

る
共

同
資
源
管
理
が
有
効
で
あ
る
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

 

 
JI

C
A

に
よ

る
支

援
の

経
験

と
方
針

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

や
ア

プ
ロ

ー
チ

は
、

JI
C

A
の

支
援

経
験

や
方

針
に

一
致
し
て
い
る
か

 
JI

C
A

の
水

産
開

発
戦

略
 

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
水

産
資

源
の

共
同
管
理
は
、

20
05

年
に
出
さ
れ
た

JI
C

A
の
水
産
開
発
戦
略
書

の
な

か
で

述
べ

ら
れ

て
い

る
零

細
漁

民
が
多
数
を
占
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
・

ア
プ

ロ
ー

チ
を

尊
重

す
る

戦
略
と
も
一
致
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
13

 
« 

D
éc

re
t f

ix
an

t l
es

 m
od

al
ité

s d
’a

pp
lic

at
io

n 
de

 la
 lo

i p
or

ta
nt

 c
od

e 
de

 la
 p

ec
he

 m
ar

iti
m

e 
»で

、
海

洋
水

産
法

 «
Lo

i N
o°

 9
8-

32
 d

u 
14

 a
vr

il 
19

98
 p

or
ta

nt
 C

od
e 

de
 la

 P
ec

he
 

M
ar

iti
m

e»
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の

。
た

だ
し

、
海

洋
水

産
法

の
な

か
で

は
、

C
LP

A
で

は
な

く
、

C
LP

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 
14

 
« 

Pl
an

 d
’A

ct
io

ns
 d

et
ai

llé
es

 d
e 

la
 le

ttr
e 

de
 P

ol
iti

qu
e 

Se
ct

or
ie

lle
 d

es
 P

ec
he

s e
t d

e 
l’A

qu
ac

ul
tu

re
 »

 
15

 
« 

de
ve

lo
pp

er
 e

t p
ro

m
ou

vo
ir 

le
s i

ni
tia

tiv
es

 lo
ca

le
s d

e 
co

ng
es

tio
n 

de
s p

ec
hi

er
ie

s a
ris

an
al

s a
ve

c 
le

s c
om

m
un

au
te

s d
e 

pe
ch

eu
rs

 d
e 

si
te

s d
e 

pe
ch

es
 »
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評
価
質
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
調

査
結
果

 

 
JI

C
A

の
水

産
分

野
協

力
方

針
一

般
 

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

が
め

ざ
す

水
産

資
源
の
共
同
管
理
は
、

20
10

年
に
出
さ
れ
た

JI
C

A
の
課
題
別
指
針
：

水
産

の
「
開

発
戦

略
目
標

3：
水

産
資

源
の
保
全
管
理
」
と
い
う
協
力
の
方
針

16
に
一
致
し
て
い
る
。

 
 

 
 

JI
C

A
の

ア
フ

リ
カ

地
域

に
お

け
る

水
産

協
力

重
点

分
野

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

と
る

零
細

漁
業

の
関
係
者
と
行
政
側
に
よ
る
共
同
管
理
を
住
民
の
収
入
向
上
活
動

と
と

も
に

考
え

て
い

く
と

い
う

ア
プ

ロ
ー

チ
は
、
同
指
針
の
な
か
、
「
資
源
管
理
に
配
慮
し
た
持
続
的
沿

岸
漁

業
」

や
「

零
細

漁
民

を
対

象
と

し
た

（
中
略
）
『
漁
村
開
発
』
を
通
し
た
貧
困
削
減
」
と
い
う
、
ア

フ
リ

カ
地

域
に

お
け

る
水

産
協

力
重

点
分

野
17
に
も
一
致
し
て
い
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の
達
成

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

欄
を

参
照

の
こ

と
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
成

果
の

間
に

論
理
性
は
あ
る
か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
成

果
の

関
係

 
啓

発
活

動
、

C
LP

A
の

能
力
強

化
、

水
産
資
源
管
理
の
た
め
の
能
力
強
化
と
い
う

3
つ
の
成
果
の
産
出
を

通
し

て
「

零
細

漁
民

及
び

行
政

に
よ

る
水
産
資
源
の
共
同
管
理
を
確
立
す
る
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標

を
達

成
さ

せ
る

と
い

う
構

成
は

論
理

的
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら

3
つ
の
成
果
は
相
補
的
で
あ
る
と

と
も

に
整
合

性
の

あ
る

関
係

を
保

っ
て

い
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
見
込
み

 

 
成

果
と

そ
の

対
象

者
と

の
関
係

 
3

つ
の

成
果

を
達

成
す

る
た

め
の

活
動

は
、
漁
業
関
係
者
の
な
か
の
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
レ
ベ
ル
の
グ
ル

ー
プ

を
対

象
に

、
あ

る
い

は
、

巻
き

込
ん

で
進
め
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
成

果
1（

啓
も

う
活
動

）
は

、
漁
業
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
一
般
を
、
成
果

2
は

C
LP

A
と

C
LV

18
を

、
成
果

3
は

C
LP

A
に

代
表

を
送

っ
て

い
る

同
業

者
グ

ル
ー

プ
で
あ
る

G
IE

を
対
象
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
漁

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
全

体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
う
え
で
、
漁
業
セ
ク
タ
ー
で
重
要
な
枠
割

を
果

た
す

関
係

者
に

対
し

支
援

を
行

う
こ
と
が
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

 

有
効
性

 

 
成

果
の

達
成

度
は

高
い
か

 
上

に
見

る
よ

う
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

は
、

良
い

達
成

状
況
を
示
し
て
い
る
。

 

 
促
進
・
阻
害
要

因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
あ

る
い

は
外

的
条

件
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
促

進
・

阻
害

に
つ

な
が

る
要

因
は

あ
る
か

 

移
動

漁
民

と
移

住
漁

民
の

問
題

 
（

阻
害

）
 

ロ
ン

プ
ー

ル
、

ジ
ョ

ア
ー

ル
、

ジ
フ

ェ
ー
ル
の
聞
き
取
り
で
異
口
同
音
に
、
移
動
漁
民
と
移
住
漁
民
の

問
題

が
挙

げ
ら

れ
た

。
 

 
 

 
近

隣
の

村
や

同
じ

C
LP

A
メ

ン
バ
ー

間
の

関
係

（
阻

害
）

 

近
隣

の
村

の
資

源
管

理
の

状
況

（
あ

る
い
は
、
資
源
管
理
活
動
を
し
て
い
な
い
こ
と
や
規
定
を
守
ら
な

い
こ

と
）

に
つ

い
て

の
不

満
は

、
同

じ
C

LP
A
の
中
に
も
あ
る
（
ジ
フ
ェ
ー
ル
で
の
聞
き
取
り
）
。

 

 
 

 
広

域
化

や
複

合
（

促
進

）
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

「
広

域
化

資
源

管
理

」
や
複
合
村
に
よ
る

C
LP

A
の
設
立
と
い
う
手
法
を
導
入
し
、
近

隣
の

村
と

の
関

係
を

密
に

し
て

資
源

管
理
を
す
る
こ
と
は
、
上
記
の
阻
害
要
因
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た

め
の

1
つ

の
方

法
と

し
て

、
導

入
が

理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

 
16

 
JI

C
A

 水
産
課
題
別
指
針
（

20
10

年
6
月

発
行

）
の
第

2
章

 水
産

協
力

の
考

え
方

と
目

標
、

2-
2
水

産
協
力

の
目

的
（
本
文

8 
ペ
ー
ジ
以
降
）
。

 
17

 
上
掲
の

指
針
の
な
か
、
第

3
章

 J
IC

A
の
協

力
方

針
、

3-
2-

5 
ア

フ
リ

カ
地

域
（

本
文

32
 ペ

ー
ジ

）
。

 
18

 
「
デ
ザ

イ
ン
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
旧

PD
M

で
使

わ
れ

て
い

る
語

を
用

い
て

い
る

が
、

実
際

に
は

C
LP

A
の

み
を

対
象
と
し
て
い
る
。
上
掲
の

C
LV

に
関
す

る
脚

注
を

参
照

の
こ

と
。
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評
価
質
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 

 
 

 
共

同
監

視
 

（
促

進
）

 
ロ

ン
プ

ー
ル

で
は

、
C

LP
A

に
よ

る
決

定
で
、
刺
し
網
の

10
％
削
減
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
上

記
の

移
動
漁

民
の

問
題

に
対

す
る

ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
、
有
効
性
を
高
め
る
と
判
断
で
き
る
。

 
 

 
 

村
に

よ
る

取
り

組
み

の
違

い
 

C
LP

A
の

イ
ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
尊

重
し
て
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
村
レ
ベ
ル
で
の
メ
ッ
シ
ュ

の
大

き
さ
に

関
す

る
規

定
で

違
い

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
実
施
し
て
い
る
村
や

C
LP

A
に
と
っ
て
阻
害

要
因

と
し

て
働

か
ず

促
進

要
因

と
し

て
働
く
た
め
に
は
、
現
時
点
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
部
実
施
し
て

い
る

よ
う

に
ス

タ
デ

ィ
・

ト
リ

ッ
プ

を
活
用
す
る
な
ど

、
C

LP
A

の
組

織
と
し
て
の
矜

持
を
保
ち
つ
つ

、
意

識
高

揚
を
保

つ
方

策
を

と
る

必
要

が
あ
る
。

 
活
動
の
実
施

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ
れ
た
か

 
上

記
の

「
活

動
の

実
績

」
を

参
照

。
 

PO
を

策
定
・
活
用

し
て

こ
な

か
っ

た
こ
と
で
、
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
 

効
率
性

 

投
入

と
成

果
と
の
関
係

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

投
入

と
成

果
の

間
で

、
論

理
的

な
問

題
は

起
こ

っ
て

い
な
い
か

 

追
加

さ
れ
た

活
動

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
現

地
の

状
況
を
か
ん
が
み
て
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
当
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

計
画

と
は

別
に

一
連

の
活

動
が

追
加

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上
記
、
投
入
の
欄
を

参
照

の
こ

と
。

 
 特

に
、

活
動

3-
4
に

関
し

、
次

の
活
動
は
必
要
性
の
低
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
活
動

3-
4
参

照
）
。

 
①

モ
ノ

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

網
の

比
較
試
験

 
②

-2
タ

コ
 

⑤
モ

ン
ゴ
ウ

イ
カ

 
 

費
用

を
抑

え
る
方
策

 
費
用
を
抑
え
る
方
策

を
と
っ
て
き
た
か

 
現

地
で

の
資

機
材

の
購

入
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
現

地
で

調
達

可
能
な
資
機
材
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
で
、

日
本

で
調

達
す

る
よ

り
は

、
費

用
対

効
果
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

 
 

技
術
移
転

 
技

術
移

転
・

能
力

強
化

は
効

果
的

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
 

C
/P

の
異

動
 

セ
ネ

ガ
ル
側

に
よ

る
C

/P
の

配
置

は
ほ
と
ん
ど
良
く
で
き
て
い
た
一
方
、
上
掲
（
投
入
）
に
示
す
よ
う
に
、

C
/P

や
そ

の
指

導
・

監
督

に
あ

た
る
人
員
の
異
動
も
多
い
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
外
へ

の
波

及
性

を
考

え
れ

ば
、

イ
ン

パ
ク

ト
の
高
さ
を
担
保
す
る
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
り
得
る
も
の
の
、
短
期

的
技

術
移

転
と

い
う

観
点

か
ら

は
、

低
い
効
率
性
を
示
唆
す
る
。

 
 

促
進
・
阻
害
要

因
 

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
な

か
や

外
的

条
件

で
、

効
率

性
を

促
進

・
阻

害
す

る
要

因
は
あ
る
か

 

PO
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

PO
を
作

成
せ

ず
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。
サ
イ
ト
ご
と
の
活
動
計
画
も
、
専
門
家

の
み

で
共

有
さ

れ
て

き
た

。
そ

の
こ

と
を
反
映
し
、
活
動
の
対
象
地
域
や
内
容
、
そ
れ
に
伴
う
投
入
が

適
宜

変
更

に
な

っ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
が
、
上
記
の
よ
う
な
、
経
費
の
問
題
と
関
係
が
な
い
と
は
い
い
き

れ
な

い
。

 

イ
ン

パ
ク
ト

 
上

位
目

標
の

達
成
予
測

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
共

同
資

源
管

理
を

主
体

的
に

行
う

漁
民

組
織

を
行

政
は

支
援

で
き

る
か

 

モ
デ

ル
の

確
立

と
行

政
の

関
与

 
国

、
州

、
県

レ
ベ

ル
で

の
行

政
機

関
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
の
精

査
が

済
ん

で
い

な
い

。
 

 
 

円
滑
な
モ
デ
ル
化
を

助
け
る
手
立
て
は
と

JC
C
の

活
用

 
JC

C
に

出
席

す
る

省
内

の
人

員
が

限
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
化
に
必

要
な

行
政
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

間
の

協
議
は
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
改
善
の
余
地
あ
り
。
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評
価
質
問

 
5
項
目

 
大
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 

ら
れ
て
い
る
か

 
 

促
進
・
阻
害
要

因
の
予
測

 
漁

民
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

直
接

の
支

援
な

し
で

、
共

同
資

源
管

理
を

実
施
で
き
る

か
 

行
政

の
関
与

 
現

場
レ

ベ
ル

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

行
政

の
関

与
が

希
薄

で
あ

り
、

再
委

託
先

と
専

門
家

で
行

う
こ

と
に

な
っ

て
い
る

。
 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
の

な
か

で
、

イ
ン

パ
ク

ト
の

増
大

を
助

け
る

活
動

あ
る

い
は

、
阻

害
す

る
活

動
は

あ
る

か
 

「
準

」
対
象

村
 

C
LP

A
の

設
立

や
資

源
管

理
活
動

の
な
か
で
、
「
準
対
象
村
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
呼
ぶ
周
辺
村
が
関
与

し
て

い
る
。

効
率

性
と

の
関

連
で

は
、
疑
問
が
残
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

こ
れ

ら
の

村
を
正
式
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
正
式
に
位
置
づ

け
な

い
こ

と
で

、
こ

れ
ら

の
村

へ
の

イ
ン

パ
ク
ト
が
発
現
し
た
、
と
す
る
方
が
、

PD
M

の
構
成
上
か
ら
も
妥

当
と

考
え
ら

れ
る

。
広

域
化

に
関

し
て
も
、
同
様
。

 

C
LP

A
の

機
能

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

な
か

で
重

要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る

C
LP

A
は
、
資
源
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

機
能

を
も
つ

キ
ー

・
ア

ク
ア

タ
ー

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 
C

LP
A

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
も

自
然

資
源

管
理

活
動

を
継

続
す

る
か

 

C
LP

A
の

資
金

 
C

LP
A

の
資

金
源

と
し

て
は

、
ピ

ロ
ー
グ
の
登
録
料
の
漁
民
へ
の
払
い
戻
し
金
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
支

払
わ

れ
て

い
な
い

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

C
LP

A
自
身
が
何
ら
か
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な

い
。

 
行

政
機

関
の

認
識

 
水

産
局

長
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
し
て
高
い
評
価
を
示
し
て
い
る
。

 
地

方
レ

ベ
ル

で
の

能
力

強
化

 
C

LP
A
構

造
は
、

末
端

の
行

政
官

C
he

f 
de

 P
os

te
含
ん
で
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
現
在
、
現
場
レ
ベ

ル
で

の
活
動

に
重

き
を

置
き

、
彼

ら
の
能
力
強
化
を
進
め
て
い
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ
ー
チ

 

行
政

機
関

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
関

係
は

自
立

発
展

性
を

担
保

で
き

る
も

の
で
あ
る
か

 
行

政
か

ら
の

支
援

 
州

、
県

レ
ベ

ル
で

の
行

政
か

ら
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
項
目
と
し
て
、
法
的
な
枠
組
み
を
守
る
こ
と
や

他
機

関
と

の
調

整
が

挙
げ

ら
れ

る
が

、
現
時
点
で
は
発
現
し
て
い
な
い
。

 

自
立

発
展
性

 

日
当

の
支
払

い
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
に
対
し
て
日
当
な
ど
の
支
払
い
を
し
て
い
な
い
。

 
 

促
進
・
阻
害
要

因
 

協
議

の
支
援

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

C
LP

A
な

ど
の
会
議
の
場
で
、
十
分
に
時
間
を
割
き
、
参
加
者
の
意
見
が
引
き
出

せ
る

よ
う
に

し
て

き
た

。
調

査
中

に
も
、

C
LP

A
メ
ン
バ
ー
や
漁
業
関
係
者
が
自
由
に
発
言
す
る
様
子
が
、

多
々

見
ら

れ
た

。
協

議
に

時
間

を
か
け
、
住
民
の
納
得
が
い
く
よ
う
に
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
で
、

当
事

者
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

高
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
の

な
か

で
、

自
立

発
展

性
を

担
保

で
き

る
活

動
は

あ
る
か

 
カ

ヤ
ー

ル
の

例
の

活
用

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

カ
ヤ

ー
ル

漁
業
委

員
会
（

C
PC

）
の

主
体

的
な
取

り
組
み

を
尊
重

し
、
介

入
し

て
い

な
い

。
し

か
し

、
カ

ヤ
ー

ル
の

取
り
組
み
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
村
の

外
で

、
い

か
に

住
民

主
体

の
取

り
組

み
が
行
わ
れ
る
か
の
分
析
に
つ
な
が
る
。
こ
の
分
析
を
、
モ
デ
ル
化

や
省

へ
の

提
言

に
盛

り
込

む
こ

と
で

、
イ
ン
パ
ク
ト
の
増
大
を
図
る
一
助
と
な
る
。
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Annex 5．専門家派遣実績 

 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属

綿貫 尚彦 

 

 

 

 

 

佐藤 正志 

 

 

 

 

小縣 早知子 

 

 

七尾 仁規 

 

 

荻野 芳一 

総括/ 

共同資源管理体制強化 

 

 

 

 

副総括/ 

漁業活動調査・分析/ 

水産資源管理手法 

 

 

社会経済調査/漁村開発 

 

 

水産資源管理手法 2/ 

収入源活動 

 

啓発普及活動 

2009 年 7 月 14 日～2009 年 10 月 11 日 

2010 年 1 月 4 日～2010 年 3 月 4 日 

2010 年 4 月 21 日～2010 年 6 月 9 日 

2010 年 7 月 18 日～2010 年 11 月 2 日 

2011 年 1 月～60 日間 

 

2009 年 8 月 4 日～2010 年 11 月 27 日 

2009 年 12 月 8 日～2010 年 1 月 19 日 

2010 年 5 月 31 日～2010 年 7 月 14 日 

2010 年 10 月 27 日～2010 年 12 月 10 日 

 

2009 年 7 月 31 日～2009 年 9 月 30 日 

2010 年 7 月 18 日～2010 年 8 月 18 日 

 

2010 年 5 月 8 日～2010 年 6 月 19 日 

2010 年 11 月 8 日～2011 年 1 月 23 日 

 

2009 年 7 月 14 日～2010 年 3 月 15 日 

2010 年 4 月 21 日～2010 年 10 月 15 日 

2011 年 1 月～60 日間 

 

OAFIC（株） 

 

 

 

 

 

OAFIC（株） 

 

 

 

 

OAFIC（株） 

 

 

OAFIC（株） 

 

 

OAFIC（株） 
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 A
n
n
e
x
 
6
.
 
本

邦
研

修
受

入
実

績
 

 

研
修

員
氏

名
 

受
入

期
間

 
協

力
分

野
名

研
修

内
容

及
び

受
入

機
関

 
当

時
の

役
職

 
現

在
の

役
職

 

（
離

職
年

月
・

離
職

先
）

 

M
am

ad
ou

 T
H

IA
M

 

  K
ha

lla
 N

IA
N

G
 

  M
am

ad
ou

 N
D

A
O

 

  A
m

ad
ou

 M
ou

st
ap

ha
 F

AY
E

  O
us

se
yn

ou
 N

G
O

M
 

  El
 H

aj
i N

D
A

O
 

  M
an

so
ur

 M
al

ic
k 

N
D

IA
Y

E

 

20
10

年
2
月

24
日

 

～
20

10
年

4
月

24
日

 

 20
10

年
2
月

24
日

 

～
20

10
年

4
月

24
日

 

 20
10

年
2
月

24
日

 

～
20

10
年

4
月

24
日

 

 20
10

年
2
月

24
日

 

～
20

10
年

4
月

24
日

 

 20
10

年
2
月

24
日

 

～
20

10
年

4
月

24
日

 

 20
10

年
10

月
17

日
 

 
～

20
10

年
12

月
17

日

 20
10

年
10

月
17

日
 

 
～

20
10

年
12

月
17

日

 
地
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機材 現地 購入
番号 到着 価格

時期
2009 コピー機 IR2022 CANON FCFA2,176,000 プロジェクト執務室

2009 ビデオプロジェクタ EMP EB X6 EPSON FCFA506,000 プロジェクト執務室

2009 プロジェクタスクリーン 150x150cm FCFA160,000 プロジェクト執務室

2009 ラップトップPC A350 S20 TOSHIBA FCFA475,000 CP執務室

2009 発電機 TURBO2500 SDMO FCFA268,300 プロジェクト執務室

2010 デジタルカメラ LUMIX DMC-FT2 PANASONIC \37,000 プロジェクト執務室

2010 カメラ防水ケース DMW-MCFT2 PANASONIC \22,000 プロジェクト執務室

2010 試験機材 人工枝 SAKAI Orbex \500,000 プロジェクト執務室

四輪駆動車
2009 PAJERO MITSUBISHI \2,715,000 プロジェクト事務所

四輪駆動車
2009 PAJERO MITSUBISHI \2,715,000 プロジェクト事務所

デスクトップPC
2009 Compaq dx 2300 HP FCFA515,000 プロジェクト執務室

ラップトップPC
2009 Compaq 6710b HP FCFA782,000 プロジェクト執務室

ネットワークプリンタ
2009 Laser Jet HP FCFA804,000 プロジェクト執務室

停電時電源装置
2009 LEADER 1000 NITRAM FCFA118,000 プロジェクト執務室

設置場所

Annex 7　機材供与実績（携行機材、その他の機材含む）
　　１）供与機材の（現況）一覧表

機材名 型式 ﾒｰｶｰ
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単位: FCFA
No. 摘要 JFY 2009 JFY 2010 Total
1 人件費 39,600,000 39,600,000 79,200,000
2 資機材 1,100,000 200,000 1,300,000
3 光熱費 1,800,000 1,800,000 3,600,000
4 その他 200,000 200,000 400,000

Total 42,700,000 41,800,000 84,500,000

Annex 10. セネガル側コスト負担 実績
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